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序　

文

　　

多
賀
城
市
で
は
、
市
内
各
地
域
に
存
在
す
る
歴
史
資
料
の
保
全
を
図
る
た
め
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
、
市
内
全
域
を
対
象
と

し
た
文
化
財
調
査
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。
本
市
は
、
江
戸
時
代
に
一
三
の
村
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
村
ご
と
の
調
査

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
歴
史
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
、
本
事
業
を
企
画
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
五
、二
六
年
度
の
旧
八
幡
村
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
歴
史
資
料
が
予
想
以
上

に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
今
年
度
は
笠
神
村
、
大
代
村
、
下
馬
村
の
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
笠
神
村
地
域
は
、

太
平
洋
戦
争
時
に
海
軍
工
廠
用
地
と
な
っ
た
た
め
、
集
落
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
地
域
で
す
が
、
幸
い
に
も
道
端
の
石
碑

や
神
社
の
棟
札
な
ど
貴
重
な
文
化
財
が
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
旧
大
代
村
、
下
馬
村
に
つ
い
て
も
、
住

宅
地
が
立
ち
並
ぶ
現
代
と
は
大
き
く
異
な
る
姿
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
地

域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
古
く
か
ら
行
わ
れ

て
き
た
行
事
や
習
慣
、
契
約
講
の
内
容
な
ど
、
貴
重
な
情
報
を
詳
細
に
採
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
書
は
、
そ
れ
ら
の

中
か
ら
、
取
り
ま
と
め
が
終
了
し
た
笠
神
村
と
下
馬
村
の
調
査
成
果
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
文
化
財
調
査
は
、
古
代
か
ら
近
世
、
近
現
代
へ
と
続
く
地
域
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
書
を
御
一
読
い
た
だ
き
、
地
域
の
歴
史
の
豊
か
さ
、
個
性
、
そ
し
て
そ
の
重
要

性
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
調
査
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
、
巻
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
二
八
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
賀
城
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教 
育 
長　

菊
地　

昭
吾

　





　
　

例　
　

言

一　

本
書
は
、
多
賀
城
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
歴
史
・
民
俗
調
査
の
報
告
書
で
あ

　

り
、
そ
の
第
三
冊
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

二　

本
書
は
、
平
成
二
七
年
度
「
文
化
庁　

文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事

　

業
」
の
採
択
を
受
け
て
作
成
し
た
。

三　

本
書
で
対
象
と
し
た
の
は
江
戸
時
代
の
笠
神
村
、
下
馬
村
で
あ
り
、
現
在
の
多

　

賀
城
市
笠
神
一
〜
五
丁
目
、
鶴
ケ
谷
一
〜
三
丁
目
、
丸
山
一
〜
二
丁
目
、
下
馬
一

　

〜
五
丁
目
、
伝
上
山
一
〜
四
丁
目
で
あ
る
。

四　

調
査
は
平
成
二
七
年
度
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
化
財
課
文
化
財
係
の
千

　

葉
孝
弥
、
鈴
木
孝
行
、
同
調
査
普
及
係
の
瀧
川
ち
か
こ
、
早
坂
優
子
が
担
当
し
た
。

五　

本
書
は
千
葉
、
瀧
川
、
早
坂
が
執
筆
し
、
早
坂
が
編
集
を
行
っ
た
。
分
担
は
第

　

二
章
第
七
節
、
第
三
章
第
六
節
が
早
坂
、
第
四
章
が
瀧
川
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は

　

千
葉
が
担
当
し
た
。
そ
の
中
で
、
第
二
章
第
六
節
の
棟
札
に
つ
い
て
は
、
図
版
作

　

成
を
鈴
木
、
写
真
撮
影
を
調
査
普
及
係
の
村
上
詩
乃
が
行
っ
た
。

六　

石
造
物
の
石
材
に
つ
い
て
は
、
永
広
昌
之
氏
（
東
北
大
学
総
合
学
術
博
物
館
協

　

力
研
究
員
）
に
調
査
を
依
頼
し
、
そ
の
成
果
は
巻
末
の
石
造
物
一
覧
表
内
に
収
録

　

し
た
。

七　

調
査
に
関
す
る
諸
記
録
及
び
資
料
は
、
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
が
保
管
し
て
い

　

る
。

八　

本
書
の
作
成
に
あ
た
り
、
下
記
の
方
々
よ
り
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

宮
城
県
公
文
書
館

　

宮
城
県
図
書
館

　

防
衛
省
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地

　

永
広
昌
之
（
東
北
大
学
総
合
学
術
博
物
館
協
力
研
究
員
）

　

柏
木
神
社

　

西
園
寺

　



　
　

目　
　

次

序
文

例
言

目
次

第
一
章　

平
成
二
七
年
度
の
調
査
概
要･･････････････････････････････

１

第
二
章　

笠
神
村･･････････････････････････････････････････････

２

　

第
一
節　

地
理
的
・
歴
史
的
環
境････････････････････････････････

２

　

第
二
節　

地
図
と
写
真
に
見
る
地
域
の
変
化････････････････････････

４

　

第
三
節　

地
名･･････････････････････････････････････････････

20

　

第
四
節　

寺
社
仏
閣･･････････････････････････････････････････

25

　

第
五
節　

石
造
物････････････････････････････････････････････

32

　
　

一　

凡
例････････････････････････････････････････････････

32

　
　

二　

分
布
と
概
要･･････････････････････････････････････････
32

　
　

三　

板
碑････････････････････････････････････････････････
35

　
　

四　

近
世
・
近
代
の
供
養
塔･･････････････････････････････････

40

　
　

五　

石
燈
籠
・
石
鳥
居
・
幟
立
・
手
水
鉢
・
扁
額･･････････････････

88

　
　

六　

顕
彰
碑
・
沿
革
碑･･････････････････････････････････････

102

　
　

七　

墓
標････････････････････････････････････････････････

110

　

第
六
節　

棟
札･･････････････････････････････････････････････

148

　

第
七
節　

民
俗･･････････････････････････････････････････････

182

第
三
章　

下
馬
村･･････････････････････････････････････････････

194

　

第
一
節　

地
理
的
・
歴
史
的
環
境････････････････････････････････

194

　

第
二
節　

地
図
と
写
真
に
見
る
地
域
の
変
化････････････････････････

195

　

第
三
節　

地
名･･････････････････････････････････････････････

208

　

第
四
節　

寺
社
仏
閣･･････････････････････････････････････････

210

　

第
五
節　

石
造
物････････････････････････････････････････････

211

　
　

一　

凡
例････････････････････････････････････････････････

211

　
　

二　

分
布
と
概
要･･････････････････････････････････････････

211

　
　

三　

近
世
・
近
代
の
供
養
塔･･････････････････････････････････

213

　
　

四　

墓
標････････････････････････････････････････････････

218

　

第
六
節　

民
俗･･････････････････････････････････････････････

226

第
四
章　

地
誌
・
記
録
・
文
書････････････････････････････････････

235

参
考
文
献････････････････････････････････････････････････････

239

石
造
物
一
覧
表････････････････････････････････････････････････

241



3

註　
　
「
箱
崎
」
は
風
土
記
御
用
書
出
以
外
で
は
確
認
で
き
な
い
。
笠
神
村
に
は
塚

　
　

の
一
つ
と
し
て
「
箱
塚
」、
砂
押
川
の
流
域
名
称
と
し
て
「
箱
塚
川
」
が
あ
る
。

　
　

箱
塚
川
は
そ
の
南
側
に
あ
る
八
幡
村
と
の
境
界
を
な
す
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
　

村
の
南
境
に
あ
る
「
箱
崎
」
は
「
箱
塚
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

第２図　調査区位置図
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2

第
二
章　

笠
神
村

第
一
節　

地
理
的
・
歴
史
的
環
境

一　

地
理
的
環
境

　

旧
笠
神
村
は
、
現
在
の
行
政
区
で
は
笠
神
一
〜
五
丁
目
、
鶴
ケ
谷
一
〜
三
丁
目
、

丸
山
一
・
二
丁
目
に
あ
た
る
。

　

風
土
記
御
用
書
出
に
は
、

　
　

一
南
ハ
当
郡
八
幡
村
境
当
村
分
箱
崎
と
申
所
ま
で

　
　

一
北
ハ
当
郡
下
馬
村
境
当
村
分
与
五
山
と
申
所
迄

　
　

一
東
ハ
当
郡
湊
浜
境
当
村
分
高
原
と
申
所
ま
で

　
　

一
西
ハ
当
郡
留
谷
村
境
当
村
分
西
澤
と
申
所
迄

と
四
至
を
記
し
て
い
る
。
高
原
は
大
代
六
丁
目
、
西
澤
は
鶴
ケ
谷
一
丁
目
か
ら
伝
上

山
一
丁
目
に
か
け
て
の
地
区
で
あ
る
。
与
五
山
、
箱
崎
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が

（
註
）、
八
幡
村
と
の
境
界
は
、
概
ね
、
笠
神
村
内
で
は
箱
塚
川
と
呼
ば
れ
た
砂
押
川

と
考
え
ら
れ
る
。

　

地
形
的
に
み
る
と
、
北
部
は
北
側
か
ら
標
高
二
〇
〜
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
が
三

列
伸
び
て
き
て
お
り
、
大
小
の
谷
が
発
達
し
た
複
雑
な
地
形
を
形
成
し
て
い
る
。
そ

の
南
側
は
、一
部
で
多
賀
城
公
園
の
よ
う
な
標
高
約
一
八
メ
ー
ト
ル
の
独
立
丘
陵
や
、

船
塚
の
よ
う
な
小
丘
陵
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
後
背
湿
地
に
区
分
さ
れ
る
低

地
と
な
っ
て
い
る
（
地
質
調
査
所　

一
九
八
三
）。

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
以
前
の
笠
神
は
、
丘
陵
部
か
ら
低
地
部
の
耕
地
に
か
け
て

集
落
が
点
在
す
る
純
農
村
地
帯
で
あ
り
、
現
在
と
は
全
く
異
な
る
景
観
を
呈
し
て
い

た
。

二　

歴
史
的
環
境

　

笠
神
村
の
古
代
以
前
の
歴
史
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
い
。
し
か
し
、
中
世
に
な
る

と
笠
神
や
鶴
ケ
谷
を
苗
字
と
す
る
武
士
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
一
六
世
紀
前
半
頃

に
作
成
さ
れ
た「
留
守
分
限
帳
」は
、宮
城
郡
東
部
の
国
人
領
主
留
守
氏
の
被
官
を「
御

館
之
人
数
」（
譜
代
の
家
臣
）、「
里
之
人
数
」（
外
様
の
家
臣
）、「
宮
う
と
の
人
数
」（
塩

竈
神
社
の
神
官
）
に
分
け
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
里
之
人
数
の
中
に
「
か
さ

か
み
図
書
助
（
笠
神
図
書
助
）」
と
「
鶴
か
や
ふ
せ
ん
（
鶴
ケ
谷
豊
前
）」
の
名
が
記

さ
れ
て
お
り
、「
か
さ
か
み
図
書
助
」
は
里
之
人
数
の
中
で
最
大
の
知
行
地
を
有
し

て
い
る
（
水
沢
市
立
図
書
館　

一
九
七
九
）。
ま
た
、
仙
台
市
東
光
寺
板
碑
群
の
中

に
は
「
笠
上
入
道
」
と
記
さ
れ
た
弘
安
年
間
（
一
二
七
八
〜
一
二
八
八
）
の
板
碑
が

あ
る
（
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
八
）。
同
板
碑
群
は
陸
奥
国
府
在
庁
官

人
層
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
追
善
供
養
塔
と
い
う
考
え
が
あ
り
、
笠
上
（
笠
神
）
氏

は
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
既
に
在
地
領
主
と
し
て
活
動
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

笠
神
村
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
村
高
二
四
四
石
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は

残
っ
て
い
な
い
が
助
ヶ
森
に
は
西
沼
と
い
う
周
囲
一
六
〇
間
の
沼
が
あ
り
、
山
中
に

は
八
合
入
堤
と
い
う
一
九
五
石
余
の
耕
地
を
潤
す
用
水
を
た
め
る
堤
が
あ
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
村
に
は
六
か
所
の
御
林
（
用
材
林
）
が
あ
り
、
藩
の
厳
重
な
管
理
の
も

と
、
山
守
を
代
表
者
と
す
る
村
の
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
。

　

耕
地
や
堤
、
御
林
が
点
在
す
る
こ
の
村
が
、
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
る
原
因
と
な
っ

た
の
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
時
に
お
け
る
海
軍
工
廠
建
設
で
あ
る
。
昭
和
一
七

年
（
一
九
四
二
）、
多
賀
城
村
八
幡
字
中
谷
地
・
前
原
、
笠
神
字
丸
山
、
黒
石
崎
を

中
心
と
し
た
地
域
が
そ
の
用
地
と
な
り
、
土
地
の
強
制
買
収
が
行
わ
れ
て
集
落
は
解

体
さ
れ
た
。
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
る
と
、
箱
塚
山
、
伊
勢
堂
山
な
ど
は
崩
さ
れ
、

水
田
は
整
地
さ
れ
る
な
ど
地
形
も
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い
っ
た
。
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註　
　
「
箱
崎
」
は
風
土
記
御
用
書
出
以
外
で
は
確
認
で
き
な
い
。
笠
神
村
に
は
塚

　
　

の
一
つ
と
し
て
「
箱
塚
」、
砂
押
川
の
流
域
名
称
と
し
て
「
箱
塚
川
」
が
あ
る
。

　
　

箱
塚
川
は
そ
の
南
側
に
あ
る
八
幡
村
と
の
境
界
を
な
す
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
　

村
の
南
境
に
あ
る
「
箱
崎
」
は
「
箱
塚
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

第２図　調査区位置図
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鎌倉神社

笠石神社

観音堂
西園寺
観音堂

稲荷神社

仁和多利神社

海軍工廠建設以前の集落の様子
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第
二
節　

地
図
と
写
真
に
見
る
地
域
の
変
化

陸前国宮城郡地誌附図宮城縣管轄陸前国宮城郡笠神村　宮城県図書館蔵　（66.5 × 59.5cm）
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同右（部分）

同右（部分）
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陸前国宮城郡笠神村地引絵図（明治８年）　宮城県公文書館蔵
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陸前国宮城郡笠神村（明治 22 年以前）　宮城県公文書館蔵
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笠神地区周辺地図１（明治 24 年第二師団参謀部測量・製版）
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笠神地区周辺地図２（昭和６年国土地理院発行）
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笠神地区周辺地図３（昭和 13 年）
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笠神地区周辺地図４（昭和 44 年）
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笠神地区周辺航空写真１（昭和 23 年米軍撮影）

　画面左下隅から北東方向にかけて直線的に伸びているのは国道 45号線であり、その西側を

並行するのは仙石線の線路である。画面下端付近を東西に流れているのは砂押川で、その南

側には耕地整理前の水田が残されている。画面中央は、アジア・太平洋戦争時に海軍工廠が

建設されたところであり、戦後は米軍の駐屯地となった。画面北側の集落が点在する一帯と

は対照的な景観を呈している。

　南側の耕地を縦断し、南北に広がる区画の中を、海軍工廠の機銃部（画面より南側）と火

口部（画面中央）を結ぶ道路が延びており、その延長線上で、細長く木立に覆われた所が舟

塚である。画面左下の上ノ台という高台は、かつて西園寺と仁和多利神社があったところで

あり、戦後米軍の将校倶楽部が置かれた。
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笠神地区周辺航空写真２（昭和 36 年国土地理院撮影）

　砂押川の南側の水田は、耕地整理が進み短冊状の区画に変わった。国道 45号線の縁辺で

は宅地が増加し、開発が進んだ様子がうかがわれる。
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第
三
節　

地
名

　

笠
神
村
の
地
名
に
つ
い
て
は
、安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
「
風
土
記
御
用
書
出
」

に
小
名
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
小
名
と
は
表
示
さ
れ
な
い
が
地
名

と
し
て
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
「
陸
前
国
宮
城

郡
各
村
字
調
書
」
に
は
、
村
名
、
大
字
、
小
字
が
そ
れ
ぞ
れ
読
み
仮
名
を
伴
っ
て
書

き
出
さ
れ
て
お
り
、
字
名
に
関
す
る
基
本
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
八

年（
一
九
三
三
）に
は
三
塚
源
五
郎
が『
多
賀
城
村
聚
落
の
機
構　

地
名
の
研
究
』（
私

家
版
）
を
著
し
、
主
な
地
名
の
由
来
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
三
塚
の
研
究
に

は
安
易
な
想
像
と
見
ら
れ
る
部
分
も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
昭
和
八
年
当
時
の
地
域

の
様
子
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
部
分
が
多
い
。
昭
和
四
二
年（
一
九
六
七
）の『
多

賀
城
町
誌
』
に
は
、町
内
の
歴
史
が
江
戸
時
代
の
村
単
位
で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
（
第

四
篇
近
世
史　

第
七
章
江
戸
時
代　

六　

区
誌
）、
そ
の
中
に
は
、
現
在
で
は
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
地
名
に
関
す
る
情
報
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
し
て
「
風
土
記
御
用
書
出
」
は
「
書
出
」、「
陸

前
国
宮
城
郡
各
村
字
調
書
」
は
「
調
書
」、『
多
賀
城
村
聚
落
の
機
構　

地
名
の
研
究
』

は
『
研
究
』、『
多
賀
城
町
誌
』
は
『
町
誌
』
の
略
称
に
よ
り
記
述
す
る
。

○　

風
土
記
御
用
書
出
に
記
さ
れ
た
小
名

　

鶴
谷　

丸
山　

牛
生　

小
坂　

日
向　
　

○　

風
土
記
御
用
書
出
に
記
さ
れ
た
小
名
以
外
の
地
名

　

眉
見　

前
畑　

山
中　

箱
崎　

高
原　

○　

風
土
記
御
用
書
出
に
記
さ
れ
た
山
や
川

　

大
山　

与
五
山　

助
ヶ
森　

箱
塚
川

○　

陸
前
国
宮
城
郡
各
村
字
調
書
に
記
さ
れ
た
小
字

　

西
沢　

石
崎　

上
ノ
臺　

内
手　

三
本
松　

西
ノ
神　

中
道　

舟
塚　

沼
頭　

後

原　

丸
山　

金
口　

中
庭　

清
水　

持
暮　

海
仙
壇　

黒
石
崎　

花
立　

天
満
崎　

一
本
松　

牛
生　

芦
畔　

休
場　

大
山　

伊
勢
堂　

赤
坂　

小
沢　

菊
ヶ
岡　

天
神

　

牛
生
前

○　

戦
後
の
字
名

　

赤
坂　

芦
畔　

石
崎　

上
ノ
台　

台
山　

内
手　

大
松　

大
山　

折
越　

海
仙
壇

　

牛
生　

黒
石
崎　

西
の
神　

三
本
松　

清
水　

新
梅
の
宮　

新
丸
山　

天
満
崎　

中
道　

花
立　

浜
街
道　

舟
塚　

丸
山　

休
場

　

芦
畔
（
あ
し
ぐ
ろ
）　

別
名
東
方
田
（
と
ぼ
た
）。「
と
ぼ
」
は
最
初
と
い
う
意
味

で
開
墾
田
の
こ
と
。
畔
に
芦
が
繁
茂
し
て
い
た
た
め
か
（『
研
究
』）。
現
在
は
塩
竈

市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。

　

石
崎
（
い
し
ざ
き
）　

石
の
山
の
出
先
と
い
う
意
味
か
（『
研
究
』）。
鶴
ケ
谷
一
丁

目
か
ら
伝
上
山
一
丁
目
に
か
け
て
の
地
域
で
あ
り
、
現
在
の
多
賀
城
小
学
校
所
在
地

も
含
ま
れ
る
。

　

伊
勢
堂
（
い
せ
ど
う
）　

本
郷
家
の
氏
神
で
あ

る
お
伊
勢
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
（『
研
究
』）。
現

在
の
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地
内
に
所
在
し

た
と
見
ら
れ
る
。

　

一
本
松
（
い
っ
ぽ
ん
ま
つ
）　

松
の
大
木
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
今
は
な
い
（『
研

究
』）。

　

上
ノ
台
（
う
え
の
だ
い
）
多
賀
城
中
学
校
の

上ノ台
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第３図　字名分布図

除

西ノ入 台山

浜街道

赤坂

清水

大山

花立

新丸山

花立

丸山

黒石崎中下馬

折越

新梅ノ宮

柳町

立石

伝上山

能ヶ田

隅田

向山

隅田

東能ヶ田西能ヶ田

遠下

松橋

待橋

石崎

上ノ台　

西ノ神

舟塚

三本松

内手

海仙壇

的場
相ノ沢

西澤

　　　　　　　　　　　　　

中道

西ノ神

上ノ台
石崎

西澤

内手

三本松 沼頭

海仙壇
持暮

黒石崎

舟塚

後原

清水

金口

中庭

赤坂

小澤

花立

天神

坂

小澤小澤

神

青字：戦前の字名

赤字：戦後の字名
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休場

牛生

天満崎

山崎

元舟場
西原

菊ヶ岡

橋本

中峯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中峯元

蝦夷穴

高原

舟場

雷神

芦畔大松

（芦畔）

（牛生）

丸山
伊勢堂

小澤

大山

休場

菊ヶ岡

芦畔

牛生

天満崎
天天

　　

丸丸
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第３図　字名分布図

除

西ノ入 台山

浜街道

赤坂

清水

大山

花立

新丸山

花立

丸山

黒石崎中下馬

折越

新梅ノ宮

柳町

立石

伝上山

能ヶ田

隅田

向山

隅田

東能ヶ田西能ヶ田

遠下

松橋

待橋

石崎

上ノ台　

西ノ神

舟塚

三本松

内手

海仙壇

的場
相ノ沢

西澤

　　　　　　　　　　　　　

中道

西ノ神

上ノ台
石崎

西澤

内手

三本松 沼頭

海仙壇
持暮

黒石崎

舟塚

後原

清水

金口

中庭

赤坂

小澤

花立

天神

小澤小澤
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大
代
中
峯
か
ら
現
在
地
に
移
転
す
る
際
、
中
峯
に

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
、
後
日
柏
木
神
社
石
鳥
居

の
西
側
周
辺
か
ら
掘
り
出
さ
れ
、
昭
和
五
五
年

（
一
九
八
〇
）
に
本
社
境
内
に
再
建
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
（
仁
和
多
利
神
社
由
緒
碑
よ
り
）。

笠
石
神
社
（
神
明
社
）

　

笠
石
神
社
は
、
現
在
は
笠
神
一
丁
目
の
仁
和
多
利
神
社
境
内
に
祀
ら
れ
、
南
向
き

で
東
西
一
間
、
南
北
一
間
の
神
明
造
り
の
社
殿
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
上
の

台（
現
在
多
賀
城
公
園
）の
周
辺
に
あ
っ
た
石
宮
で
あ
る
。
昭
和
四
二
年（
一
九
六
七
）

一
〇
月
に
作
成
さ
れ
た
『
多
賀
城
町
誌
』
に
は
、
笠
神
村
の
村
名
の
も
と
と
な
っ
た

と
い
う
説
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
「（
前
略
）
現
在
の
多
賀
城
中
学
校
前
、
宮
城
罐
詰
の
東
側
の
丘
で
、
戦
後
米
軍
の

将
校
倶
楽
部
が
建
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
の
台
の
西
沢
に
面
し
た
小

さ
い
崖
が
あ
る
。
こ
の
崖
は
石
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
数
箇
の
巨
石
が
蟠
っ
て
お
り
、
そ
の
傍
に
、

さ
さ
や
か
な
笠
石
神
社
の
石
宮
が
あ
っ
た
。（
中

略
）南
面
し
西
向
き
の
門
も
あ
っ
た
と
い
う
。（
後

略
）」
具
体
的
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
今
は
宮
城

罐
詰
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
の

鶴
ヶ
谷
一
丁
目
の
多
賀
城
公
園
と
、
そ
の
西
側

の
宮
城
県
多
賀
城
分
庁
舎
や
大
型
商
業
店
舗
の

間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
笠
神
村
の
板
橋
酉
松
、
河
野
嘉
吉
、
後
山
甚
五
右
（
衛
）
門
の
三
人
が
別

当
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
宅
地
が
近
い
後
山
氏
が
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和

一
九
年
、
笠
石
神
社
の
神
霊
の
お
告
げ
に
よ
り
、
周
囲
に
あ
っ
た
大
石
と
と
も
に
石

宮
を
（
自
宅
の
）
庭
に
移
し
、
同
氏
の
氏
神
と
し
て
祀
っ
た
と
い
う
経
緯
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
笠
石
神
社
の
近
辺
で
生
活
し
て
い
た
人
々
が
作
成
し
た
『
古
里
の
笠
神
を

訪
ね
て
』（
板
橋
ほ
か
一
九
九
七
）
に
は
、『
町
誌
』
に
記
載
さ
れ
た
場
所
よ
り
も
や

や
北
側
で
、
現
在
の
多
賀
城
中
学
校
正
門
前
、
天
真
小
学
校
へ
の
ぼ
る
坂
道
の
入
り

口
に
笠
石
神
社
が
あ
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ
り
、そ
こ
に
直
径
約
三
・
三
尺
、高
さ
二
・

二
尺
ほ
ど
の
大
石
と
石
の
お
宮
が
祭
ら
れ
、幟
も
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。『
町
誌
』

に
は
、笠
石
神
社
幟
と
し
て
二
流
の
幟
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
「
奉

納
笠
石
大
明
神　

天
保
七
丙
申
年　

三
月
廿
八
日　

当
村
中
」、「
奉
納
笠
石
大
明
神

　

天
保
丙
申
七
年　

三
月
廿
八
日　

当
村
中
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
写
真
右

側
の
幟
に
は
、上
辺
と
左
辺
に
乳
（
竿
に
取
り
付
け
る
た
め
の
輪
）
が
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
仁
和
多
利
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
棟

札
に
「
神
明
社
笠
石
明
神
」
と
あ
る
。
神
明
社
は
、
風
土
記
御
用
書
出
に
、
所
在
地

の
小
名
は
日
向
、
誰
が

い
つ
勧
請
し
た
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
社
地
は

竪
横
と
も
五
間
、
社
は

南
向
き
で
二
尺
作
り
と

あ
り
、
地
主
・
別
当
は

新
屋
敷
の
久
兵
衛
、
祭

日
は
九
月
十
九
日
と
記

笠石神社幟（『多賀城町誌』より）

現在の笠石神社 仁和多利神社境内
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第
四
節　

社
寺
仏
閣

一　

神
社

仁
和
多
利
神
社

　

仁
和
多
利
神
社
は
笠
神
村
の
村
鎮
守
で
あ
る
。
か
つ
て
は
上
ノ
台
（
現
在
の
多
賀

城
公
園
）
の
北
東
部
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
笠
神
一
丁
目
の
住
宅
地
の
中
に
あ
る
。

　

上
ノ
台
に
あ
っ
た
時
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
は
な
い
が
、
風
土
記
御
用
書
出
に
は

仁
波
多
里
権
現
社
と
あ
り
、
誰
が
い
つ
勧
請
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
社
は
東
向

き
で
四
尺
造
り
、
鳥
居
は
北
東
向
き
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

仁
和
多
利
神
社
に
は
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
か
ら
平
成
一
九
年
に
至
る
一
四

点
の
棟
札
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
元
禄
一
二
年
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）、
元

文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
建
立
や
、文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
の
萱
替
（
屋
根
修
理
）

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
名
称
に
つ
い
て
は
、
元
禄
一
二
年
の

棟
札
に
仁
和
田
里
権
現
宮
、
風
土
記
御
用
書

出
に
仁
波
多
里
権
現
社
と
あ
る
。
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）、
神
仏
分
離
令
に
伴
っ
て
権
現

号
が
廃
さ
れ
て
仁
和
田
里
神
社
と
な
り
、
明

治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
現
在
の
仁
和
多

利
神
社
と
な
っ
た
（
表
１
）。

　

明
治
の
終
わ
り
頃
に
な
る
と
、
笠
石
神
明

社
、
須
賀
神
社
を
合
祀
し
、
明
治
四
二
年

（
一
九
〇
九
）
に
は
柏
木
神
社
も
合
祀
す
る

が
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
か
ら
多
賀

城
海
軍
工
廠
の
建
設
が
始
ま
る
と
境
内
は
そ

の
用
地
と
な
っ
た
た
め
、
大
代
字
中
峯
（
現
在
の
柏
木
神
社
の
場
所
）
の
地
に
移
転

し
、
終
戦
後
の
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）、
笠
神
の
方
々
か
ら
の
要
望
で
境
内
地

の
寄
進
を
受
け
、
現
在
地
に
移
転
す
る
と
い
う
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
境
内
は
東
西
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の

中
央
や
や
北
寄
り
に
拝
殿
と
幣
殿
、
境
内
の
南
中
央
に
石
鳥
居
、
そ
の
北
側
に
一

対
の
石
燈
籠
が
あ
る
。
社
殿
は
、
鉄
板
寄
棟
造
り
の
拝
殿
背
面
に
幣
殿
が
接
続
し
、

そ
の
奥
に
離
れ
て
一
間
社
流
れ
造
り
の
本
殿
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
二
年

（
一
九
五
七
）に
拝
殿
を
新
築
し
、そ
の
後
幣
殿
も
新
設
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

社
殿
に
は
一
四
点
の
棟
札
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
表
１
の
よ
う
に
、
近
世
か
ら
現

代
に
至
る
修
繕
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

境
内
の
東
辺
に
は
供
養
塔
と
並
ん
で
念
忠
碑
（
大
正
六
年
）、
昭
徳
神
碑
（
大
正

九
年
）、
仁
和
多
利
神
社
由
緒
碑
（
昭
和
五
五
年
）
が
あ
る
。
昭
徳
神
碑
は
本
社
が

表１　棟札に見る仁和多利神社の歴史

仁和多利神社
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大
代
中
峯
か
ら
現
在
地
に
移
転
す
る
際
、
中
峯
に

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
、
後
日
柏
木
神
社
石
鳥
居

の
西
側
周
辺
か
ら
掘
り
出
さ
れ
、
昭
和
五
五
年

（
一
九
八
〇
）
に
本
社
境
内
に
再
建
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
（
仁
和
多
利
神
社
由
緒
碑
よ
り
）。

笠
石
神
社
（
神
明
社
）

　

笠
石
神
社
は
、
現
在
は
笠
神
一
丁
目
の
仁
和
多
利
神
社
境
内
に
祀
ら
れ
、
南
向
き

で
東
西
一
間
、
南
北
一
間
の
神
明
造
り
の
社
殿
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
上
の

台（
現
在
多
賀
城
公
園
）の
周
辺
に
あ
っ
た
石
宮
で
あ
る
。
昭
和
四
二
年（
一
九
六
七
）

一
〇
月
に
作
成
さ
れ
た
『
多
賀
城
町
誌
』
に
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
「（
前
略
）
現
在
の
多
賀
城
中
学
校
前
、
宮
城
罐
詰
の
東
側
の
丘
で
、
戦
後
米
軍
の

将
校
倶
楽
部
が
建
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
上
の
台
の
西
沢
に
面
し
た
小

さ
い
崖
が
あ
る
。
こ
の
崖
は
石
で
あ
る
が
、
そ

こ
に
数
箇
の
巨
石
が
蟠
っ
て
お
り
、
そ
の
傍
に
、

さ
さ
や
か
な
笠
石
神
社
の
石
宮
が
あ
っ
た
。（
中

略
）南
面
し
西
向
き
の
門
も
あ
っ
た
と
い
う
。（
後

略
）」
具
体
的
な
場
所
に
つ
い
て
は
、
今
は
宮
城

罐
詰
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
の

鶴
ヶ
谷
一
丁
目
の
多
賀
城
公
園
と
、
そ
の
西
側

の
宮
城
県
多
賀
城
分
庁
舎
や
大
型
商
業
店
舗
の

間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
笠
神
村
の
板
橋
酉
松
、
河
野
嘉
吉
、
後
山
甚
五
右
（
衛
）
門
の
三
人
が
別
当

で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
宅
地
が
近
い
後
山
氏
が
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
一
九

年
、
笠
石
神
社
の
神
霊
の
お
告
げ
に
よ
り
、
周
囲
に
あ
っ
た
大
石
と
と
も
に
石
宮
を

（
自
宅
の
）
庭
に
移
し
、
同
氏
の
氏
神
と
し
て
祀
っ
た
と
い
う
経
緯
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

か
つ
て
笠
石
神
社
の
近
辺
で
生
活
し
て
い
た
人
々
が
作
成
し
た
『
古
里
の
笠
神
を

訪
ね
て
』（
板
橋
ほ
か
一
九
九
七
）
に
は
、『
町
誌
』
に
記
載
さ
れ
た
場
所
よ
り
も
や

や
北
側
で
、
現
在
の
多
賀
城
中
学
校
正
門
前
、
天
真
小
学
校
へ
の
ぼ
る
坂
道
の
入
り

口
に
笠
石
神
社
が
あ
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ
り
、そ
こ
に
直
径
約
三
・
三
尺
、高
さ
二
・

二
尺
ほ
ど
の
大
石
と
石
の
お
宮
が
祭
ら
れ
、幟
も
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。『
町
誌
』

に
は
、笠
石
神
社
幟
と
し
て
二
流
の
幟
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
「
奉

納
笠
石
大
明
神　

天
保
七
丙
申
年　

三
月
廿
八
日　

当
村
中
」、「
奉
納
笠
石
大
明
神

　

天
保
丙
申
七
年　

三
月
廿
八
日　

当
村
中
」
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
写
真
右

側
の
幟
に
は
、上
辺
と
左
辺
に
乳
（
竿
に
取
り
付
け
る
た
め
の
輪
）
が
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
仁
和
多
利
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
る
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
棟

札
に
「
神
明
社
笠
石
明
神
」
と
あ
る
。
神
明
社
は
、
風
土
記
御
用
書
出
に
、
所
在
地

の
小
名
は
日
向
、
誰
が

い
つ
勧
請
し
た
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
社
地
は

竪
横
と
も
五
間
、
社
は

南
向
き
で
二
尺
作
り
と

あ
り
、
地
主
・
別
当
は

新
屋
敷
の
久
兵
衛
、
祭

日
は
九
月
十
九
日
と
記

笠石神社幟（『多賀城町誌』より）

現在の笠石神社 仁和多利神社境内
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載
さ
れ
て
い
る
。
所
在
地
で
あ
る
日
向
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

両
社
の
祭
日
は
、
神
明
社
は
九
月
一
五
日
、
笠
石
神
社
は
三
月
二
八
日
と
異
な
っ

て
お
り
、
笠
石
明
神
と
神
明
社
を
同
一
の
社
と
す
る
資
料
は
、
明
治
三
七
年
の
棟
札

が
あ
る
の
み
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

稲
荷
神
社

　

稲
荷
神
社
は
笠
神
二
丁
目
に
所
在
し
、
休
場
稲
荷
、
五
社
稲
荷
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
境
内
は
、
湊
浜
か
ら
塩
竈
に
至
る
「
浜
街
道
」
の
南
側
に
面
し
て
い
る
が
、
社

殿
は
浜
街
道
に
背
を
向
け
て
お
り
、
境
内
に
入
る
に
は
、
民
家
の
間
を
通
り
、
南
側

か
ら
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
境
内
は
東
西
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
〇

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
南
向
き
の
社
殿
、
南
辺
に
鳥
居
が
あ
る
。
こ

の
稲
荷
社
の
創
建
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）

に
第
二
師
団
参
謀
部
が
作
成
し
た
地
図
に
は
、
休
場
に
「
稲
荷
祠
」
と
し
て
神
社
の

表
示
が
あ
り
、
そ
の
頃
に
は
既
に
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
（
第
二
章　

第
二
節　

参
照
）。
但
し
、
そ
の
位
置
は
湊
浜
か
ら
下

馬
に
至
る
浜
街
道
の
北
に
あ
り
、
浜
街
道
の

南
に
あ
た
る
現
在
地
と
は
別
の
場
所
に
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。
扁
額
は
「
改
平
成
三
年

七
月
吉
日
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
正
一
四

年
（
一
九
二
五
）
一
一
月
の
奉
納
を
記
し
て

お
り
、「
稲
荷
神
社
祈
願
所
建
築
有
志
金
募

集
世
話
人
」
と
題
し
た
寄
進
札
に
も
「
大
正

十
四
年
十
一
月
二
五
日
」
と
あ
る
の
で
、
大

第４図　社寺境内区画図（宮城郡笠神村　神明社）

宮城県公文書館所蔵の複製をトレース

稲荷神社
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正
一
四
年
に
現
在
の
社
殿
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
社
殿
の
南
東
に
は
手

水
鉢
が
あ
り
、
社
殿
の
造
営
を
約
八
カ
月
さ
か
の
ぼ
る
大
正
一
四
三
月
二
十
□
の
年

次
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
鳥
居
の
前
に
は
幟
立
が
あ
る
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に

柏
木
神
社
の
本
郷
勝
治
が
復
興
主
、
大
友
勇
三
郎
が
寄
附
募
集
の
発
起
人
と
な
っ
て

奉
納
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
境
内
の
整
備
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

二　

仏
閣

観
音
堂

　

風
土
記
御
用
書
出
に
仏
閣
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
西
園
寺
境
内
に
移
設

さ
れ
て
い
る
が
、か
つ
て
は
船
塚
と
い
う
小
山
の
上
に
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

移
設
の
原
因
は
、
同
地
が
海
軍
工
廠
用
地
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
宮
城
三
三
番
札

所
の
一
つ
で
あ
り
、
船
塚
観
音
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

書
出
に
は
、
誰
が
い
つ
勧
請
し
た
か
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
が
、
境
内
は
竪

一
五
間
、
横
四
間
で
、
堂
は
南
向
き
二

尺
作
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
七
〜
九
年

（
一
八
七
四
〜
一
八
七
六
）
の
「
民
有
地

宮
城
郡
社
寺
境
内
區
畫
圖
」（
県
庁
文
書
）

の
中
の
第
二
大
區
宮
城
郡
小
八
区
笠
神
村

字
船
塚　

観
音
堂
」
に
は
、
境
内
は
東
西

と
も
二
間
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
安
永
三

年
（
一
七
七
四
）
の
書
出
と
は
境
内
の
規

模
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
七

年
一
二
月
に
建
造
物
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
江
戸
時
代
後
期
の
様
式
と
さ
れ
た
。

第５図　社寺境内区画図（宮城郡笠神村　観音堂）

宮城県公文書館所蔵の複製をトレース

観音堂
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三　

寺
院

黄
龍
山
西
園
寺

　

西
園
寺
は
笠
神
一
丁
目
に
所
在
す
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。
か
つ
て

は
鶴
ヶ
谷
（
現
在
の
多
賀
城
公
園
の
南
側
）
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
帯
が
多
賀
城
海

軍
工
廠
建
設
用
地
に
含
ま
れ
た
た
め
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
か
ら
約
二
年
を

か
け
て
現
在
地
へ
移
転
し
た
。
風
土
記
御
用
書
出
に
は
、
仏
殿
は
南
向
き
で
竪
七
間

半
、横
四
間
半
、門
は
辰
巳
向
き
で
松
島
瑞
巌
寺
の
先
住
曾
庵
和
尚
の
筆
に
な
る
「
黄

龍
山
」
の
横
額
が
あ
っ
た
。
開
山
は
、
年
代
が
不
明
で
あ
る
が
瑞
巌
寺
二
七
世
大
林

和
尚
で
あ
り
、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）
二
月
に
仙
林
和
尚
が
中
興
し
た
。
本
山

は
松
島
の
瑞
巌
寺
で
あ
る
等
の
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
一
六
世
月
叟
宗
圓
和
尚
の
墓

標
銘
に
は
「
造
建
中
興
」
と
と
も
に
、「
明
治
一
四
年
巳
新
築
」
の
記
載
も
あ
り
、

そ
の
時
期
に
堂
宇
新
築
と
い
う
大
改
修
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

明
治
元
〜
二
二
年
（
一
八
六
八
〜
一
八
八
九
）
の
「
民
有
地
宮
城
郡
社
寺
境
内
區

畫
圖
」（
県
庁
文
書
）
の
中
に
、
西
園
寺
の
区
画
を
記
し
た
図
面
が
三
点
収
録
さ
れ

て
い
る
。
Ａ
図
「
第
二
大
區
宮
城
郡
小
八
区
笠
神
村
字
上
野
臺　

西
園
寺
」
は
数
値

の
記
載
が
あ
る
も
の
、
Ｂ
図
「
陸
前
国
宮
城
郡
笠
神
村　

西
園
寺
」
は
道
路
以
外
に

数
値
の
記
載
が
な
い
も
の
、
Ｃ
図
「
陸
前
国
宮
城
郡
笠
松
（
神
の
誤
記
）
村　

西
園

寺
」
は
数
値
の
記
載
が
一
切
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

Ａ
図
に
よ
れ
ば
、
境
内
は
東
西
一
五
間
五
歩
、
南
北
八
間
で
あ
り
、
そ
の
中
央
北

寄
り
に
東
西
棟
、
そ
の
東
側
に
南
北
棟
が
各
一
棟
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
墓
所
を

含
め
た
全
体
の
規
模
も
記
載
さ
れ
、
墓
所
に
は
幹
回
り
が
八
〇
セ
ン
チ
か
ら
二
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
杉
や
檜
が
生
い
茂
っ
て
い
た
状
況
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
・
Ｃ
図
に
は
東
西
棟
が
本
堂
、
南
北
棟
が
庫
裏
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
境
内
の

南
側
に
は
幅
三
間
、長
さ
二
四
間
の
南
北
方
向
の
細
長
い
区
画
が
表
示
さ
れ
て
お
り
、

西園寺全景（昭和 17 年頃）　山上右手奥の建物は仁和多利神社
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第
６
図
　
陸
前
国
宮
城
郡
寺
院
境
内
外
区
画
図
面
（
笠
神
村
　
西
園
寺
）

宮
城
県
公
文
書
館
所
蔵
の
複
製
を
ト
レ
ー
ス
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Ｂ
・
Ｃ
図
に
は
道
路
、
境
内
北
側
と
西
側
の
広
い
範
囲
は
墓
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
西
園
寺
は
、
笠
神
一
丁
目
二
一
番
に
あ
る
。
低
丘
陵
の
南
斜
面
を
造
成
し
て

境
内
が
あ
り
、
そ
の
東
側
の
丘
陵
西
斜
面
に
墓
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
山
門
を
く
ぐ

る
と
正
面
に
本
堂
、
右
手
に
庫
裏
が
あ
る
。
ま
た
、
庫
裏
か
ら
墓
地
に
向
か
う
通
路
の

北
側
に
船
塚
観
音
が
移
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
の
ぼ
る
と
北
側
の
一
段
高
い

と
こ
ろ
に
東
西
四
・
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
一
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
平
場
が
造
成
さ
れ
、
住

職
の
墓
域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
角
に
「
前
住
西
園
」
碑
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
歴

代
住
職
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（　

）
内
は
墓
標
銘
に
よ
る
寂
年
で
あ
る
。

　　

開
山　
　

大
林
宗
茂
和
尚

　
　
　
　
　

福
菴
満
公
座
元
（
延
宝
五
年
一
二
月
二
二
日
）

　
　
　
　
　

藍
田
水
公
座
元
（
元
禄
一
〇
年
一
一
月
二
八
日
）

　
　
　
　
　

劫
點
塵
公
座
元

　
　
　
　
　

松
洲
涛
公
座
元

　
　
　
　
　

海
印
珠
公
首
座
（
享
保
二
〇
年
三
月
二
八
日
）

　

中
興　
　

仙
林
守
廓
和
尚
（
享
保
一
六
年
二
月
一
〇
日
）

　
　
　
　
　

龍
水
智
魁
和
尚
（
元
文
元
年
七
月
一
四
日
）

　
　
　
　
　

切
峯
薫
公
座
元
（
延
享
五
年
三
月
六
日
）

　
　
　
　
　

益
州
宗
虎
和
尚
（
安
永
三
年
正
月
一
二
日
）

　
　
　
　
　

虎
嶽
性
調
和
尚
（
天
明
四
年
十
二
月
三
日
）

　
　
　
　
　

梅
渓
英
公
座
元

　
　
　
　
　

大
圓
明
公
座
元

　
　
　
　
　

笠
郷
傳
公
座
元
（
文
化
六
年
一
〇
月
二
日
）

　
　
　
　
　

天
瑞
全
止
和
尚
（
文
久
三
年
七
月
三
日
）

　

造
建　
　

月
叟
宗
圓
和
尚
（
明
治
一
五
年
一
〇
月
一
九
日
）

　
　
　
　
　

堯
州
冝
明
和
尚
（
明
治
一
四
年
九
月
七
日
）

　
　
　
　
　

全
杲
徽
外
和
尚

　
　
　
　
　

禅
城
一
比
和
尚

　

開
山
で
あ
る
大
林
宗
茂
和
尚
に
つ
い
て
は
、
生
没
年
及
び
住
職
を
務
め
た
時
期
等
全

く
不
明
で
あ
る
が
、
風
土
記
に
は
瑞
巌
寺
の
二
七
世
と
あ
り
、
実
際
は
中
世
に
再
興
さ

れ
た
円
福
寺
の
二
七
世
と
さ
れ
て
い
る
（
松
島
町
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
一
）。

　

再
興
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
建
長
年
間
（
一
二
四
九
〜
一
二
五
六
）
説
、
正
元
元

年
（
一
二
五
九
）
説
、
正
元
・
文
応
年
間
（
一
二
五
九
〜
一
二
六
一
）
説
、
弘
長
元
年

（
一
二
六
一
）
説
な
ど
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
一
三
世
紀
中
葉
で
あ
る
。
瑞
巌
寺

所
蔵
の
「
天
台
記
」
に
は
円
福
寺
と
な
っ
て
か
ら
の
歴
代
住
職
の
交
名
が
付
さ
れ
て
お

り
（
松
島
町
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
八
九
）、
そ
れ
に
よ
れ
ば
五
六
世
茂
林
和
尚
は

文
明
年
間
（
一
四
六
九
〜
一
四
八
七
）
の
人
と
み
ら
れ
る
。
二
七
世
大
林
和
尚
の
在
職

期
間
は
一
三
世
紀
中
葉
か
ら
文
明
年
間
で
あ
り
、
代
位
も
概
ね
中
間
頃
と
な
る
こ
と
か

ら
、
大
林
和
尚
を
開
山
と
す
る
西
園
寺
の
創
建
年
代
を
一
四
世
紀
頃
と
推
定
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。　

旧西園寺（昭和４年頃）

西園寺旧本堂（昭和 17 年頃）
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第
五
節　

石
造
物

一　

凡
例

１　

本
節
に
は
、
中
世
の
供
養
塔
で
あ
る
板
碑
、
庚
申
塔
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
・

　

近
代
の
供
養
塔
・
石
燈
籠
・
石
鳥
居
・
手
水
鉢
・
幟
立
・
顕
彰
碑
・
墓
標
等
石
造

　

物
に
つ
い
て
調
査
成
果
を
収
録
し
た
。

２　

石
造
物
は
、
近
世
と
同
じ
様
式
が
続
い
て
い
る
た
め
、
昭
和
期
ま
で
調
査
の
対

　

象
と
し
た
。
し
か
し
、
個
人
情
報
へ
の
配
慮
か
ら
、
一
覧
表
等
に
は
掲
載
し
た
が

　

図
版
に
は
掲
載
し
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

３　

石
造
物
に
は
、
登
録
番
号
と
し
て
０
０
１
番
か
ら
の
連
続
番
号
を
付
し
た
。
そ

　

の
中
に
は
過
去
の
調
査
で
確
認
さ
れ
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
な
か
っ

　

た
も
の
も
含
ん
で
い
る
。

４　

図
版
中
、
右
上
の
表
示
は
、「
図
版
番
号
・
所
在
地
・（
登
録
番
号
）」
で
あ
る
。

５　

図
版
は
拓
本
、
図
版
内
釈
文
、
写
真
で
構
成
し
た
。
拓
本
の
縮
尺
は
八
分
の
一

　

に
統
一
し
、図
版
内
釈
文
で
は
可
能
な
限
り
実
際
の
文
字
に
近
い
も
の
で
示
し
た
。

　

写
真
は
今
回
の
調
査
で
撮
影
し
た
も
の
の
ほ
か
、
過
去
の
調
査
で
撮
影
し
た
も
の

　

を
参
考
資
料
と
し
て
掲
載
し
た
も
の
が
あ
る
。

６　

釈
文
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
使
用
し
た
。

７　

梵
字
は
片
仮
名
で
表
記
し
、（
梵
字
）
と
し
た
。

８　

欠
損
や
摩
耗
等
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
文
字
数
に
応
じ
て

　

□
ま
た
は　
　
　
　

で
示
し
た
。

９　

石
材
に
つ
い
て
は
、
東
北
大
学
総
合
学
術
博
物
館
協
力
研
究
員
永
広
昌
之
氏
の

　

肉
眼
観
察
に
よ
る
。

二　

分
布
と
概
要

　

笠
神
村
地
域
で
確
認
し
た
石
造
物
と
し
て
は
、
中
世
の
板
碑
、
近
世
・
近
代
の
供

養
塔
、
石
燈
籠
、
石
鳥
居
、
幟
立
、
手
水
鉢
、
扁
額
、
顕
彰
碑
、
墓
標
が
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
単
独
で
存
在
す
る
地
区
も
あ
る
が
、
両
者
が
混
在
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
。

そ
れ
ら
の
分
布
と
所
在
地
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

　

仁
和
多
利
神
社　

仁
和
多
利
神
社
に
は
境
内
南
辺
中
央
に
石
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の

北
側
に
一
対
の
石
燈
籠
が
あ
る
。
境
内
東
辺
に
は
四
基
の
供
養
塔
が
あ
り
、
そ
れ
と

並
ん
で
念
忠
碑
（
大
正
六
年
）、
昭
徳
神
碑
（
大
正
九
年
）、
仁
和
多
利
神
社
由
緒
碑

（
昭
和
五
五
年
）
が
あ
る
。

　

　　

仁和多利神社

幟立

●

●

供養塔

第７図　仁和多利神社石造物分布
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西
園
寺　

山
門
を
く
ぐ
る
と
、
左
手
に
観
音
菩
薩
立
像
や
萬
霊
塔
が
祀
ら
れ
た
区

画
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
供
養
塔
八
基
、
地
蔵
菩
薩
坐
像
一
基
、
墓
標
三
基
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
移
設
さ
れ
て
い
る
船
塚
観
音
の
前
に
は
題
目
塔
が
一
基
あ

り
、
他
所
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
住
職
の
墓
地
に
は
代
々
の
住
職
の

墓
標
一
六
基
が
コ
字
形
に
並

ん
で
お
り
、
そ
の
中
に
は
中

世
の
板
碑
を
転
用
し
た
も
の

が
一
基
あ
る
。
住
職
の
墓
地

の
入
り
口
付
近
に
は
六
地
蔵

の
供
養
塔
や
菩
薩
像
形
の
墓

標
が
あ
る
。　

　

西園寺境内の供養塔

第９図　西園寺境内供養塔配置図

西園寺住職墓地

第 10 図　西園寺境内住職墓地墓標配置図

●●
住職墓地

観音堂供養塔
●

第８図　西園寺石造物分布図
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稲
荷
神
社　

稲
荷
神
社
に
は
、
鳥
居
の
前
に
幟
立
が
あ
り
、
社
殿
の
南
東
に
は
手

水
鉢
が
あ
る
。
社
殿
に
は
石
製
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

花
立
Ａ　

笠
神
一
丁
目
一
〇
番
、
塩
竈
市
牛
生
と
の
境
界
と
な
る
東
西
方
向
の
水

路
の
南
側
に
板
碑
が
一
基
あ
る
。
壇
状
に
高
く
造
成
さ
れ
た
一
画
の
覆
屋
の
中
に
、

石
製
、
土
製
の
小
祠
と
と
も
に
あ
り
、
鈴
木
家
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
か

つ
て
は
現
在
地
の
東
方
の
水
田
中
（
塩
竈
市
牛
生
町
）
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
〇
年

（
一
九
六
五
）
頃
、
同
地
が
造
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
現
在
地
に
移
転
し
た

と
い
う
。
現
在
は
一
帯
が
宅
地
と
な
り
、板
碑
が
立
っ
て
い
た
位
置
は
不
明
で
あ
る
。

覆
屋
の
中
に
は
、板
碑
と
並
ん
で
方
柱
状
の
石
が
一
基
並
ん
で
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

文
字
等
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

　

花
立
Ｂ　

笠
神
一
丁
目
一
八
番
の

宅
地
内
に
供
養
塔
が
三
基
あ
り
、
現

在
も
同
家
で
祀
ら
れ
て
い
る
。
同
家

は
海
軍
工
廠
建
設
に
よ
っ
て
現
在
地

に
移
転
し
て
お
り
、
か
つ
て
の
住
所

は
伊
勢
堂
で
あ
る
。
供
養
塔
の
周
囲

に
は
手
水
鉢
と
と
も
に
自
然
石
が
多

数
あ
り
、
移
転
の
際
に
供
養
塔
と
一

緒
に
運
び
込
ん
だ
と
い
う
。

　

芦
畔　

笠
神
四
丁
目
五
番
の
宅
地

内
に
供
養
塔
が
一
基
、
屋
敷
神
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
る
。
同
家
は
海
軍
工

廠
建
設
に
よ
っ
て
現
在
地
に
移
転
し

て
お
り
、
か
つ
て
の
住
所
は
丸
山
で

あ
る
。

芦　畔

花立Ａ

花立Ｂ
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船
塚　

陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地

の
南
西
隅
に
、
船
塚
と
呼
ば
れ
る
小
山

が
あ
り
、
頂
部
に
観
音
堂
が
祀
ら
れ
て

い
た
。
観
音
堂
は
西
園
寺
境
内
に
移
設

さ
れ
た
が
、
名
号
塔
が
一
基
残
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
二
七
年
に

船
塚
が
消
滅
し
た
際
、
そ
の
名
号
塔
も

他
所
へ
移
設
さ
れ
た
。

　

上
ノ
台　

鶴
ヶ
谷
一
丁
目
に
あ
る
丘

陵
は
、
か
つ
て
仁
和
多
利
神
社
や
西
園

寺
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
旧
字
名

で
「
上
ノ
台
」
と
呼
ば
れ
る

こ

の
丘
陵
の
南
端
部
、
笠
神
大

橋
の
西
側
約
四
〇
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
三
基
の
供
養
塔
が

あ
る
。

三　

板
碑

　

旧
笠
神
村
地
域
で
は
、
二
基
の
板
碑
を
確
認
し
た
。
そ
の
内
の
一
基
は
近
世
の
墓

標
に
転
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
今
回
の
調
査
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

１　

解
説

　

№
１
は
阿
弥
陀
如
来
を
主
尊
と
し
た
無
紀
年
の
板
碑
で
あ
る
。
石
材
は
方
柱
状
で

あ
り
、
碑
面
は
平
滑
で
あ
る
。
梵
字
の
彫
り
は
浅
く
、
幅
も
狭
い
。

　

№
２
は
阿
弥
陀
如
来
を
主
尊
と
し
た
板
碑
で
あ
る
。
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）

の
海
印
珠
公
の
墓
標
に
転
用
さ
れ
て
お
り
、
確
認
で
き
る
の
は
種
子
「
キ
リ
ー
ク
」

の
み
で
あ
る
。
表
面
全
体
に
わ
た
っ
て
平
滑
に
摩
耗
し
て
お
り
、
板
碑
と
し
て
の
役

割
を
終
え
た
後
、
砥
石
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

２　

板
碑
の
年
代

　

い
ず
れ
も
紀
年
銘
が
な
く
、
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

釈
文

１　

花
立
Ａ
（
No.
２
０
２
）

（
キ
リ
ー
ク
）

２　

西
園
寺
（
No.
２
２
１
）

（
キ
リ
ー
ク
）

船　塚

社境内

墓地
寺境内

図 11　上ノ台地籍図
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１　

花
立
Ａ
（
No.
２
０
２
）
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２　

西
園
寺
（
No.
２
２
１
）
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四　

近
世
・
近
代
の
供
養
塔

　

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
供
養
塔
二
六
基
、
石
仏
一
基
を
確
認
し
た
。
信
仰
内
容

か
ら
み
る
と
、
供
養
塔
に
は
庚
申
塔
、
自
然
神
信
仰
の
塔
、
馬
の
守
護
神
の
塔
、
山

岳
信
仰
の
塔
、
名
号
塔
、
題
目
塔
、
そ
の
他
仏
教
関
係
の
塔
の
ほ
か
、
神
社
に
関
わ

る
も
の
、
巫
言
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
年
代
的
に
み
る
と
、
供
養
塔

は
近
世
が
一
三
基
、
近
代
が
一
二
基
、
不
明
が
一
基
で
あ
り
、
石
仏
は
近
世
の
も
の

で
あ
る
。

　

な
お
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
に
三
崎
氏
が
調
査
し
た
も
の
で
、
確
認
で
き

な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

１　

解
説

（1）
庚
申
塔

　
「
庚
申
」
と
刻
ん
だ
庚
申
塔
が
一
基
あ
る
。

　

№
18
は
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
五
月
二
日
の
庚
申
塔
で
あ
る
。
上
部
に
日
天

と
月
天
が
配
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
瑞
雲
を
伴
っ
て
い
る
。
寛
政
一
一
年
は
己
未
の
年
で

あ
り
、庚
申
の
年
で
は
な
い
が
、五
月
二
日
は
こ
の
年
三
回
目
の
庚
申
の
日
に
あ
た
っ

て
い
る
。

（2）
自
然
神
信
仰
の
塔

　

山
神
塔
が
三
基
、
水
神
塔
が
一
基
、
地
神
大
神
塔
が
一
基
あ
る
。

　

№
4
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
山
神
塔
で
、
上
部
に
「
子
牛
田
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
小
牛
田
山
神
社
へ
の
信
仰
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
年
に
は
「
載
」
の
字
が

充
て
ら
れ
て
い
る
。

　

№
7
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
山
神
塔
で
あ
る
。
世
話
人
「
木
□
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
世
話
人
を
中
心
と
す
る
人
々
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

№
15
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
山
神
塔
で
あ
る
。
能
嶋
長
吉
の
門
人
で
あ

る
永
倉
忠
次
郎
が
こ
の
塔
を
建
立
し
た
施
主
で
あ
ろ
う
。

　

№
24
は
大
正
一
四
年（
一
九
二
五
）の
水
神
塔
で
あ
る
。施
主
は
本
郷
栄
次
で
あ
る
。

　

№
21
は
地
神
大
神
塔
で
あ
る
。
地
神
は
土
地
の
神
で
あ
り
、
宅
地
の
守
護
神
で
あ

る
。「
地
神
」+

「
大
神
」
と
地
神
を
神
格
化
し
た
表
記
と
な
っ
て
い
る
。

（3）
馬
の
守
護
神
の
塔

　

馬
頭
観
世
音
塔
が
二
基
あ
る
。

　

№
8
は
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
の
馬
頭
観
世
音
塔
で
あ
る
。
上
部
に
観
音
菩

薩
の
種
子
で
あ
る
「
サ
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
村
中
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
三
月
吉
辰
の
「
吉
辰
」
は
吉
日
と
同
様
で
、
日
を
特
定
し
な
い
記
載
方
法
の

一
つ
で
あ
る
。

　

№
11
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
馬
頭
観
世
音
塔
で
あ
る
。
中
央
部
に
、
上
部

を
円
弧
状
に
し
た
高
さ
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
区
画
を
削
り
出
し
、
そ
の
中
の
中
央
に
「
馬
頭
観
世
音
」、
そ
の
両
側
に
年
次
、

左
下
に
は
「
松
吉
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（4）
山
岳
信
仰
の
塔

　
「
湯
殿
山
」、「
湯
殿
山
大
権
現　

羽
黒
山　

月
山
」、「
湯
殿
山　

月
山　

羽
黒
山
」

「
湯
殿
山
大
神
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
四
基
あ
る
。

　

№
3
は
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
の
湯
殿
山
塔
で
あ
る
。
願
主
は
「
彦
□
」
と

人
名
の
一
部
が
読
み
取
れ
る
。

　

№
19
は
中
央
に
湯
殿
山
大
権
現
、
右
に
羽
黒
山
、
左
に
□
山
（
月
山
）
と
刻
ま
れ

た
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
建
立
の
出
羽
三
山
塔
で
あ
る
。
上
部
に
日
天
と
月
天

が
配
さ
れ
、
い
ず
れ
も
瑞
雲
を
伴
っ
て
い
る
。
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№
20
は
中
央
に
湯
殿
山
、
右
に
月
山
、
左
に
羽
黒
山
と
記
さ
れ
た
明
治
一
八
年

（
一
八
八
五
）
の
出
羽
三
山
塔
で
あ
る
。
№
19
と
同
様
に
、
上
部
に
は
瑞
雲
を
伴
っ

た
日
天
と
月
天
が
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
図
案
は
き
わ
め
て
類
似
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

№
22
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
湯
殿
山
大
神
塔
で
あ
る
。
本
郷
庄
之
助
と
妻

ふ
く
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
湯
殿
山
」+

「
大
神
」
と
い
う
表
記
は
、

山
岳
信
仰
の
霊
山
で
あ
る
湯
殿
山
を
神
格
化
し
た
称
号
で
あ
り
、
明
治
時
代
以
降
に

現
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（5）
名
号
塔

　

中
央
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
刻
ん
だ
塔
が
二
基
あ
る
。

　

№
12
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
本
郷
貞
吉
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
名
号
塔
で

あ
る
。
石
材
は
板
状
に
切
り
出
さ
れ
、
表
面
は
平
滑
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
塔
面
は

界
線
に
よ
っ
て
上
下
に
二
分
さ
れ
、
上
半
分
に
は
中
央
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
、

そ
の
左
右
に
法
華
経
如
来
寿
量
品
第
一
六
か
ら
の
偈
頌
「
一
心
欲
見
仏　

不
自
惜
身

命
」
を
配
し
て
い
る
。
下
半
分
に
は
建
立
の
趣
旨
を
一
〇
行
に
わ
た
っ
て
記
し
て
お

り
、
続
け
て
四
言
一
六
句
の
漢
詩
が
あ
り
、
慶
応
二
年
丙
寅
秋
七
月
現
住
月

撰
併

書
と
結
ば
れ
て
い
る
。
当
時
の
西
園
寺
住
職
月
叟
宗
圓
和
尚
が
撰
文
し
、
書
も
月
叟

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
側
面
に
は
「
本
郷
貞
吉
建
焉
」
と
建
立
者
名
が
明
記
さ
れ
、

そ
の
下
に
笠
神
村
の
石
工
三
名
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
塔
は
六
歳
で
夭
折
し
た

次
子
の
冥
福
の
た
め
、
本
郷
貞
吉
が
建
立
し
た
供
養
塔
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
の
仁
和
多
利
神
社
建
立
棟
札
に
は
、
大
庄
屋
と
し
て
本
郷
貞
吉
の
名

が
あ
り
、
明
治
七
〜
九
年
（
一
八
七
四
〜
一
八
七
六
）
に
作
成
さ
れ
た
「
民
有
地
宮

城
郡
社
寺
境
内
區
畫
圖
」（
県
庁
文
書
）
の
中
の
「
第
二
大
區
宮
城
郡
小
八
区
笠
神

村
字
船
塚　

観
音
堂
」
に
も
、観
音
堂
の
地
主
と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
第

四
節
「
観
音
堂
」
の
項
参
照
）。

　

№
25
は
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
の
名
号
塔
で
あ
る
。
下
部
に
一
五
名
の
交
名

が
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
部
分
が
多
い
。「
現
住
西
園
寺
」
や
「
頼
宝
院
」
な
ど
の

名
が
あ
る
。
頼
宝
院
は
大
代
村
の
修
験
来
宝
院
の
可
能
性
が
あ
る
（
第
六
節
参
照
）。

（6）
題
目
塔

　

№
17
は
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
の
題
目
塔
で
あ
る
。
中
央
に
題
目
、
そ
の
下

に
「
宇
賀
大
善
神
」
と
あ
る
。
宇
賀
大
善
神
は
日
蓮
宗
で
祀
る
三
十
番
神
の
一
つ
で

あ
る
。

（7）
そ
の
他
仏
教
関
係
の
塔

　
「
念
仏
供
養
塔
」、「
大
日
如
来
」
と
記
し
た
も
の
や
六
地
蔵
を
刻
ん
だ
塔
な
ど
が

あ
る
。

　

№
9
は
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
の
念
仏
供
養
塔
で
あ
る
。
石
材
は
方
柱
状
に

加
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
丸
山
忠
蔵
妻
け
さ
樹
之
」
と
あ
り
、
丸
山
忠
蔵
の
妻

が
建
立
し
た
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
樹
之
」
は
「
建
之
」
と
同
義
で
あ
る
。

　

№
16
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
の
大
日
如
来
塔
で
あ
る
。

　

№
14
は
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
の
六
地
蔵
を
刻
ん
だ
塔
で
あ
る
。
一
面
に
地

蔵
菩
薩
立
像
を
六
体
、
二
段
に
並
べ
て
陽
刻
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
請
花
の
上
に

立
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
持
物
や
印
相
が
異
な
る
姿
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ

ら
の
脇
に
は
そ
れ
ぞ
れ
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

上
段
右　
「
清
光
室
□
」　

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
如
意
珠
を
持
つ　

上
段
中　
「
即
心
」　

合
掌　

上
段
左　
「
道
」　

両
手
で
幢
幡
を
持
つ　

下
段
右　
「
豊
」　

右
手
で
施
無
畏
与
願
印
、
左
手
で
引
摂
印

下
段
中　
「
即
得
」　

両
手
で
念
珠
を
持
つ　



42

下
段
左　
「
即
空
」　

両
手
で
香
炉
を
持
つ　

　
「
造
立
当
山
六
世
堯
州
」
と
あ
る
が
、
開
山
か
ら
数
え
て
一
七
番
目
の
堯
州
冝
明

和
尚
の
こ
と
と
見
ら
れ
る
（
歴
代
住
職
墓
碑
銘
に
よ
る
）。

（8）
神
社
関
係
の
塔

　
「
日
吉
神
社
」
の
塔
が
あ
る
。

　

№
6
は
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）、
№
13
は
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
の
日

吉
神
社
塔
で
あ
る
。
№
13
の
「
亗
」
は
年
の
異
体
字
で
あ
り
、
今
回
の
調
査
で
も
数

例
確
認
し
て
い
る
。

（9）
巫
言
関
係
の
塔

　

№
5
は
蛇
神
塔
で
あ
る
。
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
小
林
三
右
衛
門
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
巫
者
の
祈
祷
に
よ
っ
て
そ
の
崇
り
が
告
げ
ら
れ
、
そ

れ
を
供
養
し
て
排
除
す
る
た
め
の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
多
賀
城
市
史
編
纂
委

員
会　

一
九
八
六
）。

（10）
石
仏

　

地
蔵
菩
薩
坐
像
が
一
基
あ
る
。
№
10
は
、
両
手
で
宝
珠
を
持
ち
、
請
花
の
上
に
座

し
た
地
蔵
菩
薩
座
像
で
あ
る
。
請
花
の
下
に
は
五
輪
塔
の
水
輪
・
地
輪
に
類
似
し
た

基
礎
が
あ
る
。
水
輪
状
の
基
礎
に
は
菊
の
花
と
葉
の
文
様
が
陽
刻
さ
れ
て
お
り
、
地

輪
状
の
基
礎
に
は
願
主
と
し
て
六
名
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
の
四
人
が
俗

名
の
女
性
、
次
が
在
家
の
男
性
、
次
が
僧
籍
に
あ
る
人
と
見
ら
れ
る
。
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
の
建
立
で
あ
る
。

２　

供
養
塔
に
見
る
い
く
つ
か
の
問
題
点

(1)
八
幡
村
地
域
と
の
比
較

　

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
供
養
塔
は
二
四
基
確
認
し

た
（
表
２
・
３
）。
最
も
古
い
も
の
が
船
塚
の
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
の
名
号
塔

で
あ
り
、
最
も
新
し
い
も
の
は
花
立
Ｂ
の
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
の
水
神
塔
で

あ
る
。
八
幡
村
地
域
に
お
け
る
供
養
塔
総
数
は
六
四
基
（
註
１
）
で
あ
る
の
で
、
そ

の
差
は
大
き
い
が
、
こ
れ
は
供
養
塔
建
立
の
主
体
者
で
あ
る
村
人
の
人
数
に
も
よ
る

の
で
あ
ろ
う
。
八
幡
村
は
武
士
・
寺
院
等
を
の
ぞ
い
て
も
人
頭
四
一
人
で
あ
る
の
に

対
し
、
笠
神
村
は
二
六
人
で
あ
る
（
註
２
）。
供
養
塔
建
立
と
い
う
財
政
的
事
情
に
対

し
、
講
中
の
人
数
は
少
な
か
ら
ず
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
項
(1)
〜
(10)
に
示
し
た
よ
う
に
、笠
神
村
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
供
養
塔
が
建
立
さ
れ
、

そ
の
種
類
は
八
幡
村
地
域
と
比
較
し
て
も
大
き
な
相
違
は
な
い
。
し
か
し
、
各
供
養

塔
の
建
立
年
代
に
つ
い
て
み
る
と
、
馬
頭
観
世
音
塔
は
一
三
年
、
名
号
塔
と
庚
申
塔

は
三
五
年
、
出
羽
三
山
塔
に
い
た
っ
て
は
五
六
年
遅
れ
て
の
建
立
と
な
っ
て
お
り
、

八
幡
村
と
の
間
に
大
き
な
差
違
が
見
ら
れ
る
。

　

一
方
、
山
神
塔
は
八
幡
村
地
域
よ
り
六
年
早
く
建
立
さ
れ
て
お
り
、
特
に
「
小
牛

田
」
と
明
記
し
た
小
牛
田
山
神
社
へ
の
信
仰
を
示
す
も
の
に
つ
い
て
は
二
八
年
早
い

建
立
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
差
違
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
今

後
周
辺
地
域
の
調
査
を
進
め
る
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

(2)
菩
提
寺
と
名
号
塔
の
関
係

　

供
養
塔
の
建
立
に
あ
た
り
、
西
園
寺
が
造
塔
時
の
祭
事
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を

示
す
名
号
塔
が
二
例
あ
る
。
一
例
目
は
船
塚
の
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
の
塔
で

あ
り
、
交
名
の
は
じ
め
に
「
現
住
西
園
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
例
目
は
西
園
寺

の
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
塔
で
あ
り
、
観
音
堂
の
地
主
本
郷
貞
吉
が
建
立
し
た

も
の
で
、
文
末
に
「
月

撰
併
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
月

は
西
園
寺
一
六
世
月

叟
宗
圓
で
あ
る
。
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臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
西
園
寺
が
、
浄
土
教
系
の
名
号
塔
建
立
に
関
わ
る
こ
と
は
、

通
常
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
が
、
村
人
の
信
仰
が
、
檀
那
寺
の
宗
派
に
厳
格
に

規
制
さ
れ
な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
八
幡
村
地
域
に
お
い
て

も
存
在
し
（
註
３
）、
江
戸
時
代
、
民
衆
は
い
ず
れ
か
の
寺
院
を
菩
提
寺
と
し
、
そ
の

檀
家
と
な
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
寺
請
制
度
下
に
お
い
て
も
、
特
段
不
都
合
な
あ
り

方
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

註
１　

八
幡
村
の
調
査
で
供
養
碑
と
し
て
一
覧
表
に
記
載
し
た
も
の
か
ら
、
墓
碑
等

　
　
　

を
除
外
し
た
点
数
。

註
２　

八
幡
村
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
「
八
幡
村
風
土
記
御
用
書
出
」、
笠

　
　
　

神
村
は
「
笠
神
村
風
土
記
御
用
書
出
」
に
記
載
が
な
い
た
め
、
安
永
元
年　

　
　
　
（
一
七
七
二
）
に
完
成
し
た
「
封
内
風
土
記
」
に
よ
る
。

註
３　
『
多
賀
城
市
の
歴
史
遺
産　

八
幡
村
（
二
）』
の
「
第
三
章
・
四　

近
世
の
供

　
　
　

養
碑
・
４　

念
仏
塔
に
見
ら
れ
る
禅
宗
的
要
素
」
参
照
。

表２　供養塔等一覧表（年代別）
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釈
文

３　

仁
和
多
利
神
社
（
№
１
９
１
）

　

文
化
十
四
丙
丑
天

　
　

願
主
彦

湯
殿
山

　

八
月
八
日

４　

仁
和
多
利
神
社
（
№
１
９
２
）

　
　
　

子　
　

文
政
元
載

牛　
　

山
神

田　
　

十
一
月
十
二

　
　
　

５　

仁
和
多
利
神
社
（
№
１
９
３
）

明
治
十
三
庚
辰
年

蛇
神　
　
　

小
林
三
右
衛
門

十
月
八
日　
　

建
之

６　

仁
和
多
利
神
社
（
№
１
９
４
）

　

明
治
十
八
年

日
吉
神
社

　

四
月
廿
五
日

７　

西
園
寺
（
№
２
０
７
）

　
　

寛
政
八
丙
辰
天

山
神

　
　
　
　
　
　

世
話
人

　
　

三
月
廿
五
日　
　

木
□

表３　供養塔等一覧表（主体別）
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8　

西
園
寺
（
№
２
０
３
）

　
　
　

文
化
十
一
甲
戌
季

（
サ
）　

馬
頭
観
世
音

　
　
　

三
月
吉
辰　

村
中

9　

西
園
寺
（
№
２
０
４
）

　

文
政
十
二
巳
丑
年

念
佛
供
養
塔

　

十
月
九
日　

丸
山
忠
蔵
妻
け
さ
樹
之

10　

西
園
寺
（
№
２
０
５
）

（
地
蔵
菩
薩
坐
像
台
座
）

願
主

　
　

け
さ

　
　

□
ち

　
　

き
く

　
　

ち
ん

□
室
妙
光
信
士

妙
音
□
大
徳

天
保
二
卯
年

　

七
月
廿
六
日

　
　

建
立
之

11　

西
園
寺
（
№
２
０
６
）

　

安
政
二
乙
卯
年

馬
頭
観
世
音

　

十
一
月
十
七
日　

松
吉

12　

西
園
寺
（
№
２
０
８
）

（
オ
モ
テ
面
）

　

一
心
欲
見
佛

南
無
阿
弥
陀
佛

　

不
自
惜
身
命

原
天
浄
土
之
法
門
者
乃
末
世
衆
生
出
生
死
之
要
路
離
苦
海
之
舟

一
達
彼
岸
水
不
退
轉
凡
一
切
諸
行
悉
爲
浄
土
而
修
無
別
岐
路

名
一
行
譬
如
衆
流
入
海
用
得
海
名
地
雖
片
壁
能
信
得
徹
則
於
往

生
浄
土
又
道
決
定
無
疑
矣
檀
越
姓
本
郷
名
行
廣
称
貞
吉
世
爲
邑

長
素
信
佛
乘
爲
寺
多
竭
力
焉
次
子
曰
不
籖
生
而
□
利
適
罹
重
病

父
母
夙
夜
誓
佛
祈
神
治
療
雖
盡
善
盡
美
而
宿
債
之
所
不
免
乎
遂

就
風
眼
失
明
六
歳
逝
矣
噫
天
之
喪
斯
子
命
矣
天
法
諱
春
岳
善
童

子
實
安
政
戊
午
二
月
二
十
有
一
日
□
今
茲
建
碣
于
寺
門
前
境
大

書
六
字
寶
號
以
資
爲
冥
福
爲
鳴
呼
利
濟
之
善
巧
偉
矣
哉
山
野
不

端
醜
拙
略
記
其
顛
末
且
係
以
銘
銘
曰

還
源
要
訣　

浄
土
爲
王　

廓
周
三
際　

通
徹
十
方　

童
子
得
果

　

直
至
道
場　

心
蓮
燦
發　

徧
界
□
香　

群
生
同
受　

□
露
資

糧　

法
輪
于
轉　

篤
邦
咸
康　

家
内
餘
慶　

福
禄
無
彊　

連
綿

瓜
瓞　

千
歳
昌
昌　

慶
應
二
年
丙
寅
秋
七
月
現
住
月

撰
併
書

（
側
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　

當
村　

銀
右
エ
門

本
郷
貞
吉
建
焉　

石
工　
　

梅
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丑
吉
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13　

西
園
寺
（
№
２
０
９
）

　

明
治
十
二
己
卯
亗

日
吉
神
社

　
旧
八
月
廿
四
日

14　

西
園
寺
（
№
２
１
６
）

清
光
室
□　
　
　
　
　
　

豊　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治

（
地
蔵
菩
薩
立
像
）　　
　
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）　　
　

十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
九

（
地
蔵
菩
薩
立
像
）　　
　

即
得　
　
　
　
　
　
　
　

月
廿

即
心　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）　　
　

四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

造
立

（
地
蔵
菩
薩
立
像
）　　
　
（
地
蔵
菩
薩
立
像
）　　
　

當
山　

羽
前

道　
　
　
　
　
　
　
　
　

即
空　
　
　
　
　
　
　
　

六
世　

山
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尭
州　

石
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
松

15　

西
園
寺
（
№
２
１
１
）

明
治
廿
三
年

山
神

正
月
二
日　

能
嶋
長
吉
門
人

　
　
　
　
　

永
倉
忠
次
郎

16　

西
園
寺
（
№
２
１
０
）

　

明
治
廿
六
年

大
日
如
来

　

旧
三
月
吉

17　

西
園
寺
（
№
２
１
５
）

　

家
内
安
全　
　

明
治
廿
八
年

南
無
妙
法
蓮
華
経　
　

宇
賀
大
善
神

　

子
孫
長
久
所　

四
月
廿
八
日

18　

上
ノ
台
（
№
２
３
９
）

日
天
（
瑞
雲
）　　

寛
政
十
一
巳
未
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
主

　
　
　
　
　
　
　

庚
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
兵
衛

月
天
（
瑞
雲
）　　

五
月
初
二
日

19　

上
ノ
台
（
№
２
４
０
）

日
天
（
瑞
雲
）　　
　

羽
黒
山　
　

文
化
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　

湯
殿
山
大
権
現

月
天
（
瑞
雲
）　　
　

□
山　
　
　

三
月
吉
日

20　

上
ノ
台
（
№
２
４
１
）

日
天
（
瑞
雲
）　　

月
山　
　
　
　

明
治
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　

湯
殿
山

月
天
（
瑞
雲
）　　

羽
黒
山　
　
　

十
一
月
八
日

21　

芦
畔
（
№
２
４
２
）

明
治
三
十
一
年
三
月
十
五
日

地
神
大
神

　
　

板
橋
よ
ね
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22　

花
立
B
（
№
２
４
６
）

　
　

大
正
三
年　
　

本
郷
庄
之
助

湯
殿
山
大
神　
　
　
　
　

妻
ふ
く

　
　
　

十
月
八
日　
　
　
　
　

建
之

23　

花
立
B
（
№
２
４
７
）

　

大
正
六
年

日
吉
神
社

　

七
月
二
十
五
日

　
　

本
郷
栄
治
建
之

24　

花
立
B
（
№
２
４
８
）

（
オ
モ
テ
面
）

　

大
正
十
四
年

水
神

　

三
月
十
一
日

（
ウ
ラ
面
）

本
郷
栄
次

25　

船
塚
（
№
２
３
８
）　
　
　
　
　

師
匠
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
住
西
園
寺
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
霊
謹
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
右
エ
門

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

德
兵
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

享
保
十
二
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
阿
弥
陀
佛
（
請
花
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

八
月
吉
祥
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
市
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
平

　
　
　
　
　
　
　

頼
宝
院　
　
　
　
　

卯
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
右
エ
門

カ
カ
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３　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
１
）　
　

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
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50

４　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
２
）　
　

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）



51

昭和中期の山神塔
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５　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
３
）　
　

明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
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６　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
４
）
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）



54

７　

西
園
寺
（
No.
２
０
７
）　
　

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）



55



56

８　

西
園
寺
（
No.
２
０
３
）　
　

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
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58

９　

西
園
寺
（
No.
２
０
４
）　
　

文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
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10　

西
園
寺
（
No.
２
０
５
）　
　

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
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11　

西
園
寺
（
No.
２
０
６
）　
　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）



63



62

12　

西
園
寺
（
No.
２
０
８
）　
　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）



63



64



65



66

13　

西
園
寺
（
No.
２
０
９
）　
　

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
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68

14　

西
園
寺
（
No.
２
１
６
）　
　

明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
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15　

西
園
寺
（
No.
２
１
１
）　
　

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）



71

16　

西
園
寺
（
No.
２
１
０
）　
　

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
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17　

西
園
寺
（
No.
２
１
５
）　
　

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
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18　

上
ノ
台
（
No.
２
３
９
）　
　

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
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昭和 44 年の庚申塔
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19　

上
ノ
台
（
No.
２
４
０
）　
　

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
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20　

上
ノ
台
（
No.
２
４
１
）　
　

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
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80

21　

芦
畔
（
No.
２
４
２
）　
　

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
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22　

花
立
Ｂ
（
No.
２
４
６
）　
　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
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23　

花
立
Ｂ
（
No.
２
４
７
）　
　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
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24　

花
立
Ｂ
（
No.
２
４
８
）　
　

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
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25　

船
塚
（
No.
２
３
８
）　
　

享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
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五　

石
燈
籠
・
石
鳥
居
・
幟
立
・
手
水
鉢
・
扁
額

　

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
石
燈
籠
二
基
、
石
鳥
居
一
基
、
幟
立
二
対
、
手
水
鉢
三
基
、

扁
額
一
面
を
確
認
し
た
。

１　

解
説

　

№
26
・
27
は
仁
和
多
利
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
一
対
の
石
燈
籠
で
あ
る
。
宝
珠
、笠
、火
袋
、

中
台
、
竿
、
基
礎
か
ら
な
る
。
竿
に
は
「
奉
納　

御
神
燈
」、「
明
治
十
五
年
九
月
十
九
日
」

の
年
次
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
台
と
基
礎
は
平
面
形
が
六
角
形
で
あ
り
、
中
台
に
は
三
面

に
草
花
文
様
が
陽
刻
さ
れ
、
基
礎
に
は
四
面
に
主
願
（
カ
）
人
、
世
話
人
、
祐
（
有
）
志
人
、

清
造
人
、
石
工
の
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

　

№
28
は
仁
和
多
利
神
社
の
鳥
居
で
あ
る
。
笠
木
に
反
り
が
あ
り
、
明
神
鳥
居
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
あ
る
（
近
藤　

一
九
七
二
）。
柱
は
表
面
に
粗
い
加
工
痕
を
そ
の
ま
ま
残
し
て

い
る
が
、
銘
文
が
記
さ
れ
る
部
分
の
み
平
滑
に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
西
側
の
柱
に
「
大

正
八
年
旧
九
月
十
九
日
」
の
年
次
、
東
側
の
柱
に
「
笠
神
区　

一
同
」「
石
工　

塩
釜
町

　

志
賀
清
弥
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

№
31
は
稲
荷
神
社
境
内
の
手
水
鉢
で
あ
る
。「
大
正
十
四
年
／
三
月
二
十
／
大
代
／
櫻

井
つ
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。
寄
進
札
に
よ
れ
ば
、社
殿
の
造
営
は
大
正
一
四
年（
一
九
二
五
）

で
あ
り
、
こ
の
手
水
鉢
に
記
さ
れ
て
い
る
年
次
は
、
社
殿
造
営
の
約
八
カ
月
前
の
も
の
で

あ
る
。
櫻
井
某
は
、
名
前
の
一
文
字
目
が
平
仮
名
の
「
つ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

女
性
の
可
能
性
が
あ
る
。

釈
文

26　

仁
和
多
利
神
社
石
燈
籠
（
№
１
９
５
）
東
側

竿
部　

  （
２
面
）　

奉
納　

御
神
燈

　
　
　

  （
５
面
）　

明
治
十
五
年
九
月
十
九
日

基
礎
部
（
１
面
）　

主
願
（
カ
）
人

　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
□
吉

　
　
　
　
　
　
　

世
話
人

　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
源
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

祐
志
人

　
　
　
　
　
　
　
　

金
三
円

　
　
　
　
　
　
　
　

小
埜
□
右
エ
門

基
礎
部
（
２
面
）　  

同
二
円
五
拾
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
金
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　

同
二
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
孫
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
長
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

同
壹
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
埜
善
吉

　
　
　
　
　
　
　
　

同
小
埜
源
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　

同
山
地
孫
四
郎

基
礎
部
（
３
面
）　  

同
本
郷
冨
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　

同
五
拾
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
妻
□
右
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　

同
小
林
金
平

　
　
　
　
　
　
　
　

同
板
橋
徳
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

同
本
郷
養
助

宝珠

笠

火袋

中台

竿

基壇

請花

反花

第 12 図　石燈籠模式図
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同
本
郷
喜
久
造

　
　
　
　
　
　
　
　

同
郷
古
与
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

同
郷
古
徳
治

基
礎
部
（
４
面
）　

清
造
人

　
　
　
　
　
　
　
　

仙
台
土
樋

　
　
　
　
　
　
　
　

梅
津
祐
正

　
　
　
　
　
　
　
　

石
工

　
　
　
　
　
　
　
　

山
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原
正
義

27　

仁
和
多
利
神
社
石
燈
籠
（
№
１
９
６
）
西
側

竿
部　
　
（
２
面
）　

奉
納　

御
神
燈

　
　
　
　
（
５
面
）　

明
治
十
五
年
九
月
十
九
日

基
礎
部　
（
１
面
）　

主
（
カ
）
願
（
カ
）
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
源
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
志
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
三
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
貞
吉

基
礎
部
（
２
面
）　

同
二
円
五
拾
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
勘
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

同
二
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
源
吉

　
　
　
　
　
　
　
　

同
板
橋
源
之
允

　
　
　
　
　
　
　
　

同
壹
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
貞
治

　
　
　
　
　
　
　
　

同
板
橋
徳
造

　
　
　
　
　
　
　
　

同
小
林
三
右
エ
門

基
礎
部
（
３
面
）　

同
本
郷
隆
造

　
　
　
　
　
　
　
　

同
小
林
永
之
進

　
　
　
　
　
　
　
　

同
五
拾
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
妻
長
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

同
我
妻
善
八

　
　
　
　
　
　
　
　

同
本
郷
德
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　

同
小
埜
松
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

同
鈴
木
新
造

　
　
　
　
　
　
　
　

同
佐
藤
市
蔵

基
礎
部
（
４
面
）　

山
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原
正
義

　
　
　
　
　
　
　
　

石
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
台
區
土
樋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
津
祐
正

28　

仁
和
多
利
神
社
石
鳥
居
（
№
１
９
７
）

（
西
柱
）

大
正
八
年
旧
九
月
十
九
日　
　
　
　

石
工
塩
釜
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
賀
清
弥

（
東
柱
）

笠
神
区
一
同
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29　

仁
和
多
利
神
社
幟
立
（
No.
２
５
４
）

（
オ
モ
テ
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
附
者

発
起
人　
　
　
　
　
　
　
　

一
金
五
拾
銭
也
本
郷
清
治

一
金
壱
円
也　

板  
橋  

熊  

治 

仝　
　

板
𣘺
源
五
郎

一
金
壹
円
也　

板
橋
勘
左
エ
門
仝　
　

本
郷
隆
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　

吾
妻
善
之
焏

（
ウ
ラ
面
）

明
治
四
十
四
年

六
月
十
五
日
建
之

30　

稲
荷
神
社
幟
立
（
№
２
５
３
）

（
東
側
）

奉　
　

昭
和
二
年　

神
社
復
興
主　
　

本
郷
勝
治

納　
　

正
月
元
日　

寄
附
募
集　
　
　

大
友
勇
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
起
人

（
西
側
）

奉　
　

昭
和
二
年　

寄
附
募
集
人　
　

大
友
の
い

納　
　

正
月
元
日　

仝
募
集
人　
　
　

本
郷
み
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
し
つ

31　

稲
荷
神
社
手
水
鉢
（
№
２
０
１
）

大
正
十
四
年

三
月
二
十

大
代

櫻
井
つ

32　

稲
荷
神
社
扁
額
（
№
２
７
４
）

正
一
位
休
場
五
社

稲
荷
神
社
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26　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
５
）　
　

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）

１

２

３

４
５

１２

基壇
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３４５
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１

２

３

４
５

１２

27　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
６
）　
　

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）

基壇
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３４５
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東側４面

東側西側
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28　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
７
）　
　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
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29　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
２
５
４
）　
　

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
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30　

稲
荷
神
社
（
No.
２
５
３
）　
　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

（
西
側
）

奉　
　

昭
和
二
年　

寄
附
募
集
人　
　

大
友
の
い

納　
　

正
月
元
日　

仝
募
集
人　
　
　

本
郷
み
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
し
つ

（
東
側
）

奉　
　

昭
和
二
年　

神
社
復
興
主　
　

本
郷
勝
治

納　
　

正
月
元
日　

寄
附
募
集　
　
　

大
友
勇
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
起
人　
　
　

西側
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31　

稲
荷
神
社
（
No.
２
０
１
）　
　

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
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32　

稲
荷
神
社
（
No.
２
７
４
）
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六　

顕
彰
碑
・
沿
革
碑

　

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
顕
彰
碑
一
基
、
沿
革
碑
二
基
を
確
認
し
た
。

１　

解
説

　

№
33
は
明
治
以
降
、
西
南
の
役
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
笠
神
区
民
の
忠

義
を
表
す
た
め
、
明
治
維
新
か
ら
五
〇
年
の
年
に
建
立
さ
れ
た
顕
彰
碑
で
あ
る
。
正

面
に
は
、
表
題
の
「
念
忠
碑
」
の
下
に
建
立
の
経
緯
と
、
四
言
一
二
句
の
漢
詩
が
あ

る
。
表
題
の
三
文
字
は
篆
書
体
で
あ
り
、
陸
軍
中
将
槢
澤
静
夫
に
よ
る
と
碑
文
冒
頭

に
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
、
戦
役
従
事
者
名
と
本
碑
建
立
に
係
る
寄
附
人
名
簿

が
記
さ
れ
て
い
る
。「
十
年
戦
役
」
は
明
治
一
〇
年
の
西
南
戦
争
、「
二
十
七
八
戦
役
」

は
明
治
二
七
・
二
八
年
（
一
八
九
四
・
一
八
九
五
）
の
日
清
戦
争
、「
三
十
七
八
戦
役
」

は
明
治
三
七
・
三
八
年
（
一
九
〇
四
・
一
九
〇
五
）
の
日
露
戦
争
の
こ
と
で
あ
る
。

　

№
34
は
仁
和
多
利
神
社
の
石
鳥
居
建
立
の
経
緯
を
記
し
た
沿
革
碑
で
あ
る
。
正
面

に
は
、
表
題
の
「
昭
徳
神
」
の
下
に
神
社
の
沿
革
と
石
鳥
居
奉
納
の
こ
と
を
記
し
、

そ
の
下
に
は
寄
附
人
名
を
列
記
し
て
い
る
。「
石
磴
」
は
石
段
、「
華
表
」
は
鳥
居
の

こ
と
で
あ
る
。続
い
て
四
言
四
句
の
漢
詩
と
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）の
年
次
が
あ
り
、

西
園
寺
の
杲
徽
ほ
か
謹
撰
と
結
ば
れ
て
い
る
。
現
在
境
内
に
あ
る
石
鳥
居
に
は
「
大

正
八
年
旧
九
月
十
九
日
」
の
年
次
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
碑
は
そ
の
翌
年

に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
工
は
い
ず
れ
も
塩
釜
町
の
志
賀
清
弥
で
あ
る
。

　

裏
面
に
は
「
昭
和
五
十
五
年
十
月
再
建
」
と
の
み
刻
ま
れ
て
い
る
。
本
碑
は
、
仁

和
多
利
神
社
が
一
時
大
代
中
峯
の
地
（
現
在
の
柏
木
神
社
境
内
）
に
遷
座
し
、
昭
和

二
五
年
に
現
在
地
へ
移
転
し
た
際
、
中
峯
に
取
り
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和

五
五
年
、
柏
木
神
社
の
石
鳥
居
西
側
を
整
地
し
た
際
に
掘
り
出
さ
れ
、
そ
れ
を
現
在

地
に
移
設
・
再
建
し
た
こ
と
を「
昭
和
五
十
五
年
十
月
再
建
」と
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

№
35
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
昭
徳
神
碑
（
№
34
）
の
再
建
に
際
し
、
仁
和

多
利
神
社
の
由
緒
を
記
し
た
沿
革
碑
で
あ
る
。
棟
札
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
神
社

の
変
遷
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
記
し
て
い
る
。

釈
文

33　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
８
）

（
オ
モ
テ
面
）

　
　

陸
軍
中
将
槢
澤
静
夫
閣
下
篆
額

　
　

夫
松
島
者
日
本
三
佳
景
之
一
而
風
光
明
媚
頑
勝
雄
大
天
下
之
人
皆

　
　

所
知
也
方
松
島
湾
之
一
角
有
鹽
竈
港
港
之
東
隣
者
自
我
多
賀
城
村

　
　

笠
神
區
也
區
民
頗
素
朴
惇
厚
一
郷
和
團
従
古
有
良
風
美
俗
之
稱
随

　
　

而
忠
人
義
士
従
此
郷
現
出
者
不
尠
所
謂
里
仁
者
孔
聖
亦
重
之
宜

念　

出
此
人
明
治
戊
辰
以
後
或
十
年
西
南
之
亂
或
日
清
之
役
或
日
露
之

　
　

戰
笠
神
區
之
出
身
而
樹
功
顕
名
盡
忠
子
邦
家
者
亦
頗
多
世
今
茲
大

忠　

正
六
年
一
営
明
治
維
新
之
五
十
年
紀
區
民
相
謀
建
表
忠
碑
欲
以
慰

　
　

忠
勇
義
烈
之
英
魂
遺
其
芳
名
于
後
世
洵
可
謂
美
舉
也
余
固
信
殉
難

碑　

之
先
士
亦
九
泉
之
下
有
所
感
孚
也
鳴
乎
此
佳
景
地
而
有
此
佳
村
佳

　
　

景
益
添
佳
賞
佳
村
益
養
佳
德
以
贊
邦
家
之
光
輝
可
喜
也
矣
然
則
一

　
　

庁
之
貞
石
其
功
豈
不
大
斗
笠
神
區
民
需
余
文
余
感
其
髙
義
不
顧
不

　
　

文
記
其
概
銘
曰

　
　
　
　

嗟
我
皇
國　
　

連
綿
作
基　
　

嗟
此
民
士　
　

誠
忠
為
儀

　
　
　
　

煬
和
抱
德　
　

守
節
循
規　
　

邦
國
是
泰　
　

四
方
是
維

　
　
　
　

笠
神
之
里　
　

一
片
此
碑　
　

後
昆
千
歳　
　

尚
永
為
師

　
　
　
　
　

大
正
六
年
仲
秋　
　

衆
議
院
議
員　

小
山
東
助
謹
撰
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（
ウ
ラ
面
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
清
治　
　
　
　
　

我
妻
才
右
衛
門　
　
　
　
　

小
野
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
熊
治　
　
　
　
　

本
郷
德
治　
　
　
　
　
　
　

本
郷
宗
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
長
之
助　
　
　
　

小
林
宿
祢　
　
　
　
　

發　

板
橋
源
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
妻
善
之
丞　
　
　
　

鈴
木
新
之
丞　
　
　
　
　
　

本
郷
清
治

十
年
戦
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
德
松　
　
　
　
　
　
　

小
野
善
右
衛
門　
　
　

小
野
德
三
郎　
　
　
　

起　

板
橋
勘
左
衛
門

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
兵
三
郎　
　
　
　
　
　

板
橋
源
之
丞　
　
　
　

河
野
嘉
吉　
　
　
　
　
　
　

本
郷
隆
藏

　
　
　
　

年
戦
役　

陸
軍
歩
兵
少
尉
正
八
位
勲
六
等　
　

伊
澤
末
治　
　
　
　
　

寄　

板
橋
勘
左
衛
門　
　
　

小
林
要
助　
　
　
　
　

人　

板
橋
熊
治　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
一
等
看
護
長
勲
七
等　
　
　
　

小
野
清
吉　
　
　
　
　
　
　

本
郷
宗
藏　
　
　
　
　

我
妻
倉
吉　
　
　
　
　
　
　

板
橋
長
之
助

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
歩
兵
上
等
兵
勲
八
等　
　
　
　

鈴
木
清
三
郎　
　
　
　
　
　

小
野
源
太
郎　
　
　
　

我
妻
新
藏　
　
　
　
　
　
　

小
林
松
治

二
十
七
八
年
戦
役　

陸
軍
工
兵
上
等
兵　
　
　
　
　
　
　

小
林
要
助　
　
　
　
　

附　

本
郷
榮
治　
　
　
　
　

本
郷
丑
五
郎　
　
　
　
　
　

小
野
源
太
郎

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
歩
兵
一
等
卒　
　
　
　
　
　
　

小
林
白
吉　
　
　
　
　
　
　

小
野
清
松　
　
　
　
　

板
橋
德
十
郎　
　
　
　
　
　

鈴
木
十
吉

三
十
七
八
年
戦
役　

陸
軍
歩
兵
軍
曹
勲
八
等　
　
　
　
　

鈴
木
善
右
衛
門　
　
　
　
　

本
郷
繁
右
衛
門　
　
　

本
郷
金
次
郎　
　
　
　
　
　

大
正
六
年
十

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等　
　
　
　

板
橋
清
治　
　
　
　
　

人　

山
路
貞
治　
　
　
　
　

佐
藤
又
吉　
　
　
　
　
　
　

二
月
□
□
□
坂

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等
功
七
級　

本
郷
德
治　
　
　
　
　
　
　

我
妻
豈
吉　
　
　
　
　

鈴
木
多
利
治　
　
　
　
　
　

□

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等　
　
　
　

我
妻
萬
之
助　
　
　
　
　
　

小
林
彦
太
郎　
　
　
　

佐
藤
丑
藏　
　
　
　
　
　
　

凍
筆

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等　
　
　
　

本
郷
平
吉　
　
　
　
　

名　

板
橋
清
治　
　
　
　
　

小
野
勇
助　
　
　
　
　
　
　

石
工　

塩
釜
□

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等　
　
　
　

後
山
専
治　
　
　
　
　
　
　

本
郷
隆
藏　
　
　
　
　

佐
藤
巳
之
吉

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等　
　
　
　

小
林
彦
太
郎　
　
　
　
　
　

小
林
松
治　
　
　
　
　

小
林
清
一

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
輺
重
兵
輸
卒
勲
八
等　
　
　
　

本
郷
忠
之
丞　
　
　
　
　
　

鈴
木
十
吉　
　
　
　
　

我
妻
市
治

同　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
輺
重
兵
輸
卒
勲
八
等　
　
　
　

本
郷
民
治　
　
　
　
　
　
　

板
橋
忠
藏　
　
　
　
　

小
林
泰
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
山
治
五
右
衛
門　
　

鈴
木
七
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
吉
左
衛
門　
　
　

佐
々
木
金
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
源
左
衛
門　
　
　

丹
下
勇
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
富
藏　
　
　
　
　

松
木
忠
治

　
　
　
　

二
十
七
八
年
戦
役
軍
夫

二
十
七
八

三
十
七
八
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33　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
８
）　
　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

オモテ面
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ウラ面

船塚にあった頃の念忠碑（昭和 14 年）
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33　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
１
９
８
）　
　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

正面
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裏面

船塚にあった頃の念忠碑（昭和 14 年）
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七　

墓
標

　

西
園
寺
境
内
の
東
側
に
設
け
ら
れ
た
墓
地
の
一
角
に
歴
代
住
職
の
墓
域
が
あ
り
、

一
六
基
の
墓
標
が
コ
の
字
形
に
並
ん
で
い
る
（
№
36
〜
49
）。
ま
た
、
境
内
の
西
側

に
集
め
ら
れ
た
供
養
塔
群
の
一
角
に
も
三
基
の
墓
標
が
あ
る
（
№
50
・
51
・
53
）。

　

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地
内
に
は
、
北
側
に
丘
陵
部
が
あ
り
、
そ
の
中

に
近
世
・
近
代
の
墓
が
あ
り
、
墓
標
も
残
さ
れ
て
い
る
（
№
54
〜
59
）。

１　

解
説

　

№
36
は
開
山
で
あ
る
大
林
宗
茂
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
中
央
に
「
開
山
大
林
茂
和

尚
之
塔
」と
あ
り
、三
文
字
目
を
隠
し
て
大
林
茂
と
刻
ん
で
い
る
。そ
の
左
側
に
は「
七

月
三
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
面
の
余
白
に
不
足
は
な
い
が
、
没
年
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
ウ
ラ
面
に
「
大
梅
仙
林
立
之
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
後
年
、
中
興
で
七
世

の
仙
林
守
廓
和
尚
が
こ
の
墓
標
を
建
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

№
37
は
二
世
福
庵
楚
満
座
元
の
墓
標
で
あ
り
、
こ
の
墓
地
の
中
で
は
最
も
古
い
。

臘
月
は
一
二
月
の
異
称
。

　

№
38
は
三
世
藍
田
水
座
元
の
墓
標
で
あ
る
。
念
八
日
は
二
八
日
の
こ
と
。

　

№
39
は
六
世
海
印
珠
公
首
座
の
墓
標
で
あ
る
。
廿
八
鳥
の
鳥
は
「
日
」
の
こ
と
。

こ
の
墓
標
は
中
世
の
板
碑
を
転
用
し
て
お
り
、「
印
珠
」
の
字
の
周
囲
に
阿
弥
陀
如

来
を
表
す
種
子
「
キ
リ
ー
ク
」
の
残
画
が
確
認
で
き
る
。

　

№
40
は
七
世
で
中
興
の
仙
林
守
廓
大
和
尚
の
墓
標
で
あ
り
、
三
文
字
目
を
隠
し
て

仙
林
廓
と
刻
ん
で
い
る
。
二
月
十
日
に
続
く

の
文
字
は
「
寂
」
と
考
え
ら
れ
る
。

裏
面
に
「
小
師
龍
水
立
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墓
標
が
八
代
龍
水
智
魁
和
尚

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。　

　

№
41
は
八
世
龍
水
智
魁
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
三
文
字
目
を
隠
し
て
龍
水
魁
と
刻

ん
で
い
る
。「
前
住
当
山
大
梅
十
世
」
は
、
当
山
の
前
住
職
で
、
大
梅
寺
の
十
世
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

№
42
は
九
世
切
峯
薫
公
の
墓
標
で
あ
る
。

　

№
43
は
一
〇
世
益
州
宗
虎
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
三
文
字
目
を
隠
し
て
益
州
虎
と

刻
ん
で
い
る
。「
前
住
当
山
大
梅
陽
徳
」
は
、
当
山
の
前
住
職
で
あ
り
、
大
梅
寺
、

陽
徳
院
の
住
職
で
も
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

№
44
は
一
一
世
虎
嶽
性
調
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
三
文
字
目
を
隠
し
て
虎
嶽
調
と

刻
ん
で
い
る
。

　

№
45
は
一
四
世
笠
郷
傳
公
座
元
の
墓
標
で
あ
る
。

　

№
46
は
一
五
世
天
瑞
全
止
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
三
文
字
目
を
隠
し
て
天
瑞
止
と

刻
ん
で
い
る
。

　

№
47
は
一
六
世
月
叟
宗
圓
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
上
部
に
は
「
前
住
當
山
」「
造

建
中
興
」「
玉
鳳
塔
主
」
の
語
句
が
三
列
に
並
ん
で
お
り
、
前
住
當
山
が
前
住
職
を

示
す
定
例
句
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
造
建
中
興
」
の
文
字
と
は
つ
な
が
ら
な

い
が
、「
明
治
一
四
年
巳
新
築
」
と
い
う
一
文
は
、
そ
の
時
期
の
堂
宇
新
築
を
示
す

も
の
と
見
ら
れ
る
。
玉
鳳
塔
主
と
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
の
最
も
古
い
塔
頭
玉
鳳
院
の

塔
主
を
務
め
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
丹
州
龍
潭
寺
」
と
は
、
丹
波
国
の
龍
潭

寺
（
京
都
府
亀
岡
市
）
の
こ
と
で
、
妙
心
寺
第
六
世
雪
江
宗
深
が
廬
を
設
け
て
大
梅

寺
と
し
た
後
、
弟
子
特
芳
禅
傑
が
移
り
住
み
開
山
し
た
寺
で
あ
る
。
龍
潭
寺
と
月
叟

宗
圓
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　

№
48
は
一
七
世
尭
州
冝
明
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
頭
部
が
や
や
丸
み
を
帯
び
た
方

柱
状
を
呈
し
、
正
面
は
櫛
形
に
窪
め
た
中
に
「
前
玉
／
鳳
／
當
山
／
尭
州
冝
明
長
老

禅
師
」、
右
側
面
に
は
「
明
治
卯
十
四
年
」、
左
側
面
に
は
「
九
月
七
日
示

」
と
年

次
を
刻
ん
で
い
る
。
尭
州
冝
明
の
前
は
「
前
玉
鳳
當
山
」
で
あ
り
、
玉
鳳
は
妙
心
寺

の
塔
頭
玉
鳳
院
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。「
示

」
の

は
寂
を
表
し
た
と
考
え
ら



109

35　

仁
和
多
利
神
社
（
No.
２
０
０
）　
　

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
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七　

墓
標

　

西
園
寺
境
内
の
東
側
に
設
け
ら
れ
た
墓
地
の
一
角
に
歴
代
住
職
の
墓
域
が
あ
り
、

一
六
基
の
墓
標
が
コ
の
字
形
に
並
ん
で
い
る
（
№
36
〜
49
）。
ま
た
、
境
内
の
西
側

に
集
め
ら
れ
た
供
養
塔
群
の
一
角
に
も
三
基
の
墓
標
が
あ
る
（
№
50
・
51
・
53
）。

　

ま
た
、
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地
内
に
は
、
北
側
に
丘
陵
部
が
あ
り
、
そ
の
中

に
近
世
・
近
代
の
墓
が
あ
り
、
墓
標
も
残
さ
れ
て
い
る
（
№
54
〜
59
）。

１　

解
説

　

№
36
は
開
山
で
あ
る
大
林
宗
茂
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
中
央
に
「
開
山
大
林
茂
和

尚
之
塔
」と
あ
り
、三
文
字
目
を
隠
し
て
大
林
茂
と
刻
ん
で
い
る
。そ
の
左
側
に
は「
七

月
三
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
面
の
余
白
に
不
足
は
な
い
が
、
没
年
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
裏
面
に
「
大
梅
仙
林
立
之
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
後
年
、
中
興
で
七
世
の

仙
林
守
廓
和
尚
が
こ
の
墓
標
を
建
立
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

№
37
は
二
世
福
庵
楚
満
座
元
の
墓
標
で
あ
り
、
こ
の
墓
地
の
中
で
は
最
も
古
い
。

臘
月
は
一
二
月
の
異
称
。

　

№
38
は
三
世
藍
田
水
座
元
の
墓
標
で
あ
る
。
念
八
日
は
二
八
日
の
こ
と
。

　

№
39
は
六
世
海
印
珠
公
首
座
の
墓
標
で
あ
る
。
廿
八
鳥
の
鳥
は
「
日
」
の
こ
と
。

こ
の
墓
標
は
中
世
の
板
碑
を
転
用
し
て
お
り
、「
印
珠
」
の
字
の
周
囲
に
阿
弥
陀
如

来
を
表
す
種
子
「
キ
リ
ー
ク
」
の
残
画
が
確
認
で
き
る
。

　

№
40
は
七
世
で
中
興
の
仙
林
守
廓
大
和
尚
の
墓
標
で
あ
り
、
三
文
字
目
を
隠
し
て

仙
林
廓
と
刻
ん
で
い
る
。
二
月
十
日
に
続
く

の
文
字
は
「
寂
」
と
考
え
ら
れ
る
。

裏
面
に
「
小
師
龍
水
立
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墓
標
が
八
代
龍
水
智
魁
和
尚

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。　

　

№
41
は
八
世
龍
水
智
魁
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
三
文
字
目
を
隠
し
て
龍
水
魁
と
刻

ん
で
い
る
。「
前
住
当
山
大
梅
十
世
」
は
、
当
山
の
前
住
職
で
、
大
梅
寺
の
十
世
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

№
42
は
九
世
切
峯
薫
公
の
墓
標
で
あ
る
。

　

№
43
は
一
〇
世
益
州
宗
虎
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
三
文
字
目
を
隠
し
て
益
州
虎
と

刻
ん
で
い
る
。「
前
住
当
山
大
梅
陽
徳
」
は
、
当
山
の
前
住
職
で
あ
り
、
大
梅
寺
、

陽
徳
院
の
住
職
で
も
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

　

№
44
は
一
一
世
虎
嶽
性
調
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
三
文
字
目
を
隠
し
て
虎
嶽
調
と

刻
ん
で
い
る
。

　

№
45
は
一
四
世
笠
郷
傳
公
座
元
の
墓
標
で
あ
る
。

　

№
46
は
一
五
世
天
瑞
全
止
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
三
文
字
目
を
隠
し
て
天
瑞
止
と

刻
ん
で
い
る
。

　

№
47
は
一
六
世
月
叟
宗
圓
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
上
部
に
は
「
前
住
當
山
」「
造

建
中
興
」「
玉
鳳
塔
主
」
の
語
句
が
三
列
に
並
ん
で
お
り
、
前
住
當
山
が
前
住
職
を

示
す
定
例
句
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
造
建
中
興
」
の
文
字
と
は
つ
な
が
ら
な

い
が
、「
明
治
一
四
年
巳
新
築
」
と
い
う
一
文
は
、
そ
の
時
期
の
堂
宇
新
築
を
示
す

も
の
と
見
ら
れ
る
。
玉
鳳
塔
主
と
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
の
最
も
古
い
塔
頭
玉
鳳
院
の

塔
主
を
務
め
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
丹
州
龍
潭
寺
」
と
は
、
丹
波
国
の
龍
潭

寺
（
京
都
府
亀
岡
市
）
の
こ
と
で
、
妙
心
寺
第
六
世
雪
江
宗
深
が
廬
を
設
け
て
大
梅

寺
と
し
た
後
、
弟
子
特
芳
禅
傑
が
移
り
住
み
開
山
し
た
寺
で
あ
る
。
龍
潭
寺
と
月
叟

宗
圓
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

　

№
48
は
一
七
世
尭
州
冝
明
和
尚
の
墓
標
で
あ
る
。
頭
部
が
や
や
丸
み
を
帯
び
た
方

柱
状
を
呈
し
、
正
面
は
櫛
形
に
窪
め
た
中
に
「
前
玉
／
鳳
／
當
山
／
尭
州
冝
明
長
老

禅
師
」、
右
側
面
に
は
「
明
治
卯
十
四
年
」、
左
側
面
に
は
「
九
月
七
日
示

」
と
年

次
を
刻
ん
で
い
る
。
尭
州
冝
明
の
前
は
「
前
玉
鳳
當
山
」
で
あ
り
、
玉
鳳
は
妙
心
寺

の
塔
頭
玉
鳳
院
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。「
示

」
の

は
寂
を
表
し
た
と
考
え
ら
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釈
文

36　

西
園
寺
（
№
２
３
１
）

（
オ
モ
テ
面
）

開
山
大
林
茂
和
尚
之
塔

　
　
　

七
月
三
日

（
ウ
ラ
面
）

大
梅
仙
林
立
之

37　

西
園
寺
（
№
２
１
８
）

　
　
　

延
宝
五
年　

福
庵
楚
満
座
元
禅

　
　
　

臘
月
廿
二
日

38　

西
園
寺
（
№
２
１
９
）

　
　
　
　

元
禄
十
□
丁
丑

□
福
第
一
座
藍
水
座
元
禅
帀

　
　
　
　

十
一
月
念
八
日

39　

西
園
寺
（
№
２
２
１
）

　

享
保
廿
卯
年

海
印
珠
公
首
座
塔

　

三
月
廿
八
鳥

40　

西
園
寺
（
№
２
２
０
）

（
オ
モ
テ
面
）

　

享
保
十
六
辛
亥

中
興
仙
林
廓
大
和
尚　

　

二
月
十
日

（
ウ
ラ
面
）

小
師
龍
水
立
之

41　

西
園
寺
（
№
２
２
２
）

　
　
　
　
　

元
文
元
年
辰丙

前
住
當
山
大
梅
十
世
龍
水
魁
和
尚

　
　
　
　
　

七
月
十
四
日

42　

西
園
寺
（
№
２
２
３
）

　
　

延
享
五
辰
年

圓
福
第
一
座
功
峰
薫
公
坐
元
塔
（
請
花
）

　
　

三
月
初
六
日

43　

西
園
寺
（
№
２
２
４
）

　
　

安
永
三
甲
午
年

前
住
當
山
大
梅
陽
德
益
州
虎
和
尚

　
　

正
月
十
一
日

44　

西
園
寺
（
№
２
２
５
）

　
　

天
明
四
甲
辰
歳

前
住
當
山
虎
嶽
調
和
尚

　
　

十
二
月
三
日
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45　

西
園
寺
（
№
２
２
６
）

　
　
　
　

文
化
六
己
巳
年

前
　

當
山
圓
福
第
一
座
笠
郷
傳
公
坐
元

住
　
　
　
　

十
月
二
日

46　

西
園
寺
（
№
２
２
７
）

　
　

文
久
三
癸
亥
年

前
住
當
山
天
瑞
止
和
尚

　
　

七
月
初
三
日

47　

西
園
寺
（
№
２
２
９
）

　
　

明
治
十
五
午
年
十
月
十
九
日

前
住
當
山

造
建
中
興　

月
叟
宗
圓
長
老
和
尚

玉
鳳
塔
主　
　

明
治
十
四
巳
新
築

　
　
　
　

丹
州
龍
潭
寺
之
徒

48　

西
園
寺
（
№
２
２
８
）

（
オ
モ
テ
面
）

前
玉

鳳
堯
州
冝
明
長
老
禅
師

當
山

（
右
側
面
）

明
治
卯
十
四
年

（
左
側
面
）

九
月
七
日
示
寂

49　

西
園
寺
（
№
２
３
０
）

　
　

明
治
廿
六
年
迄
二
千
八
百
五
十
三
年

　

周
穆
王
五
十
三
壬
申
二
月
十
五
日

南
無
釋
迦
牟
尼
佛
塔
（
請
花
）

　

前
住
地
福
前
善
應
東
興
惠
舟
和
尚

　

明
治
廿
一
年
三
月
八
日
示
寂
法
子
尭
州
造
立

50　

西
園
寺
（
№
２
１
２
）

享
保
六
年

（
地
蔵
菩
薩
立
像
）

十
一
月
五
日

51　

西
園
寺
（
№
２
１
４
）

　
　

正
徳
四
午
年

○
浄
夢
禅
定
門

　
　

十
月
九
日

52　

西
園
寺
（
№
２
１
７
）

寛
保
二
年

（
地
蔵
菩
薩
立
像
）

九
月
六
日

53　

西
園
寺
（
№
２
１
３
）

水
□
自
□
信
士

（
地
蔵
菩
薩
立
像
）



113

釈
文

36　

西
園
寺
（
№
２
３
１
）

（
正
面
）

開
山
大
林
茂
和
尚
之
塔

　
　
　

七
月
三
日

（
裏
面
）

大
梅
仙
林
立
之

37　

西
園
寺
（
№
２
１
８
）

　
　
　

延
宝
五
年　

福
庵
楚
満
座
元
禅

　
　
　

臘
月
廿
二
日

38　

西
園
寺
（
№
２
１
９
）

　
　
　
　

元
禄
十
□
丁
丑

□
福
第
一
座
藍
水
座
元
禅
帀

　
　
　
　

十
一
月
念
八
日

39　

西
園
寺
（
№
２
２
１
）

　

享
保
廿
卯
年

海
印
珠
公
首
座
塔

　

三
月
廿
八
鳥

40　

西
園
寺
（
№
２
２
０
）

（
正
面
）

　

享
保
十
六
辛
亥

中
興
仙
林
廓
大
和
尚　

　

二
月
十
日

（
裏
面
）

小
師
龍
水
立
之

41　

西
園
寺
（
№
２
２
２
）

　
　
　
　
　

元
文
元
年
辰丙

前
住
當
山
大
梅
十
世
龍
水
魁
和
尚

　
　
　
　
　

七
月
十
四
日

42　

西
園
寺
（
№
２
２
３
）

　
　

延
享
五
辰
年

圓
福
第
一
座
功
峰
薫
公
坐
元
塔
（
請
花
）

　
　

三
月
初
六
日

43　

西
園
寺
（
№
２
２
４
）

　
　

安
永
三
甲
午
年

前
住
當
山
大
梅
陽
德
益
州
虎
和
尚

　
　

正
月
十
一
日

44　

西
園
寺
（
№
２
２
５
）

　
　

天
明
四
甲
辰
歳

前
住
當
山
虎
嶽
調
和
尚

　
　

十
二
月
三
日
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45　

西
園
寺
（
№
２
２
６
）

　
　
　
　

文
化
六
己
巳
年

前
　

當
山
圓
福
第
一
座
笠
郷
傳
公
坐
元

住
　
　
　
　

十
月
二
日

46　

西
園
寺
（
№
２
２
７
）

　
　

文
久
三
癸
亥
年

前
住
當
山
天
瑞
止
和
尚

　
　

七
月
初
三
日

47　

西
園
寺
（
№
２
２
９
）

　
　

明
治
十
五
午
年
十
月
十
九
日

前
住
當
山

造
建
中
興　

月
叟
宗
圓
長
老
和
尚

玉
鳳
塔
主　
　

明
治
十
四
巳
新
築

　
　
　
　

丹
州
龍
潭
寺
之
徒

48　

西
園
寺
（
№
２
２
８
）

（
正
面
）

前
玉

鳳
堯
州
冝
明
長
老
禅
師

當
山

（
右
側
面
）

明
治
卯
十
四
年

（
左
側
面
）

九
月
七
日
示
寂

49　

西
園
寺
（
№
２
３
０
）

　
　

明
治
廿
六
年
迄
二
千
八
百
五
十
三
年

　

周
穆
王
五
十
三
壬
申
二
月
十
五
日

南
無
釋
迦
牟
尼
佛
塔
（
請
花
）

　

前
住
地
福
前
善
應
東
興
惠
舟
和
尚

　

明
治
廿
一
年
三
月
八
日
示
寂
法
子
尭
州
造
立

50　

西
園
寺
（
№
２
１
２
）

享
保
六
年

（
地
蔵
菩
薩
立
像
）

十
一
月
五
日

51　

西
園
寺
（
№
２
１
４
）

　
　

正
徳
四
午
年

○
浄
夢
禅
定
門

　
　

十
月
九
日

52　

西
園
寺
（
№
２
１
７
）

寛
保
二
年

（
地
蔵
菩
薩
立
像
）

九
月
六
日

53　

西
園
寺
（
№
２
１
３
）

水
□
自
□
信
士

（
地
蔵
菩
薩
立
像
）
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54　

丸
山
（
№
２
３
２
）

　
　
　

羽
州
村
山
郡
小
泉
村
政

　
　
　

天
保
十
一
子
歳
千
日

（
ア
）
権
大
僧
都
禅
海
上

　
　
　

二
月
三
日　

笠
神
村

　
　
　
　
　
　
　
　

佛
林
金

55　

丸
山
（
№
２
３
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
年
四
十
六
才

　
　
　

天
保
十
四
卯
年

（
ア
）
鉄
心
秋
道
清
意
信
士

　
　
　
　
壬
九
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
今
右
エ

56　

丸
山
（
№
２
３
４
）

　
　
　

文
久
三
亥
年

（
バ
ン
）
秋
山
早
世
信
士

　
　
　

九
月
二
日
□

　
　
　
　
　
　
　

亗

57　

丸
山
（
№
２
３
５
）

　

宝
暦
二
年
申
亗

○
善
峯
玄
利
信

　

十
一
月
廿
五
日

58　

丸
山
（
№
２
３
６
）

　
　

天
明
四
甲
辰
天

○
松
月
妙
清
信
女
（
請
花
）

　
　

八
月
十
日

59　

丸
山
（
№
２
３
７
）

　
　

明
治
三
午
十
月
八
日

　

冬
岩
慧
方
信
女

○
秋
月
無
量
信
女

　
　

同
年
九
月
八
日

78　

西
園
寺
（
№
２
７
５
）

□
霊
童
子

（
観
音
菩
薩
立
像
）

享
（
カ
）
保
六
丑
三
月
八
日

79　

西
園
寺
（
№
２
７
６
）

（
観
音
菩
薩
立
像
）

80　

西
園
寺
（
№
２
７
７
）

（
観
音
菩
薩
立
像
）
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36　

西
園
寺
（
No.
２
３
１
）
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37　

西
園
寺
（
No.
２
１
８
）　
　

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
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38　

西
園
寺
（
No.
２
１
９
）　
　

元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
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39　

西
園
寺
（
No.
２
２
１
）　
　

享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
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40　

西
園
寺
（
No.
２
２
０
）　
　

享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）



123
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41　

西
園
寺
（
No.
２
２
２
）　
　

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
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42　

西
園
寺
（
No.
２
２
３
）　
　

延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
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43　

西
園
寺
（
No.
２
２
４
）　
　

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）



127
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44　

西
園
寺
（
No.
２
２
５
）　
　

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
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45　

西
園
寺
（
No.
２
２
６
）　
　

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
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46　

西
園
寺
（
No.
２
２
７
）　
　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）



131
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47　

西
園
寺
（
No.
２
２
９
）　
　

明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）



133
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48　

西
園
寺
（
No.
２
２
８
）　
　

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）



135



136

49　

西
園
寺
（
No.
２
３
０
）　
　

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）



137
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50　

西
園
寺
（
No.
２
１
２
）　
　

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）



139

51　

西
園
寺
（
No.
２
１
４
）　
　

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
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52　

西
園
寺
（
No.
２
１
７
）　
　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
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53　

西
園
寺
（
No.
２
１
３
）
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54　

丸
山
（
No.
２
３
２
）　
　

天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
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55　

丸
山
（
No.
２
３
３
）　
　

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
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56　

丸
山
（
No.
２
３
４
）　
　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）



145

57　

丸
山
（
No.
２
３
５
）　
　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
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58　

丸
山
（
No.
２
３
６
）　
　

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
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59　

丸
山
（
No.
２
３
７
）　
　

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）



148

第
六
節　

棟
札
・
寄
進
札

　

仁
和
多
利
神
社
に
は
、
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
か
ら
平
成
一
九
年
ま
で
の
、

一
四
点
の
棟
札
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
一
時
合
祀
さ
れ
て
い
た
須
賀

神
社
と
笠
石
明
神
の
棟
札
も
各
一
点
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
資
料
化
し

た
が
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
以
降
の
棟
札
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
の

た
め
、
釈
文
及
び
図
版
等
へ
の
掲
載
を
控
え
た
も
の
が
あ
る
。

　

稲
荷
神
社
に
は
現
在
の
社
殿
の
建
設
に
関
わ
る
寄
進
札
が
あ
り
、
堂
宇
東
壁
に
打

ち
付
け
ら
れ
て
い
る
。

１　

解
説

　

№
1
は
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
の
仁
和
田
里
権
現
宮
建
立
の
棟
札
で
あ
る
。

オ
モ
テ
面
と
ウ
ラ
面
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ラ
面
は
さ
ら
に
二
回
に
わ
た
り
追
記

さ
れ
て
い
る
。　

オ
モ
テ
面
は
、頭
部
に
卍
、そ
の
下
に
主
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
仁

和
田
里
権
現
宮
」
は
元
禄
一
二
年
当
時
の
本
社
の
名
称
で
あ
る
。
主
文
の
両
側
に
あ

る
「
聖
主
天
中
天　

迦
陵
頻
伽
聲
／
哀
愍
衆
生
者　

我
等
令
敬
禮
」
の
偈
頌
は
、「
法

華
経
」
巻
第
三
化
城
喩
品
第
七
に
あ
る
も
の
で
、
棟
札
に
使
用
さ
れ
る
偈
頌
の
中
で

は
最
も
多
い
と
い
う
（
水
藤　

二
〇
〇
五
）。
正
遷
宮
師
明
性
院
宥
陽
に
つ
い
て
は
、

大
代
村
の
修
験
来
宝
院
が
、
開
院
の
来
宝
坊
永
順
か
ら
明
性
院
永
春
、
来
宝
院
正
永
、

明
性
院
永
応
、
来
宝
院
永
全
と
続
く
中
で
、
来
宝
院
と
明
性
院
の
道
号
を
交
互
に
名

乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
宝
院
の
修
験
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、

開
院
か
ら
五
世
ま
で
は
「
永
」
字
が
通
字
と
な
っ
て
い
る
点
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
大
工
は
八
幡
村
の
伏
谷
作
左
衛
門
、
木
引
は
円
山
の
成
澤
五
郎
七
と
な
っ
て

い
る
。
円
山
は
笠
神
村
の
丸
山
と
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
、
当
時
鶴
ヶ
谷
に
あ
っ
た
本

社
の
近
隣
か
ら
招
集
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
下
方
に
は
組
頭
一
名
、
御
百
姓
一
七

名
、
小
人
九
名
の
交
名
が
あ
る
。
小
人
は

雑
役
従
事
者
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ウ
ラ
面
は
、
文
字
の
配
列
、
字
画
の
大

き
さ
、墨
の
濃
淡
か
ら
一
面
に
三
時
期（
Ａ

↓
Ｂ
↓
Ｃ
）
の
願
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

Ａ
期
：
オ
モ
テ
面
と
セ
ッ
ト
に
な
る
も

の
で
あ
る
。
頭
部
に
一
字
金
輪
仏
頂
尊
を

表
す
種
子
ボ
ロ
ン
、
そ
の
下
に
あ
る
「
一

切
日
皆
善　

一
切
宿
皆
賢　

諸
佛
皆
威
徳

／
羅
漢
皆
行
満　

以
此
誠
實
言　

願
我
成

吉
祥
」
の
偈
頌
は
、
仏
式
の
棟
札
に
特
に

多
い
と
さ
れ
て
い
る
（
財
団
法
人
文
化
財

建
造
物
保
存
技
術
協
会　

一
九
八
九
）。

左
側
に
は
金
剛
界
大
日
如
来
の
種
子
「
バ

ン
」
に
続
け
て
水
天
真
言
が
記
さ
れ
て
い

る
。
水
天
は
仏
教
に
お
け
る
天
部
の
一
人

で
水
の
神
で
あ
り
、
そ
の
下
の
「
御
宮
水

性
火
滅
祈
所
」
と
と
も
に
火
伏
せ
の
呪
文

と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
火
」

字
が
小
さ
く
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
事
例
に
は
、
火
災
へ
の
恐
れ

か
ら
、
祈
祷
文
、
偈
頌
等
の
諸
文
言
の
内
、
表４　来宝院関係資料
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「
火
」
と
「
災
」
の
文
字
は
脇
に
寄
せ
て
小
さ
く
書
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う

指
摘
が
あ
る
（
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会　

一
九
八
九
）。

　

Ｂ
期
：
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
の
堂
宇
建
立
の
棟
札
で
あ
る
。
Ａ
期
の
偈
頌
と

真
言
の
間
に
年
次
と
主
文
、
右
下
に
遷
宮
使
者
、
左
下
の
Ａ
期
の
行
間
に
大
工
と
法

主
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
期
：
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
堂
宇
お
よ
び
鳥
居
建
立
の
棟
札
で
あ
る
。
左

下
の
、
Ａ
・
Ｂ
期
の
願
文
等
の
余
白
に
年
次
と
主
文
、
そ
の
下
に
肝
入
、
大
工
、
組

頭
等
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大
工
と
組
頭
の
間
に
あ
る
「
頼
宝
院
」
は
、
笠
神
村

お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
西
園
寺
大
代
墓
地
の

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
の
名
号
塔
、
船
塚
の
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
の
名
号

塔
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
享
保
年
間
か
ら
元
文
年
間
に
か
け
て
存
在
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
頼
宝
院
と
漢
字
表
記
は
異
な
る
が
、
ラ
イ
の
音
が

通
じ
る
「
来
宝
院
」
が
大
代
村
に
あ
り
、同
院
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
書
出
に
、

承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
の
開
院
か
ら
五
世
に
至
る
歴
代
が
書
き
出
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
両
者
が
同
時
代
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
仁
和
多
利
神
社
が
あ
る
笠

神
村
と
大
代
村
は
隣
接
し
た
位
置
関
係
に
あ
る
こ
と
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
両

者
は
同
一
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

№
2
は
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
の
萱
替
の
棟
札
で
あ
る
。
オ
モ
テ
面
に
主
文
、

表５　棟札・寄進札一覧表
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ウ
ラ
面
は
頭
部
に
一
字
金
輪
仏
頂
尊
の
種
子
「
ボ
ロ
ン
」、そ
の
下
に
年
次
、遷
宮
師
、

仮
肝
入
、
村
組
頭
、
御
守
師
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

№
3
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
仁
和
田
里
神
社
建
立
の
棟
札
で
あ
る
。
オ
モ

テ
面
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。
主
文
の
「
仁
和
田
里
神
社
」
の
表
記
の
右
に
「
仁
和

田
里
権
現
御
改
」
と
あ
り
、
明
治
に
な
っ
て
権
現
号
が
廃
さ
れ
、
神
社
と
い
う
表
記

に
な
っ
た
こ
と
示
し
て
い
る
。
右
側
に
年
次
が
あ
り
、
そ
の
下
に
「
旧
明
性
院
永
順

改
神
主
本
郷
勝
衛
源
友
幸
」
と
あ
る
。
明
性
院
か
ら
神
主
へ
の
変
更
は
、
明
治
政
府

に
よ
る
修
験
宗
廃
止
令
公
布
（
明
治
五
年
）
の
前
年
で
は
あ
る
が
、
全
国
的
な
神
仏

分
離
令
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
林　

二
〇
〇
二
）。
主
文
の
脇
に
は
「
大

庄
屋
」、「
庄
屋
」
の
記
載
が
あ
り
、
従
来
の
「
肝
入
」
と
い
う
表
記
か
ら
変
化
し
て

い
る
。
左
側
に
あ
る
西
園
禅
寺
月
叟
は
西
園
寺
一
六
世
で
あ
る
。

　

№
４
は
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
の
岩
階
（
石
段
）
修
繕
に
係
る
棟
札
で
あ
る
。

オ
モ
テ
面
に
主
文
、
ウ
ラ
面
に
は
修
繕
に
出
資
し
た
四
二
名
の
名
簿
と
金
額
が
列
記

さ
れ
て
い
る
。
オ
モ
テ
面
に
「
正
遷
宮
祠
掌
」
と
あ
る
が
、
祠
掌
と
い
う
表
記
は
こ

の
時
期
か
ら
見
ら
れ
る
。

　

№
６
は
仁
和
多
利
神
社
拝
殿
新
造
に
係
る
棟
札
で
あ
る
。
オ
モ
テ
面
上
部
に
大
き

く
「
上
棟
」
の
文
字
が
あ
る
。
ウ
ラ
面
に
は
「
奉
齋
」
の
文
字
の
下
に
五
柱
の
神
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
産
土
大
神
は
土
地
の
守
護
神
で
あ
り
、
家
舩
句
句
能
智

神
（
や
ふ
ね
の
く
く
の
ち
の
か
み
）
と
家
舩
豊
受
比
咩
神
（
や
ふ
ね
の
と
よ
う
け
ひ

め
の
か
み
）
は
家
屋
の
守
護
神
、
手
置
帆
負
神
（
た
お
き
ほ
お
い
の
か
み
）
と
彦
挟

知
神
（
ひ
こ
さ
し
り
の
か
み
）
は
建
築
や
祭
器
製
作
の
神
で
あ
る
。

　

№
９
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
須
賀
神
社
雨
覆
修
繕
の
棟
札
で
あ
る
。
雨

覆
と
は
建
物
等
が
直
接
雨
に
あ
た
る
こ
と
を
防
ぐ
覆
い
の
こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的

に
ど
の
部
分
の
修
繕
か
は
不
明
で
あ
る
。
オ
モ
テ
面
に
主
文
と
「
天
壌
無
窮
／
国
家

保
穏
」
と
あ
る
。
ウ
ラ
面
に
は
上
部
中
央
に
「
祭
神
」「　
　
　
　
　
　

／　
　
　

　
　
　
　
　

」「
璽
」
と
あ
り
、
そ
の
右
に
「
氏
子
保
護
疫
病
避
除
之
」、
左
に
年
次

が
記
さ
れ
て
い
る
。「　
　
　
　
　
　

／　
　
　
　
　
　
　

」
は
建
速
須
佐
之
男
神

で
あ
り
、
日
文
（
ひ
ふ
み
）
と
い
う
文
字
に
よ
り
、
一
一
文
字
が
二
行
に
わ
た
っ

て
記
さ
れ
て
い
る
。「
璽
」
は
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る
八
尺
瓊
勾
玉
の
意
味
も

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
印
章
一
般
を
さ
す
言
葉
で
、「
祭
神　

建
速
須
佐
之
男
神
の
印
」

と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
神
道
様
式
の
棟
札
で
あ
る
。

　

№
10
は
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
神
明
社
笠
石
明
神
に
関
わ
る
棟
札
で
あ
る
。

オ
モ
テ
面
に
主
文
、
ウ
ラ
面
上
半
部
に
年
次
と
願
文
、
下
半
部
に
正
遷
宮
で
あ
る
社

掌
本
郷
勝
治
と
信
徒
惣
代
人
三
名
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

№
11
は
稲
荷
神
社
の
寄
進
札
で
あ
る
。
笠
神
、
大
代
、
下
馬
の
有
志
七
名
が
、
社

殿
建
設
の
た
め
出
資
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

２　

日
文
が
記
さ
れ
た
棟
札
に
つ
い
て

　

明
治
二
三
年
の
須
賀
神
社
雨
覆
修
繕
の
棟
札
（
№
13
）
に
お
い
て
、「
祭
神
」
の

文
字
に
続
い
て
記
さ
れ
て
い
る
記
号
状
の
文
字
は
日
文
で
あ
る
。
日
文
は
、
一
般
に

神
代
文
字
と
称
さ
れ
る
漢
字
以
前
か
ら
存
在
し
た
と
さ
れ
る
文
字
の
一
つ
で
あ
り
、

『
国
史
大
辞
典
』
で
は
「
日
本
語
を
表
記
す
る
固
有
の
文
字
（
の
一
種
）
と
し
て
、

古
代
に
存
在
し
た
と
想
定
さ
れ
る
（
主
張
さ
れ
て
い
る
）
文
字
」
と
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
末
期
、
平
田
篤
胤
は
各
地
に
伝
わ
る
日
文
を
集
成
し
て
「
神
字
日
文
傳
」

を
著
し
た
（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会　

一
九
七
八
）。
須
賀
神
社
雨
覆
修
繕
棟
札
の

日
文
は
、
そ
の
中
の
、
対
馬
国
の
卜
部
で
あ
っ
た
阿
比
留
家
に
伝
わ
っ
た
文
字
等
を

参
照
し
て
「
た
け
は
や
す
／
さ
の
お
の
か
み
（
建
速
須
佐
之
男
神
）」
と
判
読
し
た

も
の
で
あ
る
。
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現
在
、
神
代
文
字
に
つ
い
て
は
、
国
語
学
の
立
場
か
ら
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
り
、
平
田
篤
胤
が
研
究
を
始
め
た
と
い

う
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
以
前
、
神
代
文
字
な
ど
と
称
さ
れ
る
文
字
が
既
に
存
在

し
て
い
た
こ
と
は
、
篤
胤
の
研
究
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
神
代
文
字
の
歴
史
的
評

価
と
作
成
さ
れ
た
年
代
観
と
は
別
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
文
が
記
さ
れ
た
歴
史
資
料
と
し
て
は
、
徳
島
県
脇
町
（
現　

美
馬
市
）
に
お
い

て「
日
文
形
棟
札
」が
一
二
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
年
代
的
に
は
明
治
三
年（
一
八
七

〇
）
か
ら
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
か
け
て
の
も
の
で
、
す
べ
て
、
八
幡
神
社

宮
司
を
務
め
た
二
宮
正
胤
が
上
棟
の
際
に
願
主
と
な
っ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
い

う
。
脇
町
で
は
四
六
点
の
棟
札
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
「
日
文
形
棟
札
」

は
特
異
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
（
脇
町
教
育
委
員
会　

一
九
八
七
）。

　

県
内
に
お
い
て
、
日
文
が
記
さ
れ
た
歴
史
資
料
と
し
て
は
、「
縣
社
金
華
山
神
社

祈
祷
守
符
」（
石
巻
市
）と
、「
ク
ヱ
ラ
ツ
カ
碑
」の
二
件
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

が
収
集
し
た
も
の
で
、ピ
ッ
ト
リ
バ
ー
ス
博
物
館
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
御
守
札
」と
表
書
き
さ
れ
た
包
み
紙
の
中
に
、守
符
と
一
緒
に
入
っ
て
い
る
紙
片
に
、

「
し
な
□
ま
ひ
こ
の
お
ほ
か
み
」
と
読
め
る
文
字
が
二
行
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
お

り
（
千
々
和　

二
〇
一
〇
）、
□
□
彦
大
神
と
神
名
を
記
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

後
者
は
、
唐
桑
半
島
の
先
端
に
あ
る
御
崎
神
社
境
内
に
あ
る
。
近
く
に
文
化
七
年

年
（
一
八
一
〇
）
と
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
「
鯨
塚
」
碑
が
あ
り
、こ
の
碑
も
「
ク

ジ
ラ
ツ
カ
」
碑
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
紀
年
銘
は
な
く
、
印
刻
者
は
御

崎
神
社
の
神
主
と
し
て
い
る
が
明
確
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
（
唐
桑
地
区
石
碑

研
究
会　

二
〇
一
一
）。こ
の
碑
に
つ
い
て
は
、落
合
直
澄
が『
日
本
古
代
文
字
考
』（
明

治
二
一
年
刊
）
に
お
い
て
、
阿
波
字
（
日
文
の
一
つ
）
が
記
さ
れ
た
古
碑
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
。

　

県
内
の
資
料
三
点
に
つ
い
て
み
る

と
、
須
賀
神
社
雨
覆
修
繕
棟
札
は
祠
掌

と
し
て
本
郷
勝
治
が
関
わ
っ
て
お
り
、

「
ク
ヱ
ラ
ツ
カ
碑
」
は
御
崎
神
社
の
神

主
が
印
刻
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
金
華

山
神
社
の
祈
祷
守
符
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
金
華
山
神
社
が
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
徳
島
県
脇
町
の
「
日
文
形
棟

札
」
が
す
べ
て
八
幡
宮
宮
司
二
宮
正
胤

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も

考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
も
神

職
の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
。

第 13 図　対馬国卜部阿比留家に伝来

した日文（『神字日文伝』上巻を編集）

縣社金華山神社祈祷守符（千々和 2010 より）
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鈴
木
新
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
養
助　
　
　
　
　
　

本
郷
仲
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
直
記　
　
　
　
　

本
郷
孫
エ
門　

御
郡
大
工
棟
梁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
妻
源
治　
　

八
幡
村　

鈴
木
門
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
妻
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
徳
十
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
月
廿
八
日　
　
　
　

西
園
禅
寺
月
叟　
　
　

我
妻
子
之
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ウ
ラ
面
）

文
字
な
し
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４　

仁
和
多
利
神
社
棟
札

（
オ
モ
テ
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
遷
宮
祠
掌

天
上
無
窮　

百
穀
成
就　
　
　
　
　
　
　

同　
　

□
□　
　
　
　

氏
子
四
十
二
戸

　

陸
前
国
宮
城
郡
笠
神
村　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
勝
治

鎮
座
仁
和
多
利
神
社
岩
階
修
繕
一
宇

　

明
治
十
一
寅乙
年
九
月
十
有
二
日　
　

世
話
人
当
村

国
土
安
穏　

氏
子
安
全　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
隆
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工
塩
釜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
庄
吉

（
ウ
ラ
面
）

金
壹
圓　
　
　
　
　

本
郷
貞
吉　
　
　
　
　

金
五
拾
銭　
　

小
林
三
右
衛
門　
　

金
貳
拾
五
銭　
　
　

井
内
月
叟　
　
　
　

金
拾
銭　
　
　
　

若
生
勇
彌

金
壹
圓　
　
　
　
　

小
野
善
右
衛
門　
　
　

同
五
拾
銭　
　

小
林
重
三
郎　
　
　

同
貳
拾
銭　
　
　
　

鈴
木
新
藏　
　
　
　

同
拾
銭　
　
　
　

大
堀
直
隆

金
七
拾
五
銭　
　
　

板
橋
金
右
衛
門　
　
　

同
五
拾
銭　
　

本
郷
養
助　
　
　
　

同
貳
拾
銭　
　
　
　

本
郷
勝
治　
　
　
　

同
拾
銭　
　
　
　

松
木
景
良

金
七
拾
五
銭　
　
　

板
橋
勘
四
郎　
　
　
　

同
五
拾
銭　
　

板
橋
徳
藏　
　
　
　

同
拾
五
銭　
　
　
　

河
野
交
次　
　
　
　

同
拾
銭　
　
　
　

菱
沼
行
信

金
七
拾
五
銭　
　
　

小
野
源
之
助　
　
　
　

同
五
拾
銭　
　

我
妻
長
十
郎　
　
　

同
拾
弐
銭
五
厘　
　

佐
藤
臨
造　
　
　
　

同
九
銭
六
厘　
　

後
山
丑
松

金
七
拾
五
銭　
　
　

本
郷
源
吉　
　
　
　
　

同
五
拾
銭　
　

我
妻
善
右
衛
門　
　

同
拾
銭　
　
　
　
　

我
妻
善
八　
　
　
　

同
六
銭
三
厘　
　

作
間
盛
顕

金
七
拾
五
銭　
　
　

鈴
木
清
五
郎　
　
　
　

同
五
拾
銭　
　

我
妻
齋
右
衛
門　
　

同
拾
銭　
　
　
　
　

柴
原
武
次　
　
　
　

金
五
銭　
　
　
　

我
妻
惣
次
郎

金
七
拾
銭　
　
　
　

本
郷
孫
右
衛
門　
　
　

同
五
拾
銭　
　

本
郷
政
右
衛
門　
　

同
拾
銭　
　
　
　
　

小
野
冨
之
助　
　
　

金
五
銭　
　
　
　

郷
古
徳
治

金
六
拾
弐
銭
五
厘　

板
橋
源
五
郎　
　
　
　

同
四
拾
銭　
　

小
野
勇
助　
　
　
　

同
拾
銭　
　
　
　
　

本
郷
忠
吉　
　
　
　

金
五
銭　
　
　
　

菊
地
善
吉

金
六
拾
銭　
　
　
　

山
路
□
四
郎　
　
　
　

同
四
拾
銭　
　

小
林
金
藏　
　
　
　

同
拾
銭　
　
　
　
　

本
郷
□
吉

金
五
拾
五
銭　
　
　

本
郷
貞
治　
　
　
　
　

同
三
拾
銭　
　

小
林
金
平　
　
　
　

同
拾
銭　
　
　
　
　

畑
中
千
喜
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５　

仁
和
多
利
神
社
棟
札

（
オ
モ
テ
面
）

奉　
　
　

設
計
者　

松
本
吉
太
郎　

棟
梁　

松
本
彦
志　

塩
釜
市
山
ノ
寺

　

棟
札　

仁
和
多
利
神
社
御
拝
殿
新
築

納　
　
　

上
棟　

昭
和
三
十
二
年
十
二
月
十
八
日　

大
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

大
工　

佐
藤
酉
松　

千
田
忠
男　

高
橋　

進

　
　
　
　
　
　
　

屋
根
工
事
者　
　

鈴
木
憲
藏

（
ウ
ラ
面
）

建
設
委
員
長　

板
橋
隆
吉　
　

委
員　

我
妻
正
雄

　
　

委　

員　

板
橋
鶴
三　
　
　
　
　

森　
　

榮

　
　
　
　
　
　

我
妻
深
松　
　
　
　
　

平
山
幸
吉

　
　
　
　
　
　

我
妻
盛
次　
　
　
　
　

大
場
長
寿

　
　
　
　
　
　

板
橋
勘
四
郎　
　
　
　

松
戸　

信

　
　
　
　
　
　

板
橋
徳
三
郎

８　

仁
和
多
利
神
社
棟
札

（
オ
モ
テ
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
勘
左
衛
門　
　
　

青
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
熊
治　
　
　

笠
神
団
長　

小
野
久
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
橋
源
之
丞　
　

笠
神
區
長　

板
橋
隆
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
子
総
代　

小
野
清
吉　
　
　

同
本
郷
清
五
郎

上
棟
奉
新
造
營
邨
社
仁
和
多
利
神
社
拝
殿
一
宇　
　

社　
　

掌　

本
郷　

馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
子
総
代　

鈴
木
門
藏　
　
　

同
鈴
木
新
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
山
惣
治
郎　
　

牛
生
區
長　

鈴
木
多
利
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
林
惣
三
郎　

大
代
青
年　
　
　

本
郷
榮
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
政
之
助　
　
　
　

団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
善
次
郎
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１　

仁
和
多
利
神
社
棟
札

S=1/5
0 30cm
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13　

西
園
寺
棟
札

（
オ
モ
テ
面
）
報
恩
西
園
講
堂
文
武
道
場
草
創

（
ウ
ラ
面
）

青
龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朱
雀　
　
　
　
　
　

現
住　

沙
門
準
妙
心　

杲　

徴
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
事　

陸
軍
騎
兵
少
尉
正
八
位
伊
東
親
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
縣
農
林
技
手　

板
橋
甚
太
郎

　

皇
風
永
扇
帝
道
遐
昌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
清
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
事
主
任　
　

勲
七
等　
　

小
野
清
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
砲
兵
特
務
曹
長
勲
八
等
小
野
久
蔵

　
　
　
　
　

真
如
實
際
常
住
三
寶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位

奉
請　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

發
願
主
陸
軍
二
等
軍
醫
正　

勲
四
等　

坂
定
義
謹
白

　
　
　
　
　

日
本
國
内
大
小
神
袛　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

功
五
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
持　

陸
軍
歩
兵
大
尉
正
七
位
坂　

英
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

一
等
軍
醫
正
七
位
坂　

慥
爾

　

天
下
太
平
國
土
安
穏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
醫
科
大
学
講
師　

坂　

猶
典

　
　

昭
和
九
甲
戌
年　

東
宮
殿
下
初
菖
蒲
節
上
棟　
　

肝
入　
　
　
　
　

訓
導　
　
　

中
山
定
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工
棟
梁　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
養
之
助

玄
武　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
虎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

清
人　
　
　
　

副
棟
梁
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２　

仁
和
多
利
神
社
棟
札

S=1/5
0 30cm



161



164

３　

仁
和
多
利
神
社
棟
札

S=1/5
0 30cm
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166

４　

仁
和
多
利
神
社
棟
札

S=1/5
0 30cm



165



168

５　

仁
和
多
利
神
社
棟
札

S=1/5
0 30cm



167



170

６　

仁
和
多
利
神
社
棟
札

S=1/5
0 30cm



169



172

７　

仁
和
多
利
神
社
棟
札
（
ウ
ラ
面
の
み
）

S=1/5
0 30cm



173

８　

仁
和
多
利
神
社
棟
札
（
オ
モ
テ
面
の
み
）

S=1/5
0 30cm



174

９　

須
賀
神
社
棟
札

S=1/5
0 30cm



173

８　

仁
和
多
利
神
社
棟
札
（
オ
モ
テ
面
の
み
）
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10　

笠
石
明
神
棟
札

S=1/5
0 30cm



175



178

11　

稲
荷
神
社
寄
進
札

S=1/5
0 30cm



179

12　

仁
和
多
利
神
社
扁
額

仁
和
多
利
神
社

縮尺不明
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11　

稲
荷
神
社
寄
進
札
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12　

仁
和
多
利
神
社
扁
額

仁
和
多
利
神
社
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13　

西
園
寺
棟
札

縮尺不明
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第
七
節　

民
俗

一　

地
域
の
概
要

１　

人
口
と
行
政
区

　

笠
神
村
は
、
現
在
の
鶴
ケ
谷
・
丸
山
・
黒
石
崎
・
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地
、

塩
釜
市
の
牛
生
な
ど
広
範
囲
に
広
が
る
村
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）

の
海
軍
工
廠
設
置
に
関
わ
る
移
転
や
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
塩
釜
市
へ
一

部
地
区
の
編
入
が
あ
り
、
人
口
、
行
政
区
と
も
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
旧
笠
神
か
ら
多
く
の
家
屋
が
移
転
し
、
鎮
守
で
あ
る
仁
和
多
利
神
社
の
祭
祀
を

行
っ
て
い
る
笠
神
西
・
東
区
の
人
口
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
地
区
の
人
口

は
、
平
成
二
八
年
一
月
三
一
日
時
点
で
四
四
六
二
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
同
じ

月
の
多
賀
城
市
の
人
口
の
約
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。

２　

地
域
の
移
り
変
わ
り
ー
海
軍
工
廠
建
設
と
笠
神
ー

　

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
に
多
賀
城
海
軍
工
廠
が
設
置
さ
れ
、
火
工
部
の
建
設

予
定
地
に
な
っ
た
笠
神
で
は
、村
落
の
大
部
分
の
土
地
が
買
収
さ
れ
た
。
旧
笠
神
は
、

現
在
の
鶴
ケ
谷
・
丸
山
・
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
た
村

落
で
あ
り
、
多
賀
城
の
中
で
も
比
較
的
財
力
の
あ
る
家
が
多
い
地
域
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
と
い
う
。
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
以
降
家
屋
の
移
転
が
始
ま
り
、
笠
神

の
人
々
は
土
地
を
求
め
て
各
地
へ
と
移
っ
て
行
っ
た
。
下
馬
や
、
か
つ
て
花
立
や
牛

生
と
呼
ば
れ
た
笠
神
一
丁
目
を
中
心
と
し
た
地
域
に
多
く
の
家
が
移
り
、
上
ノ
台
に

あ
っ
た
仁
和
多
利
神
社
、
西
園
寺
も
、
現
在
は
こ
の
地
域
に
移
転
し
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
の
笠
神
で
使
わ
れ
て
い
る
屋
号
は
、
旧
笠
神
時
代
か
ら
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
り
、
当
時
の
家
屋
の
位
置
、
特
徴
を
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

＊
屋
号

（1）
家
屋
の
位
置
や
方
向
に
よ
る
も
の

ウ
ッ
シ
ョ
ノ
イ
（
後
の
家
）　

、　

ヒ
ガ
シ
ノ
イ
（
東
の
家
）

（2）
家
屋
の
特
徴
に
よ
る
も
の

ア
カ
カ
ベ
（
赤
壁
）

　

屋
敷
の
塀
に
赤
土
を
用
い
て
い
た
た
め
、こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（3）
地
名
に
よ
る
も
の

コ
ザ
ワ
（
小
澤
）

（4）
家
の
新
旧
に
よ
る
も
の

シ
ン
タ
ク
（
新
宅
）

　

ベ
ッ
カ
（
別
家
）
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（5）
職
業
に
よ
る
も
の

シ
ョ
ウ
ユ
ヤ
（
醤
油
屋
）

笠　神　西

笠　神　東

図 14　笠神の行政区

（平成 28 年 1 月 31 日時点　市民経済部市民課記録係

「住民基本台帳人口集計表」を基に作成）

表６　笠神の世帯数と人口
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大松会の講員の範囲

善行契約講の

講員の範囲

平成 27年仁和多利神社例祭神輿ルート

立ち寄り所

ニシノヤマ
（西の山）

イッポンマツ
（一本松）

0 500ｍ

第 15 図　笠神地区民俗調査関連図　
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八合溜池

黒
石
崎

清

水

持

暮海
仙
壇

沼

頭

後

原

金

口

丸

山 伊
勢
堂

小

澤

舟

塚

赤

坂

西
ノ
神

大

代

大

山

中

庭

休

場

花

立

菊
ヶ
岡

八

幡

船塚山

箱塚山

観音堂

海
仙
壇

沼

頭

西
ノ
神

八

幡

❸

『懐郷史抄　古里の笠神を訪ねて』p.39 の住居図を基に作成

　念仏橋の話

　昔このあたりに侍がいたったんださ。そこの女中さんがね、何

をしたんだか、その刀で切られたんだって。その人の幽霊がそこ

の念仏橋に出るんだって。ほのために、気持ち悪いから、そこさ

念仏あげたんだと。して、念仏橋になったんだって。

（昭和 6年生まれ　男性）

　船塚の石碑の話

　

　笠神の今の自衛隊の中に舩塚っ

てあったんだよね。そして、そこ

に石碑が立ってて、なんか明治生

まれの人たちは、そこを通る時は

頭を下げて通ったんだね。

（大正 11年生まれ　女性）

現在は仁和多利神社にある念忠碑

（『懐郷史抄　古里の笠神を訪ねて』p.17）

念仏橋

（『多賀城町誌』p.693）

❹

旧
笠
神
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西
　
澤

持

暮海
仙
壇

沼

頭

西
ノ
神

中

道

内

手

下

馬

留
ヶ
谷

石

崎

三
本
松

上
ノ
台

笠石神社

仁和多利神社

西園寺

八

幡

箱塚山

持

暮

八

幡

箱塚山山

　墓の移転の話

　うちでも一番小さい弟、2年生で死んだ

んだ。俺は手伝わなかったけども、俺の親

が（弟の）棺桶掘って。（遺体は）まだすっ

かり腐っていねえの。それでトタンを家か

ら持って行って、ほして下さ火焚いて。半

分腐ってていたとこだから、そのまま持っ

てこられないから、その上で焼いて、骨だ

け（移転先の墓地に）持ってきて、そして

後埋めたの。

（大正 13年生まれ　男性）
移転前の西園寺

サエノカミの近くにあったとされる石山の一部

サエノカミ（西の神）の話　

　（その場所は）とにかく夕方なんかに水を汲みに行くとか、朝に少

し早く薄暗い時なんかに行くとなんとなく体がサワッとする感じは

するのね。で。そこに神様あったんだって言うんだけど、お宮だの

は何にもないの。藪みたいな杉の木がおがってて、してこっちは高

い石山で、そこの細道を入って行って、畑の中に井戸があって、そ

の水を生活に使ってたんだから。ただ、ここサエノカミだっていう

ので、私らはそこを通って歩くから、正月とかお祭りとかって言う

時には、赤飯炊いて、そこさあげてくるんだね。藪の中さ置いてく

るわけ。そういうことはしてましたね。

（大正 11年生まれ　女性）

❷

➊
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二　

人
々
の
つ
な
が
り

１　

契
約
講

（1）
大
松
会

　

笠
神
東
区
の
人
々
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
契
約
講
で
あ
る
。
大
松
会
の
大
松

と
は
、
東
区
に
あ
っ
た
松
の
大
木
や
、
そ
こ
か
ら
南
東
に
延
び
る
大
松
通
り
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
会
は
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
二
一

戸
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
東
区
の
住
宅
増
加
に
伴
っ
て
講
員
も
増
え
て

い
き
、
多
い
時
に
は
四
〇
戸
近
い
家
が
加
入
し
て
い
た
と
い
う
。
平
成
に
入
り
、
講

員
に
よ
る
大
松
会
の
利
用
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
解
散
の
機
運
が
徐
々
に
高
ま

り
、
平
成
二
六
年
の
総
会
で
、
会
長
の
後
任
者
を
選
出
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
解
散
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
講
員
数
は
一
八
戸
で
あ
っ
た
。

　

大
松
会
の
組
織
に
は
、
名
誉
会
長
・
会
長
・
副
会
長
・
会
計
・
監
事
・
幹
事
と
い
っ

た
役
が
置
か
れ
、
任
期
は
二
年
で
あ
っ
た
が
、
再
任
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
講
員
は

三
班
に
分
け
ら
れ
、
こ
の
班
が
活
動
の
基
本
的
な
単
位
に
な
っ
て
い
た
。
班
に
は
そ

れ
ぞ
れ
当
番
が
置
か
れ
、
メ
ン
バ
ー
は
、
定
期
的
に
変
わ
る
こ
と
も
な
く
、
固
定
さ

れ
て
い
た
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
毎
年
一
月
の
集
ま
り
と
葬
儀
・
結
婚
式
の
手
伝
い
で
あ
っ
た
。

集
ま
り
は
、
結
成
か
ら
一
九
年
間
は
講
員
の
自
宅
を
会
場
に
し
て
行
っ
て
い
た
。
会

場
に
な
る
家
の
こ
と
を
ヤ
ド
（
宿
）
と
呼
び
、
ヤ
ド
で
は
集
ま
っ
て
く
る
講
員
の
た

め
の
御
馳
走
を
準
備
し
た
。
出
さ
れ
る
料
理
に
決
ま
り
は
な
か
っ
た
が
、
刺
身
・
煮

魚
も
し
く
は
焼
き
魚
、
お
吸
い
も
の
な
ど
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。
参
加
者
は
男
性
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
男
性
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
代
わ
り
に
そ
の
妻
が
出
席
し
て
い

た
。
二
〇
回
目
の
総
会
か
ら
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
利
用
す
る
移
動
総
会
に
な
り
、
講

員
の
自
宅
を
利
用
す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

　

葬
儀
の
手
伝
い
に
関
し
て
は
、
大
松
会
が
発
足
し
た
昭
和
三
五
年
に
は
す
で
に
葬

儀
屋
が
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
自
宅
で
行
う
こ
と
が
多
く
、
同
じ
班
の

人
た
ち
が
手
伝
っ
て
い
た
。
結
婚
式
に
関
し
て
は
、
昭
和
の
中
頃
ま
で
は
近
隣
の
店

を
会
場
に
し
て
行
う
こ
と
が
多
く
、
来
客
の
上
着
を
預
か
る
な
ど
の
仕
事
を
担
当
し

て
い
た
と
い
う
。
そ
の
頃
は
、
講
員
全
員
が
招
待
を
受
け
て
い
た
が
、
昭
和
の
終
わ

り
頃
に
な
る
と
、
講
員
の
家
で
お
祝
い
事
が
あ
っ
て
も
役
員
数
名
が
招
待
さ
れ
る
程

度
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
大
松
会
の
利
用
は
平
成
に
入
る
と
少
な
く
な
り
、

会
の
解
散
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

大松と山神塔

　笠神東にはかつて松の大木があり、この松は大松会の

名前の由来にもなっている。大松の根本には、山神塔が

一基立っていたとされており、信仰の場にもなっていた。

現在は 1月 14 日に各地でどんと祭が行われ、神社に正

月飾りを納める家が多いが、以前は屋敷内の「アキの方」

にある木に飾りを納めていた。屋敷内に木がない家では、

この大松に納めていたとされている。東区の住民に親し

まれていた大松であるが、いつの頃か切り倒され、現在

は残っていない。山神塔も移動され、柏木神社の境内に

納められている。

大松の根本にあったとされ

る山神塔
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（2）
善
行
契
約
講

　

旧
笠
神
や
旧
沖
区
か
ら
、
西
園
寺
の
周
辺
に
移
転
し
て
き
た
人
々
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
て
い
た
契
約
講
で
あ
る
。
講
帳
に
よ
る
と
、
結
成
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
三
年

（
一
九
四
八
）
で
あ
り
、
結
成
当
時
の
講
員
数
は
九
戸
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
講
員

数
の
大
き
な
変
化
は
な
く
、
講
員
の
高
齢
化
、
会
館
で
の
葬
儀
の
普
及
な
ど
の
理
由

で
平
成
一
五
年
前
後
に
解
散
し
た
時
に
は
八
戸
で
活
動
し
て
い
た
と
い
う
。
善
行
契

約
講
に
は
講
長
が
一
人
置
か
れ
て
お
り
、そ
の
役
は
西
園
寺
の
住
職
が
務
め
て
い
た
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
毎
年
三
月
三
日
に
行
わ
れ
る
集
ま
り
と
、
講
員
の
家
で
不
幸

が
あ
っ
た
時
の
手
伝
い
で
あ
る
。
集
ま
り
に
は
一
戸
か
ら
一
人
が
参
加
し
、
男
性
が

出
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
当
番
に
あ
た
っ
て
い
る
家
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
、
そ
の

家
を
ヤ
ド
（
宿
）
と
呼
ん
だ
が
、い
つ
の
頃
か
ら
か
近
隣
の
店
で
行
う
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
は
西
園
寺
の
会
館
に
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

葬
儀
に
関
し
て
は
、家
で
葬
式
を
し
て
い
た
頃
は
そ
の
家
に
手
伝
い
に
行
っ
た
り
、

親
戚
な
ど
に
不
幸
を
知
ら
せ
る
シ
ラ
セ
（
知
ら
せ
）
と
い
っ
た
役
や
受
付
を
契
約
講

で
担
当
し
て
い
た
。
し
か
し
、
葬
儀
社
を
利
用
し
た
会
館
で
の
葬
儀
が
増
え
、
契
約

講
の
出
番
は
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
解
散
直
前
の
頃
は
、
契
約
講
か
ら
花
輪
を
あ

げ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

２　

信
仰
に
関
わ
る
講

（1）
観
音
講

　

西
園
寺
周
辺
の
家
の
女
性
た
ち
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
観
音
が
描
か
れ
た
掛
軸
を

拝
む
講
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
嫁
い
で
き
た
女

性
に
よ
る
と
、
嫁
に
来
た
時
に
は
姑
が
加
入
し
て
お
り
、
一
二
〜
一
三
名
の
女
性
た

ち
が
活
動
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
徐
々
に
人
数
は
減
り
、
平
成
一
八
年
前
後

に
解
散
し
た
時
の
講
員
は
五
名
で
あ
っ
た
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
毎
年
三
月
一
七
日
に
行
わ
れ
て
い
た
集
ま
り
で
あ
る
。
一
戸

か
ら
一
人
の
女
性
が
参
加
し
、講
で
所
有
し
て
い
る
掛
軸
を
拝
み
、御
詠
歌
を
う
た
っ

た
。
当
初
は
講
員
の
自
宅
に
集
ま
っ
て
お
り
、
当
番
に
あ
た
っ
た
家
を
ヤ
ド
（
宿
）

と
呼
ん
で
一
年
ご
と
に
当
番
を
ま
わ
し
て
い
た
。
ヤ
ド
の
女
性
は
、
当
日
の
二
〜
三

日
前
か
ら
講
員
の
家
を
訪
ね
歩
き
、

講
の
集
ま
り
が
近
い
こ
と
を
知
ら
せ

な
が
ら
米
を
集
め
て
ま
わ
っ
た
と
い

う
。
ヤ
ド
で
は
、
味
付
け
ご
飯
・
ス
ッ

ポ
コ
汁
・
煮
付
け
と
い
っ
た
精
進
料

理
が
振
舞
わ
れ
て
い
た
が
、
い
つ
の

頃
か
ら
か
出
前
を
と
っ
た
り
、
掛
け

軸
を
拝
ん
だ
後
に
近
隣
の
店
で
食
事

を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い

う
。

 

　

観音講の話

　ニシノヤマ（西の山）の人たちうんと（とても）働

くから、一年に一回くらい女の人たちだけで体を休め

たらどうかって。和尚さんが掛軸を持って来て。2～

3日前に次のヤド（宿）の人が米と会費みたいなのを

集めて、そして 3月 17日にみんなで（ヤドに）寄って、

お茶飲み会っていうのかね。

　（昭和８年生まれ　女性）
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３　

神
社
・
寺
院
・
小
祠　

（1）
仁
和
多
利
神
社

　

仁
和
多
利
神
社
は
笠
神
西
・
東
の
二
区
を
中
心
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
神
社
で
あ
り
、

祭
神
は
武
内
宿
禰
之
命
で
あ
る
。
現
在
は
か
つ
て
花
立
と
呼
ば
れ
た
笠
神
一
丁
目
の

住
宅
地
の
中
に
鎮
座
し
て
い
る
が
、
当
初
は
旧
笠
神
の
上
ノ
台
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら

確
認
で
き
る
だ
け
で
二
回
の
移
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
回
目
の
移
動
は
昭
和
一
八

年
（
一
九
四
三
）
の
こ
と
で
あ
り
、海
軍
工
廠
建
設
に
伴
う
集
団
移
転
の
た
め
で
あ
っ

た
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
大
代
の
柏
木
神
社
と
牛
生
の
須
賀
神
社
を
合
祀

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
移
転
先
に
は
大
代
中
峯
の
戸
主
会
の
共
有
地
が
提
供
さ
れ

た
。
二
回
目
の
移
動
は
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
で
あ
り
、
柏
木
神
社
、
須
賀
神

社
を
分
離
し
、
仁
和
多
利
神
社
の
み
で
現
在
地
に
移
っ
て
き
た
。
こ
の
時
に
移
動
さ

せ
た
の
は
本
殿
の
み
で
あ
り
、
拝
殿
は
柏
木
神
社
の
拝
殿
と
し
て
中
峯
に
置
い
て
来

た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、仁
和
多
利
神
社
の
拝
殿
は
、昭
和
三
二
年（
一
九
五
七
）

に
造
営
さ
れ
、
こ
の
年
が
正
式
な
遷
宮
の
年
と
さ
れ
て
い
る
。

　

神
社
の
組
織
に
は
、
責
任
役
員
・
総
代
・
世
話
役
と
い
う
役
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

西
区
と
東
区
か
ら
ほ
ぼ
同
じ
人
数
が
選
出
さ
れ
る
。
責
任
役
員
と
は
、
責
任
役
員
会

長
と
責
任
役
員
副
会
長
の
こ
と
で
あ
り
、
責
任
役
員
会
長
が
神
社
の
代
表
に
な
っ
て

い
る
。

　

祭
日
は
旧
暦
九
月
一
九
日
で
あ
る
。
以
前
は
こ
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和

五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
神
輿
が
奉
献
さ
れ
て
以
降
、
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
一
〇
月
第
三
日
曜
日
に
固
定
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
柏
木
神
社
の
神
職
に
よ
る
祈

祷
が
行
わ
れ
、
神
輿
渡
御
で
は
一
八
か
所
に
も
及
ぶ
地
点
で
祝
詞
が
上
げ
ら
れ
る
。

上
ノ
台
に
あ
っ
た
頃
に
は
、
熊
笹
を
用
い
て
釜
の
湯
を
周
囲
に
か
け
る
湯
立
て
神
事

が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

仁
和
多
利
神
社
に
は
百
日
咳
平
癒
の
御
利
益
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
祈
願
の
際

に
は
、
神
社
に
あ
る
鶏
が
描
か
れ
た
絵
馬
を
一
つ
借
り
て
き
て
、
お
礼
参
り
の
時
に

二
つ
に
し
て
返
す
。
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
は
多
く
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
そ
の
よ
う
な
祈
願
を
す
る
人
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
鶏
に
関
連
す

る
も
の
と
し
て
、
中
谷
地
の
鹿
踊
り
を
笠
神
に
入
れ
て
は
い
け
な
い
と
す
る
話
が
あ

る
。
移
転
前
の
笠
神
と
中
谷
地
は
、
砂
押
川
を
挟
ん
で
隣
り
合
っ
て
い
た
。
こ
の
鹿

踊
り
が
笠
神
に
入
る
と
、
絵
馬
に
も
描
か
れ
て
神
聖
視
さ
れ
て
い
る
仁
和
多
利
神
社

の
鶏
が
、
鹿
に
驚
い
て
逃
げ
て
し
ま
う
と
さ
れ
て
い
る
。

　湯立神事の話

　釜さ火焚いてね、そいづを拝み終わってから、煮立ってるお湯

をかぶるんだね。最後に（宮司が）倒れるまで。倒れたら（宮司

を）お宮さ運んで、終わり。そしてから部落の役員たちが、一段

下に集まる建物があって、そこで赤飯だなんだって御馳走もらっ

て。そこさ行くと、我々も赤飯もらったりして、食べたりして。
（大正 11年生まれ　女性）

昭和中期の仁和多利神社 奉納された絵馬
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（2）
西
園
寺

　

笠
神
・
大
代
・
下
馬
地
区
を
中
心
に
、
多
く
の
檀
家
を
抱
え
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派

の
寺
院
で
あ
る
。
山
号
は
黄
龍
山
で
あ
り
、
現
在
の
住
職
で
一
九
代
目
と
な
っ
て
い

る
。
海
軍
工
廠
建
設
に
伴
い
、昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
、

旧
笠
神
の
上
ノ
台
か
ら
現
在
地
に
移
動
し
た
。
西
園
寺
跡
地
に
は
、
現
在
で
も
移
動

し
き
れ
な
か
っ
た
墓
標
が
残
っ
て
お
り
、
萬
霊
塔
を
中
心
に
一
か
所
に
集
め
ら
れ
て

い
る
。

　

寺
の
組
織
に
関
し
て
は
、
檀
家
は
全
員
花
園
会
の
会
員
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
取

り
ま
と
め
と
し
て
責
任
役
員
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
責
任
役
員
で
組
織
さ
れ
る
総

代
会
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
住
職
を
含
め
た
六
名
が
寺
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

そ
の
下
に
は
、
花
園
会
地
区
役
員
と
呼
ば
れ
る
役
が
あ
り
、
約
五
〇
名
の
役
員
が
活

動
を
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
寺
に
は
青
壮
年
部
が
あ
り
、
五
〇
〜
七
〇
歳
代

の
男
性
た
ち
が
加
入
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
以
前
は
寺
の
御
詠
歌
の
組
織
で
あ
る
無
相
教
会
が
あ
り
、
寺
庭
が
指
導
者

と
な
っ
て
約
二
五
名
の
女
性
た
ち
が
活
動
を
し
て
い
た
。
こ
の
無
相
教
会
が
組
織
さ

れ
る
以
前
か
ら
、
御
詠
歌
を
う
た
う
集
ま
り
が
あ
り
、
念
仏
講
と
呼
ば
れ
た
こ
の
講

が
、無
相
教
会
の
前
身
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
無
相
教
会
が
解
散
し
た
現
在
で
は
、

元
無
相
教
会
の
メ
ン
バ
ー
一
〇
名
が
御
詠
歌
同
好
会
と
し
て
活
動
を
続
け
て
お
り
、

月
に
一
回
西
園
寺
に
集
ま
っ
て
練
習
を
し
て
い
る
。

　

西
園
寺
で
は
一
年
を
通
し
て
様
々
な
行
事
が
開
か
れ
て
い
る
。
中
で
も
五
月
の
大

回
向
、
秋
季
法
要
、
大
み
そ
か
の
除
夜
の
鐘
の
三
つ
の
行
事
に
は
、
地
域
か
ら
多
く

の
人
が
集
ま
る
。
五
月
の
大
回
向
が
一
番
古
い
行
事
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
当
日

は
御
詠
歌
同
好
会
に
よ
る
御
詠
歌
も
う
た
わ
れ
る
。

西園寺跡に残る墓標

御詠歌同好会練習風景

念仏講とされる写真
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※主な行事。この他にも座禅会等、様々な行事が行われる。
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（3）
笠
石
神
社

　

仁
和
多
利
神
社
の
境
内
に
カ
サ
イ
シ
サ
マ
（
笠
石
様
）
と
呼
ば
れ
る
神
社
が
あ
り
、

社
殿
の
中
に
は
大
き
な
石
と
石
の
祠
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。「
笠
神
」
の
地
名
の
由

来
を
、
こ
の
笠
石
神
社
に
求
め
る
説
も
あ
り
、
地
域
の
歴
史
と
関
わ
り
の
深
い
神

社
で
あ
る
。『
仁
和
多
利
神
社　

遷
宮
五
十
式
年
祭
記
念　

鎮
守
暦
』
に
は
、
明
治

三
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
仁
和
多
利
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
と
の
記
録
が
あ
る
が
（
神

社
役
員
会　

二
〇
〇
七
）、
そ
の
後
も
笠
石
神
社
は
仁
和
多
利
神
社
と
は
別
に
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

笠
石
神
社
は
、
旧
笠
神
の
上
ノ
台
、
西
沢
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、

当
時
は
現
在
の
よ
う
な
社
殿
は
な
く
、
石
の
祠
や
大
き
な
石
を
カ
サ
イ
シ
サ
マ
と
し

て
信
仰
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
か
ら
確
認
で
き
る
だ
け
で
二
回
の
移
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。
一
回
目
は
、
海
軍
工
廠
に
伴
う
集
団
移
転
に
関
連
す
る
も
の
で
、
昭
和

一
九
年（
一
九
四
四
）で
あ
っ
た
。家
屋
の
移
転
が
一
段
落
し
た
こ
の
頃
、神
社
の
ベ
ッ

ト
ウ
（
別
当
）
を
務
め
て
い
た
後
山
家
の
男
児
が
急
に
体
調
を
崩
し
、
そ
の
原
因
を

確
か
め
る
た
め
に
拝
み
屋
を
訪
ね
た
。
す
る
と
、
笠
石
神
社
の
神
が
「
自
分
も
一
緒

に
（
移
転
先
に
）
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、

『
懐
郷
史
抄　

古
里
の
笠
神
を
訪
ね
て
』
に
よ
る
と
、
こ
の
時
に
「
三
月
二
八
日
の

祭
り
を
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
後
山
家

で
は
大
石
と
石
の
祠
を
移
動
さ
せ
、
祭
り
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
と
い
う

（
板
橋　

一
九
九
七
）。
祠
は
、
野
田
の
玉
川
に
架
か
る
大
土
手
橋
の
西
側
に
あ
っ
た

と
さ
れ
る
、ヘ
ビ
イ
シ
（
蛇
石
）
と
い
う
大
き
な
岩
の
南
面
に
祀
ら
れ
た
。
大
石
は
、

そ
の
重
さ
の
た
め
に
ヘ
ビ
イ
シ
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
後
山
家
の
屋
敷
の
裏
に

安
置
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
二
回
目
の
移
動
は
平
成
一
四
年
で
あ
り
、
二
か
所
に
分

か
れ
て
い
た
大
石
と
祠
は
、仁
和
多
利
神
社
の
境
内
へ
と
移
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、

笠
石
神
社
の
祭
祀
は
、
後
山
家
の
手
を
離
れ
、
笠
神
地
区
全
体
で
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。

　

祭
日
は
三
月
二
八
日
で
あ
り
、『
多
賀
城
町
誌
』
に
載
っ
て
い
る
奉
納
さ
れ
た
幟

の
写
真
（
第
二
章　

第
四
節　

参
照
）
に
も
こ
の
日
に
ち
が
見
え
る
（
多
賀
城
町
誌

編
纂
委
員
会　

一
九
六
七
）。
当
日
は
、
大
石
と
石
の
祠
の
二
か
所
に
赤
飯
を
供
え

て
拝
ん
で
い
た
。
現
在
は
、
仁
和
多
利
神
社
の
祭
日
に
社
殿
の
扉
を
開
け
、
一
緒
に

拝
ま
れ
て
い
る
。
後
山
家
で
管
理
し
て
い
た
頃
に
は
、
祭
日
以
外
に
も
正
月
に
は
注

連
縄
を
張
り
、
家
族
が
食
べ
る
よ
り
も
先
に
大
石
と
祠
に
餅
を
供
え
た
と
い
う
。

笠石神社

社殿の中の祠と大石



193

（4）
稲
荷
神
社

　

笠
神
二
丁
目
の
住
宅
地
の
一
角
に
稲
荷
神
社
が
あ
り
、「
五
社
稲
荷
」
や
「
休
場

の
お
稲
荷
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
信
仰
を
集
め
て
い
る
。
現
在
は
、
近
隣
の
女
性
た
ち

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
は
近
く
の
家
で
鍵
の
管
理
や
供
物
の
準

備
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
こ
の
家
で
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
た

め
、
五
年
ほ
ど
前
か
ら
近
隣
の
六
〇
〜
八
〇
歳
代
の
女
性
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
稲
荷

神
社
の
管
理
、
祭
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

祭
日
は
四
月
二
九
日
で
あ
る
。
当
日
は
塩
竈
市
の
祓
ヶ
崎
稲
荷
神
社
の
神
職
に
よ

る
祈
祷
が
行
わ
れ
、
約
一
〇
名
の
女
性
た
ち
が
集
ま
る
。
ま
た
、
一
二
月
一
五
日
前

後
に
は
大
祓
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
も
祓
ヶ
崎
稲
荷
神
社
の
神
職
が
訪
れ
る
。

　

祭
日
以
外
に
も
毎
月
一
日
と
一
五
日
に
は
社
殿
の
扉
が
開
け
ら
れ
、
数
名
の
女
性

が
集
ま
っ
て
く
る
。
お
参
り
の
後
、

社
殿
の
中
で
各
々
持
ち
寄
っ
た
料

理
を
広
げ
て
会
話
を
楽
し
む
時
間

が
持
た
れ
て
お
り
、
五
社
稲
荷
は

地
域
の
女
性
た
ち
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
五
社
稲
荷

は
商
売
繁
盛
の
御
利
益
が
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
近
隣
住
民
以
外
の

参
拝
者
も
多
い
。
昔
は
、
特
に
塩

竈
の
尾
島
町
で
働
く
女
性
た
ち
が

参
拝
に
訪
れ
る
姿
が
目
立
っ
て
い

た
と
い
う
。

（5）
船
塚
観
音

　

西
園
寺
の
境
内
に
観
音
堂
が
あ
り
、
船
塚
観
音
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
観
音
堂

は
旧
笠
神
の
船
塚
と
呼
ば
れ
る
小
高
い
山
の
上
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
海
軍
工
廠

建
設
に
よ
る
移
転
の
時
に
現
在
地
へ
と
運
ば
れ
た
。『
懐
郷
史
抄　

古
里
の
笠
神
を

訪
ね
て
』
に
よ
る
と
、
祭
日
は
九
月
一
九
日
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
板
橋　

一
九
九
七
）、
現
在
は
西
園
寺
の
秋
季
法
要
の
時
に
拝
ま
れ
て
い
る
。
西
園
寺
の
無

相
教
会
が
あ
っ
た
頃
に
は
、
祭
日
に
御
詠
歌
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

船塚にあった頃の観音堂

平成 27 年 12 月 20 日の神事の様子
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第
三
章　

下
馬
村

第
一
節　

地
理
的
・
歴
史
的
環
境

一　

地
理
的
環
境

　

旧
下
馬
村
は
、
現
在
の
行
政
区
で
は
下
馬
一
〜
五
丁
目
に
あ
た
る
。

　

風
土
記
御
用
書
出
に
は
、

　
　

竪　

一
南
ハ
当
郡
笠
神
村
境
当
村
分
持
暮
と
申
所
よ
り

　
　
　
　

一
北
ハ
当
郡
塩
竈
村
境
当
村
分
花
立
と
申
所
迄

　
　

横　

一
東
ハ
当
郡
笠
神
村
境
当
村
分
牛
生
と
申
所
よ
り

　
　
　
　

一
西
ハ
当
郡
留
ヶ
谷
村
境
当
村
分
新
田
ト
申
所
迄

と
四
至
を
記
し
て
い
る
。
持
暮
、
牛
生
は
下
馬
分
と
あ
る
が
笠
神
分
で
あ
り
、
特
に

牛
生
は
下
馬
か
ら
は
か
な
り
奥
ま
っ
た
位
置
に
あ
る
。
花
立
は
、
同
名
の
地
名
が
笠

神
村
に
も
あ
る
が
、塩
竈
市
に「
花
立
町
」が
あ
る
。
新
田
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

北
部
は
北
側
か
ら
標
高
二
〇
〜
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
が
伸
び
て
き
て
お
り
、
笠

神
と
接
す
る
国
道
四
五
線
や
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
周
辺
は
、
そ
れ
ら
に
挟
ま
れ
た
谷
状
の
地

形
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
的
に
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
と
な
っ
て
い
る
。

二　

歴
史
的
環
境

　

下
馬
村
の
中
世
以
前
の
歴
史
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
い
。
し
か
し
、
吉
田
東
伍
は

『
大
日
本
地
名
辞
書　

奥
羽
』
の
中
で
、
留
守
系
譜
に
、
下
馬
の
名
義
を
解
き
た
る

一
節
あ
り
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
吉
田　

一
九
〇
二
）。

　
（
略
）
往
古
、
当
家
鎮
守
鹽
竈
宮
之
事
者
、
家
景
高
森
在
城
以
来
、
為
大
旦
那
、

毎
年
七
月
十
日
祭
礼
、
規
式
重
畳
、
参
宮
捧
御
幣
、
旧
礼
也
、
神
領
社
家
領
、
至
政

景
代
無
断
絶
。
且
、
下
馬
村
者
、
是
留
守
家
上
下
参
宮
、
大
崎
葛
西
両
家
参
宮
、
無

間
断
、
仍
各
令
下
馬
所
也
、
当
家
代
々
祈
願
所
者
、
鹽
竈
神
宮
寺
也
。

　

鹽
竈
神
社
へ
の
参
宮
に
際
し
留
守
氏
、
大
崎
氏
、
葛
西
氏
な
ど
も
下
馬
し
た
こ
と

が
地
名
の
起
源
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

下
馬
村
が
明
確
に
史
料
上
に
見
出
せ
る
の
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
仙
台

藩
家
臣
の
中
で
、
下
馬
村
と
の
関
わ
り
が
深
い
の
は
芦
立
氏
で
あ
る
。
六
〇
間
四
方

の
田
宅
（
在
郷
屋
敷
）
を
賜
り
、
下
馬
で
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
が
、
実
際
に
下

馬
村
に
居
住
し
始
め
た
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

ま
た
、
鹽
竈
神
社
の
神
官
の
鎌
田
氏
も
下
馬
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
。
同
家
の

記
録
に
よ
れ
ば
、
先
祖
以
来
六
代
ま
で
は
宮
城
郡
市
川
村
に
居
住
し
、
下
馬
に
移

り
住
ん
だ
の
は
七
代
出
羽
掾
の
代
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
寛
政
の
頃
（
一
七
八
九
〜

一
八
〇
〇
）
加
瀬
村
野
中
に
移
転
し
た
と
い
う
（
高
橋　

一
九
八
一
）。

　

下
馬
村
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
の
風
土
記
御
用
書
出
に
よ
れ
ば
、
家
数
二

軒
、
男
女
都
合
一
一
人
と
記
さ
れ
て
お
り
、
西
屋
敷
と
い
う
屋
敷
地
に
住
ん
で
い
た

と
い
う
。
芦
立
氏
や
そ
の
家
中
等
は
含
ま
な
い
と
し
て
も
、
耕
地
に
対
し
て
人
口
の

少
な
さ
は
否
め
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

伝
上
山
地
区
は
、
昭
和
初
年
頃
に
は
地
区
の
共
葬
墓
地
が
あ
る
な
ど
さ
び
し
い
場

所
で
あ
っ
た
が
（
三
塚　

一
九
三
三
）、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
笠
神
に
海
軍

工
廠
が
建
設
さ
れ
る
と
、
工
員
住
宅
が
建
設
さ
れ
て
住
宅
地
と
し
て
急
速
に
開
発
が

進
ん
で
行
っ
た
。
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第
二
節　

地
図
と
写
真
に
見
る
地
域
の
変
化

陸前国宮城郡地誌附図宮城縣管轄陸前国宮城郡下馬村　宮城県図書館蔵 （29.5 × 40cm）

同上（部分）
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陸前國宮城郡下馬村（明治 22 年以前）　宮城県公文書館蔵



197



198

下馬地区周辺地図１（明治 24 年第二師団参謀部測量・製版）
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下馬地区周辺地図２（昭和６年国土地理院発行）
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下馬地区周辺地図３（昭和 13 年）
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下馬地区周辺地図４（昭和 44 年）
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下馬地区周辺航空写真１（昭和 22 年米軍撮影）

　画面左下から北東方向にかけて直線的に伸びているのは国道 45号線であり、その西側

を並行するのは仙石線の線路である。画面右下隅の直線的な区画は笠神の丸山地区である。

画面左下隅の伝上山地区は、海軍工廠の工員住宅建設のため開発が進められ、現在のよう

に住宅地が広がる原因となった。国道と仙石線の縁辺は細長く水田が広がっており、西澤

という小名も示すように、かつては湿地だった。
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第 16 図　下馬村字名分布図

現在の下馬地区の様子（中央の赤い社は鎌倉神社）

青字：戦前の字名

赤字：戦後の字名
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第
三
節　

地
名

　

本
節
を
記
載
す
る
に
あ
た
り
、
参
考
と
し
た
資
料
は
笠
神
村
と
同
様
に
つ
き
、
省

略
す
る
（
第
二
章　

第
三
節　

参
照
）。

○　

風
土
記
御
用
書
出
に
記
さ
れ
た
小
名
以
外
の
地
名

　
　

前
林　

新
田　

○　

陸
前
国
宮
城
郡
各
村
字
調
書
に
記
さ
れ
た
小
字

　
　

赤
坂　

濱
街
道　

臺
山　

西
ノ
入　

梅
ノ
宮　

折
越　

中
下
馬　

柳
町

　
　

立
石　

除　

傳
上
山　

相
ノ
沢　

的
場　

遠
落
海　

遠
下

○　

戦
後
の
字
名

　
　

折
越　

新
梅
の
宮　

隅
田　

台
山　

立
石　

伝
上
山　

中
下
馬　

西
能
ケ
田

　
　

除　

能
ケ
田　

浜
街
道　

東
能
ケ
田　

松
橋　

待
橋　

的
場

　

赤
坂
（
あ
か
さ
か
）　

下
馬
三
丁
目
か
ら
笠
神
二
丁
目
の
塩
竈
市
立
第
三
中
学
校

付
近
に
か
け
て
の
地
域
。

　

相
ノ
沢
（
あ
い
の
さ
わ
）　

伝
上
山
の
山
の
間
に
入
り
込
ん
だ
沢
（『
研
究
』）。

　

梅
の
宮
（
う
め
の
み
や
）　
『
町
誌
』
に
は
、
将
監
墓
と
い
う
鎌
田
氏
の
墓
所
が
あ

る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
西
側
の
竹
林
の
中
に
小
祠
が
あ
っ
た
と
の
伝
説
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

　

折
越
（
お
り
こ
し
）　

下
馬
か
ら
浜
街
道
を
越
し
て
笠
神
に
入
っ
て
い
る
所
（『
研

究
』）。

　

小
松
原
（
こ
ま
つ
ば
ら
）　

立
石
の
東
南
十
数
町
の
位
置
に
あ
る
。
芦
立
氏
が
立

石
よ
り
射
た
矢
が
立
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
矢
立
の
塚
」
と
い
う
塚
が
あ
っ
た
と
い
う

（『
研
究
』）。

　

台
山
（
だ
い
や
ま
）　

昭
和
八
年
頃
に
は
高
い
丘
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
研
究
』）。

下
馬
三
丁
目
一
二
番
周
辺
の
高
台
。

　

立
石
（
た
て
い
し
）　

鎌
倉
神
社
の
北
側
の
山
。
高
さ
五
尺
、
幅
二
尺
ほ
ど
の
無

銘
の
石
が
立
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
い
う
（『
研
究
』）。

　

伝
上
山
（
で
ん
じ
ょ
う
や
ま
）　

も
と
は
下
女
山
と
い
い
、
芦
立
氏
の
先
祖
が
罪

を
犯
し
た
下
女
を
殺
害
し
て
葬
っ
た
と
こ
ろ
と
云
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
八
年
こ
ろ
に

は
下
馬
地
区
の
共
葬
墓
地
で
あ
っ
た
（『
研
究
』）。

　

遠
落
海
（
と
お
つ
み
）　

も
と
は
入
海
で
、遠
内
海
で
は
な
か
っ
た
か
（『
研
究
』）。

　

遠
下
（
と
お
さ
が
り
）　

遠
落
海
の
下
（『
研
究
』）。

　

西
ノ
入（
に
し
の
い
り
）　

下
馬
二
丁
目
、Ｊ
Ｒ
下
馬
駅
を
含
む
そ
の
南
側
の
地
域
。

　

除
（
の
ぞ
き
）　

下
馬
一
丁
目
、
Ｊ
Ｒ
下
馬
駅
の
南
西
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
鎌

倉
神
社
周
辺
の
地
。（『
研
究
』）
に
は
、「
芦
立
氏
の
屋
敷
跡
約
一
町
歩
位
の
所
、
元

は
免
租
地
で
あ
っ
た
か
ら
除
と
い
う
。
屋
敷
の
土
塁
の
外
は
外
除
と
云
っ
て
い
る
」

と
あ
り
、
そ
の
指
摘
の
と
お
り
、
藩
の
租
税
が
免
除
さ
れ
た
除
屋
敷
に
起
因
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

浜
街
道
（
は
ま
か
い
ど
う
）　

湊
浜
か
ら

塩
竈
に
至
る
街
道
の
通
れ
る
と
こ
ろ
（『
研

究
』）。

　

的
場
（
ま
と
ば
）　

矢
立
の
塚
の
近
傍
。

芦
立
氏
の
弓
ま
た
は
鉄
砲
の
的
場
の
あ
っ
た

と
こ
ろ
か
（『
研
究
』）。

　

柳
町
（
や
な
ぎ
ま
ち
）　

昭
和
八
年
頃
に

は
す
べ
て
田
と
な
っ
て
い
る
（『
研
究
』）。

　

的　場
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第 16 図　下馬村字名分布図

現在の下馬地区の様子（中央の赤い社は鎌倉神社）
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第
四
節　

社
寺
仏
閣

　

下
馬
村
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
寺
社
仏
閣
が
置
か
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

中
世
以
前
に
も
そ
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

鎌
倉
神
社

　

鎌
倉
神
社
は
下
馬
一
丁
目
に
所
在
す
る
市
内
で
最
も
新
し
い
神
社
で
あ
る
。
江
戸

時
代
、
下
馬
は
仙
台
藩
家
臣
芦
立
氏
が
田
宅
（
在
郷
屋
敷
）
を
賜
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
鎌
倉
神
社
は
、
当
初
そ
の
屋
敷
の
氏
神
で
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

祭
神
は
、
鎌
倉
権
五
郎
景
政
と
さ
れ
て
い
る
が
（
本
郷　

一
九
七
三
）、
芦
立
氏

が
鎌
倉
権
五
郎
を
祭
神
と
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

現
在
の
社
殿
は
、
道
路
に
面
し
て
鎮
座
し
て
い
る
が
、
も
と
は
現
在
地
よ
り
や
や

北
側
の
奥
ま
っ
た
場
所
に
あ
り
、
木
立
の
中
、
鳥
居
の
奥
に
立
つ
茅
葺
の
社
の
写
真

が
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
刊
行
の
『
多
賀
城
町
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）、
明
治
百
年
を
記
念
し
て
本
殿
は
流
造
り
に
、
拝
殿
は

入
母
屋
造
り
に
改
修
さ
れ
、
本
社
で
あ
る
鎌
倉
市
の
御
霊
神
社
（
権
五
郎
神
社
）
よ

り
新
た
に
神
霊
を
迎
え
て
い
る
。

　

芦
立
氏
の
屋
敷
に
つ
い
て
は
、「
宮
城
郡
屋
舗
帳
」
に
「
壱
軒
六
拾
間
六
拾
間　

芦
立
章
治
居
屋
敷
」
と
あ
り
、
敷
地
が
六
拾
間
四
方
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る

（
多
賀
城
市
史
編
纂
委
員
会　

一
九
八
五
）。
そ
の
屋
敷
跡
は
、
鎌
倉
神
社
の
南
西
約

一
四
〇
メ
ー
ト
ル
付
近
に
あ
る
が
、
屋
敷
跡
か
ら
見
て
氏
神
（
鎌
倉
神
社
）
を
祀
っ

た
場
所
は
北
東
の
方
角
に
あ
た
り
、
屋
敷
の
鬼
門
に
勧
請
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
な

お
、
神
社
か
ら
屋
敷
跡
に
か
け
て
の
小
字
は
「
除
」
で
あ
り
、
藩
政
期
に
諸
役
免
除

と
さ
れ
た
「
除
地
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
維
新
を
経
て
芦
立
氏
が
領
主
と
し
て
の
立
場
を
失
い
、
明
治
三
七
年

（
一
九
〇
四
）
以
降
、
芦
立
氏
が
下
馬
の
地
を
離
れ
る
と
、
そ
の
氏
神
の
祭
祀
は
古

く
か
ら
下
馬
に
居
住
し
て
い
た
人
々
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
ゴ
ン
ゲ
ン
サ
マ
（
権

現
様
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
（
第
三
章　

第
六
節　

参
照
）。
昭
和
四
四
年
の

改
修
の
翌
年
、
芦
立
氏
か
ら
下
馬
全
区
の
自
治
会
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
維
持
管
理
が

委
嘱
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
芦
立
氏
の
氏
神
は
、
ゴ
ン
ゲ
ン
サ
マ

の
時
代
を
経
て
鎌
倉
神
社
と
な
り
、
下
馬
地
区
初
め
て
の
鎮
守
の
神
と
な
っ
た
。

ゴンゲンサマ時代の鎌倉神社（『多賀城町誌』より）

鎌倉神社
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第
五
節　

石
造
物

一　

凡
例

　

笠
神
村
参
照

二　

分
布
と
概
要

　

下
馬
村
地
域
で
確
認
し
た
石
造
物
は
少
な
く
、
近
世
・
近
代
の
供
養
塔
、
道
標
、

近
世
・
近
代
の
墓
標
な
ど
が
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
時
に
現
在
地
と
は
異
な
る
地
点
か

ら
移
動
し
た
も
の
や
、
本
来
の
所
在
地
が
不
明
な
も
の
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
所

在
地
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

新
梅
ノ
宮　

下
馬
三
丁
目
一
番
の
宅
地
内
に
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
の
道
標

が
あ
る
。
も
と
は
、
多
賀
城
市
立
天
真
小
学
校
付
近
に
あ
っ
た
も
の
を
移
設
し
た
も

の
と
い
う
。

　

折
越　

下
馬
四
丁
目
一
八
番
の
宅
地
内
に
石
祠
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
脇
に
明

治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
供
養
碑
が
あ
る
。
所
有
者
は
海
軍
工
廠
建
設
時
に
丸
山
か

ら
現
在
地
へ
移
転
し
た
も
の
で
、
供
養
塔
も
移
転
前
の
丸
山
の
宅
地
に
祀
っ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
石
祠
と
並
ん
で
擬
宝
珠
状
の
石
造
物
が
一
基
あ
る
。

　

向
山　

伝
上
山
二
丁
目
一
八
番
の
道
端
に
年
代
不
明
の
供
養
塔
が
一
基
あ
る
。
こ

の
塔
の
由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

赤
坂　

下
馬
三
丁
目
の
ゴ
ル
フ
練
習
場
内
に
近
世
・
近
代
の
供
養
塔
と
墓
標
一
八

基
が
あ
る
。
周
辺
に
あ
っ
た
も
の
を
一
箇
所
に
集
め
た
も
の
と
さ
れ
、
東
西
七
、五

メ
ー
ト
ル
、
南
北
九
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
巡
ら
さ
れ
た
柵
の
中
に
、
供
養
塔
と
墓
標

が
混
在
し
た
状
態
で
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
現
存
し
な
い
が
、
下
馬
三
丁
目
に
は
将
監
墓
と
呼
ば
れ
る
墓
地
が
あ
っ
た
。

向　山

折　越

新梅ノ宮

折越の擬宝珠



212

　
『
多
賀
城
町
誌
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
（
略
）
梅
の
宮
の
堀
内
氏
の
前
の
竹
藪
の
中
に
将
監
墓
と
い
う
墓
地
が
あ
る
。　

今
は
竹
藪
も
次
第
に
う
す
れ
、
整
地
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
墓
地
も
早
晩
な　

く
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
元
来
鎌
田
氏
の
先
祖
の
墓
地
で
あ
る
。
い
ま
将
監
墓
は
見　

当
た
ら
な
い
が
、
鎌
田
土
佐
藤
原
有
信
墓
と
い
う
の
が
中
央
に
あ
る
。
こ
の
墓
地　

の
西
方
の
竹
藪
の
中
に
は
小
祠
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。（
以
下
略
）

　

鎌
田
有
信
は
鹽
竈
神
社
の
社
家
で
あ
り
、
鎌
田
家
一
一
代
と
し
て
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
か
ら
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
人
で
あ
る
。

将
監
は
一
三
代
有
和
で
あ
り
、
こ
の
代
で
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
（
高
橋　

一
九
八
一
）。
町
誌
の
指
摘
の
と
お
り
、
墓
地
は
昭
和
四
四
年
に
利
府
町
加
瀬
の
天

祥
寺
に
移
転
し
、
墓
標
は
新
し
い
墓
所
に
埋
設
さ
れ
た
と
い
う
。

　

町
誌
の
記
載
に
従
え
ば
、
墓
標
銘
は
法
名
で
は
な
く
、「
苗
字
＋
俗
名
＋
本
姓
＋

実
名
」
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
市
川
字
大
畑
に
は
、
同
じ
く
鹽
竈
神
社
社
家
志
賀
氏

の
墓
地
が
あ
り
、
歴
代
の
墓
標
銘
も
同
様
の
様
式
と
な
っ
て
い
る
（
宮
城
県
多
賀
城

跡
調
査
研
究
所　

一
九
八
一
）。

赤　坂

●

●
将監墓

赤坂

第 17 図　将監墓位置図

第 18 図　赤坂供養塔・墓標配置図

62 ～ 64 は供養塔

それ以外は墓標
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三　

近
世
・
近
代
の
供
養
塔
・
道
標

１　

解
説

　

№
60
は
本
郷
氏
個
人
が
建
立
し
た
湯
殿
山
塔
で
あ
る
。
明
治
に
な
る
と
馬
頭
観
世
音
な

ど
に
個
人
建
立
の
も
の
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
湯
殿
山
塔
に
も
個
人
的

な
建
立
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

№
61
は
題
目
塔
で
あ
る
。
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
ヒ
ゲ
題
目
と
称
さ
れ
る
独
特
な
書

体
で
あ
り
、
本
例
は
「
南
」「
無
」「
経
」
の
ヒ
ゲ
が
下
に
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
点
に
特
徴

が
あ
る
。

　

№
62
・
63
は
念
仏
塔
で
あ
る
。

　

№
64
は
馬
頭
観
世
音
塔
で
あ
る
。

　

№
65
は
中
谷
地（
八
幡
）・
蒲
生（
仙
台
市
）方
面
と
七
ヶ
浜
方
面
を
示
し
た
道
標
で
あ
る
。

道
標
で
は
あ
る
が
、
個
人
の
建
立
と
な
っ
て
い
る
。

供
養
塔
釈
文

60　

折
越
（
№
２
４
４
）

　
　
　
　
　
　
　

明
治
六
酉
亗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷

（
ア
ー
ン
ク
）　

湯
殿
山　
　
　
　

養
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
之

　
　
　
　
　
　
　

十
月
八
日

61　

向
山
（
№
２
５
２
）

　
　
　

七
月
六
日

南
無
妙
法
蓮
華
経　

菩
提
塔

　
　
　

佐
藤
光
廣

62　

赤
坂
（
№
２
５
７
）

　

宝
永
七
庚
寅
年

南
無
阿
弥
陀
佛

　

九
月
六
日

63　

赤
坂
（
№
２
６
６
）

　

安
政
五
午

南
無
阿
彌

　

十
月
吉

64　

赤
坂
（
№
２
６
８
）

　

昭
和
四
年
旧
三
月
三
日

馬
頭
観
世
音

　

堀
内
小
四
郎
建
之

道
標
釈
文

65　

新
梅
ノ
宮
（
№
２
４
３
）

右　

中
谷
地　

方
面　

大
正
十
四
年
七
月

　
　

蒲
生

左　

七
ヶ
浜　

方
面　

小
野
源
左
エ
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
之
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60　

折
越
（
No.
２
４
４
）　
　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
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61　

向
山
（
No.
２
５
２
）
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62　

赤
坂
（
No.
２
５
７
）　
　

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）

63　

赤
坂
（
No,
２
６
６
）　
　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
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65　

新
梅
ノ
宮
（
No.
２
４
３
）　
　

大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）

64　

赤
坂
（
No.
２
６
８
）　
　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）



218

四　

墓
標

　

№
66
〜
75
は
自
然
石
を
使
用
し
た
墓
標
で
あ
る
。

　

№
76
は
外
側
が
舟
形
光
背
状
を
呈
し
、
裏
面
は
荒
削
り
の
ま
ま
、
正
面
を
平
坦
に
し
て

菩
薩
像
を
半
肉
彫
り
に
し
て
い
る
。
菩
薩
像
の
首
か
ら
下
は
埋
没
し
て
お
り
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。

　

№
77
は
石
仏
立
像
で
あ
る
。
頭
部
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

釈
文

66　

赤
坂
（
№
２
５
５
）

　

元
禄
八
乙
亥

○
一
峯
道
寒
禅
定

　

蠟
月
□
日

67　

赤
坂
（
№
２
５
６
）

　

元
（
カ
）
禄
十
一
□

□ 

　

禅
定
門
（
請
花
）

□68　

赤
坂
（
№
２
５
８
）

　

正
徳
四
午

○
養
岸
妙
霊
信
女
（
請
花
）

　

十
一
月
廿
五
日

69　

赤
坂
（
№
２
５
９
）

　

正
徳
（
カ
）

○
利
元
□

　

五
月

70　

赤
坂
（
№
２
６
０
）　
　
　
　
　
　
　

　

元
文
三
午
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
浄
岩
是
水
信　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
月
十
五
日

71　

赤
坂
（
№
２
６
１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

寛
延
三
午
亗
︵
カ
︶　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

本
然
是
室
信
士
（
請
花
）

　

五
月
二
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

72　

赤
坂
（
№
２
６
２
）

　

宝
暦
二
申
亗

○
受
室
妙
用
信
女

　

七
月
二
十
八
日

73　

赤
坂
（
№
２
６
３
）

　

宝
暦
五
亥
亗

○
旧
岳
知
陽
信
女

　

正
月
六
日

74　

赤
坂
（
№
２
６
４
）

　

明
和
四
午
年

○
節
叟
道
霊
信

　

十
二
月
六
日
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75　

赤
坂
（
№
２
６
５
）

　

明
和
六
丑
年

○
古

自
道
信
士

　

九
月
八
日

76　

赤
坂
（
№
２
７
０
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
菩
薩
像
）

　
77　

赤
坂
（
№
２
７
１
）

　
　
（
菩
薩
像
）
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66　

赤
坂
（
No.
２
５
５
）　
　

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

67　

赤
坂
（
No.
２
５
６
）　
　

元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
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68　

赤
坂
（
No.
２
５
８
）　
　

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

69　

赤
坂
（
No.
２
５
９
）
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70　

赤
坂
（
No.
２
６
０
）　
　

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

71　

赤
坂
（
No.
２
６
１
）　
　

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
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72　

赤
坂
（
No.
２
６
２
）　
　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

73　

赤
坂
（
No.
２
６
３
）　
　

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
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74　

赤
坂
（
No.
２
６
４
）　
　

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

75　

赤
坂
（
No.
２
６
５
）　
　

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
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２　

地
域
の
移
り
変
わ
り

（1）
芦
立
氏
と
下
馬
の
旧
家

　

下
馬
に
は
仙
台
藩
の
家
臣
で
あ
っ
た
芦
立
氏
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
芦
立
氏
は
宮
城

県
南
部
か
ら
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
明
治
中
頃
に
塩
竈
の
尾
島
町

へ
と
移
住
す
る
ま
で
、
下
馬
に
居
住
し
た
と
い
う
。
下
馬
に
は
当
初
、
こ
の
芦
立
家

を
含
め
て
七
軒
し
か
家
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
七
軒
で
一
つ
の
村
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
の
七
軒
を
「
下
馬
七
軒
」
と
呼
ん
だ
。
下
馬
七
軒
と
は
、
芦
立
家
・
目
黒

家
・
目
黒
家
・
亀
山
家
・
繁
泉
家
・
中
鉢
家
・
堀
内
家
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
七
軒

は
、
堀
内
家
以
外
、
現
在
の
国
道
四
五
号
線
の
西
側
に
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
居
を
構

え
て
い
た
。
現
在
は
下
馬
か
ら
離
れ
た
中
鉢
家
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
目
黒
家
と
亀

山
家
の
間
に
チ
ュ
ウ
バ
チ
ヤ
シ
キ
（
中
鉢
屋
敷
）
と
い
う
土
地
の
呼
び
名
が
残
っ
て

お
り
、
お
お
よ
そ
の
場
所
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
芦
立
家
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
神
社

か
ら
見
て
南
西
の
方
角
に
屋
敷
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
が
あ
る
。

　

芦
立
家
と
中
鉢
家
が
下
馬
か
ら
離
れ
た
後
は
、
残
り
の
五
軒
で
「
下
馬
五
軒
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
も
こ
の
五
軒
は
下
馬
に
あ
り
、
こ
の
呼
び
方
が

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
現
在
ま
で
芦
立
家
と
の
関
わ
り
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
家
は
、
二
軒
あ
る
目
黒
家
の
う
ち
の
一
軒
で
あ
る
。
こ
の
家
の
先
祖
は
、
芦
立
氏

に
従
っ
て
県
南
か
ら
移
り
住
ん
だ
お
抱
え
の
医
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

家
の
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
生
ま
れ
の
女
性
が
幼
い
頃
ま
で
は
、
塩
竈
の
芦
立
家

に
手
伝
い
に
行
く
な
ど
付
き
合
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
他
の
家
に
つ
い
て
は
、

繁
泉
家
は
山
形
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
、
亀
山
家
は
も
う
一
軒
の
目
黒

家
か
ら
分
か
れ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
旧
家
は
、
当
時
芦
立
家
の

氏
神
で
あ
っ
た
鎌
倉
神
社
を
共
同
で
管
理
し
た
り
、
契
約
講
を
組
織
す
る
な
ど
、
互

い
に
協
力
し
合
っ
て
い
た
様
子
が
史
料
や
聞
き
書
き
か
ら
確
認
で
き
る
。

昭和初期の下馬の風景
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第
六
節　

民
俗

一　

地
域
の
概
要

１　

人
口
と
行
政
区

　

下
馬
村
は
、
現
在
の
下
馬
西
・

東
・
北
・
南
に
加
え
、
伝
上
山
・

向
山
・
隅
田
・
東
能
ヶ
田
・
西
能
ヶ

田
な
ど
を
含
む
、
広
範
囲
に
広
が

る
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
の
人

口
は
、
平
成
二
八
年
一
月
三
一
日

時
点
で
六
九
六
二
人
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
同
じ
月
の
多
賀
城
市

の
人
口
の
約
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に

あ
た
る
。

　

こ
の
中
で
も
、
古
く
か
ら
人
が

住
み
、
地
域
の
中
心
と
な
っ
て

い
た
の
が
下
馬
西
・
東
・
北
・
南

地
区
で
あ
る
。
鎌
倉
神
社
の
組
織

も
こ
の
四
区
が
中
心
と
な
っ
て
お

り
、「
下
馬
五
軒
」
と
い
っ
た
旧

家
も
、
こ
の
範
囲
内
に
存
在
し
て

い
る
。

第 19 図　下馬の行政区

（平成 28 年 1 月 31 日時点　市民経済部市民課記録係

「住民基本台帳人口集計表」を基に作成）

表７　下馬の世帯数と人口

0 200ｍ

平成 27年鎌倉神社大祭神輿ルート

立ち寄り所

第 20 図　下馬地区民俗調査関連図
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２　

地
域
の
移
り
変
わ
り

（1）
芦
立
氏
と
下
馬
の
旧
家

　

下
馬
に
は
仙
台
藩
の
家
臣
で
あ
っ
た
芦
立
氏
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
芦
立
氏
は
宮
城

県
南
部
か
ら
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
と
さ
れ
て
お
り
、
明
治
中
頃
に
塩
竈
の
尾
島
町

へ
と
移
住
す
る
ま
で
、
下
馬
に
居
住
し
た
と
い
う
。
下
馬
に
は
当
初
、
こ
の
芦
立
家

を
含
め
て
七
軒
し
か
家
が
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
七
軒
で
一
つ
の
村
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
の
七
軒
を
「
下
馬
七
軒
」
と
呼
ん
だ
。
下
馬
七
軒
と
は
、
芦
立
家
・
目
黒

家
・
目
黒
家
・
亀
山
家
・
繁
泉
家
・
中
鉢
家
・
堀
内
家
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
七
軒

は
、
堀
内
家
以
外
、
現
在
の
国
道
四
五
線
の
西
側
に
あ
る
程
度
固
ま
っ
て
居
を
構
え

て
い
た
。
現
在
は
下
馬
か
ら
離
れ
た
中
鉢
家
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
目
黒
家
と
亀
山

家
の
間
に
チ
ュ
ウ
バ
チ
ヤ
シ
キ
（
中
鉢
屋
敷
）
と
い
う
土
地
の
呼
び
名
が
残
っ
て
お

り
、
お
お
よ
そ
の
場
所
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
芦
立
家
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
神
社
か

ら
見
て
南
西
の
方
角
に
屋
敷
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
が
あ
る
。

　

芦
立
家
と
中
鉢
家
が
下
馬
か
ら
離
れ
た
後
は
、
残
り
の
五
軒
で
「
下
馬
五
軒
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
も
こ
の
五
軒
は
下
馬
に
あ
り
、
こ
の
呼
び
方
が

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
現
在
ま
で
芦
立
家
と
の
関
わ
り
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
家
は
、
二
軒
あ
る
目
黒
家
の
う
ち
の
一
軒
で
あ
る
。
こ
の
家
の
先
祖
は
、
芦
立
氏

に
従
っ
て
県
南
か
ら
移
り
住
ん
だ
お
抱
え
の
医
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

家
の
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
生
ま
れ
の
女
性
が
幼
い
頃
ま
で
は
、
塩
釜
の
芦
立
家

に
手
伝
い
に
行
く
な
ど
付
き
合
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
他
の
家
に
つ
い
て
は
、

繁
泉
家
は
山
形
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
、
亀
山
家
は
も
う
一
軒
の
目
黒

家
か
ら
分
か
れ
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
旧
家
は
、
当
時
芦
立
家
の

氏
神
で
あ
っ
た
鎌
倉
神
社
を
共
同
で
管
理
し
た
り
、
契
約
講
を
組
織
す
る
な
ど
、
互

い
に
協
力
し
合
っ
て
い
た
様
子
が
史
料
や
聞
き
書
き
か
ら
確
認
で
き
る
。

昭和初期の下馬の風景



228

（2）
海
軍
工
廠
建
設
と
地
域
の
変
化

下
馬
へ
の
移
転
者

　

昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）、
多
賀
城
海
軍
工
廠
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
建
設
地
に

住
ん
で
い
た
人
々
は
家
屋
の
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
下
馬
に
も
、
主
に
旧
笠
神

か
ら
の
移
転
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
集
団
移
転
地
が
用
意
さ
れ
た
。
こ
の
土
地
へ

の
移
転
者
の
他
に
、新
た
に
土
地
を
買
い
求
め
て
移
り
住
ん
だ
旧
沖
区
の
人
も
多
く
、

そ
れ
ら
の
移
転
者
は
、
元
か
ら
の
下
馬
の
住
人
と
の
様
々
な
関
わ
り
の
中
で
地
域
に

馴
染
ん
で
い
っ
た
。下
馬
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
契
約
講
に
加
入
す
る
家
が
あ
っ
た
り
、

旧
沖
区
の
中
谷
地
か
ら
移
転
し
て
き
た
女
性
た
ち
の
山
の
神
講
に
下
馬
五
軒
の
女
性

た
ち
が
加
わ
る
な
ど
、
旧
笠
神
・
旧
沖
区
か
ら
の
移
転
者
は
、
地
域
に
少
な
か
ら
ず

影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

工
員
住
宅
の
建
設

　

下
馬
西
区
と
伝
上
山
二
丁
目
と
の
境
に
は
、
海
軍
工
廠
の
工
員
住
宅
が
立
ち
並
ん

で
い
た
。
こ
の
住
宅
の
建
設
の
た
め
に
、
下
馬
の
人
々
が
墓
地
と
し
て
利
用
し
て
い

た
土
地
を
明
け
渡
す
こ
と
に
な
り
、
墓
石
や
遺
骨
を
西
園
寺
へ
と
移
動
さ
せ
た
。
こ

の
墓
地
に
は
芦
立
家
の
墓
も
あ
り
、
塩
竈
へ
と
移
住
し
た
後
も
、
こ
こ
の
墓
地
を
利

用
し
て
い
た
。
芦
立
家
の
墓
は
墓
地
の
中
央
に
あ
り
、
周
囲
に
囲
い
が
め
ぐ
ら
せ
て

あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
墓
地
へ
と
向
か
う
一
本
道
は
上
り
坂
に
な
っ
て
お
り
、
カ
ン

ツ
キ
坂
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

工員住宅（『平成 22 年度版　わたしたちの多賀城』p.33）

（右）『多賀城市史 2　近世・近現代』p.350 を基に作成

（左）『懐郷史抄　古里の笠神を訪ねて』pp.34-37 を基に作成

表８　旧沖区からの

移転戸数

表９　旧笠神からの
移転戸数

墓地跡に続くカンツキ坂
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３　

屋
号

（1）
家
屋
の
位
置
や
方
向
に
よ
る
も
の

オ
モ
テ
ノ
イ
（
表
の
家
）

　

芦
立
氏
の
屋
敷
の
門
の
前
に
居
を
構
え
た
た
め
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。

　
（2）
地
形
・
地
勢
に
よ
る
も
の

ソ
テ
ツ
ボ
・
ソ
デ
ク
ボ
（
袖
窪
）

（3）
地
名
に
よ
る
も
の

ツ
ル
ガ
ヤ
（
鶴
ケ
谷
）

（4）
家
印
に
よ
る
も
の

マ
ル
イ
チ
（
○一
）　

マ
ル
ゼ
ン
（
○善
）

マ
ル
マ
ツ
（
○松
）

（5）
職
業
に
よ
る
も
の

ミ
セ
ノ
イ
（
店
の
家
）

セ
ン
ベ
イ
ヤ
（
煎
餅
屋
）

モ
チ
ヤ
（
餅
屋
）

（6）
家
の
先
祖
に
関
係
す
る
も
の

ア
メ
リ
カ
ヤ
（
ア
メ
リ
カ
屋
）

　

こ
の
家
の
先
祖
が
カ
ナ
ダ
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

カ
イ
グ
ン
ヤ
（
海
軍
屋
）

　

こ
の
家
の
先
祖
が
海
軍
の
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

（7）
そ
の
他

イ
ッ
ケ
ン
ゲ
バ
（
一
軒
下
馬
）

　

昔
、
周
囲
に
家
が
な
く
、
こ
の
一
軒
し
か
な
か
っ
た
た
め
に
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ

る
。
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二　

人
々
の
つ
な
が
り

１　

契
約
講

（1）
一
志
講

　

明
治
八
年（
一
八
七
五
）に「
下
馬
七
軒
」に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
契
約
講
で
あ
る
。

当
初
の
講
員
数
は
七
戸
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に
増
え
て
い
き
、
昭
和
四
七
年

（
一
九
七
二
）
に
解
散
す
る
直
前
は
一
八
戸
に
よ
っ
て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
一

志
講
に
つ
い
て
の
詳
細
な
聞
き
書
き
は
困
難
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
元
講
員
の
家
に

講
帳
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

講
員
に
つ
い
て
は
、
明
治
八
年
に
は
「
下
馬
七
軒
」
の
戸
主
の
名
前
が
記
さ
れ
て

お
り
、
七
戸
で
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）

ま
で
に
堀
内
家
が
一
戸
、
目
黒
家
が
一
戸
増
え
、
講
員
は
九
戸
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
を
最
後
に
、
中
鉢
家
の
名
前
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
さ

ら
に
、
芦
立
家
も
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
を
最
後
に
講
帳
か
ら
名
前
が
な
く
な

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
芦
立
家
、
中
鉢
家
は
こ
の
時
期
に
下
馬
を
去
っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
も
多
少
の
増
減
が
あ
り
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
に

は
八
戸
が
加
入
す
る
な
ど
、
地
域
の
発
展
と
と
も
に
講
員
の
数
は
増
え
続
け
た
。

　

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、明
治
八
年
に
次
の
よ
う
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

各
々
持
寄
定

　

一　

白
米
壱
升

　

一　

金
壱
朱

　

右
之
通
相
定
候
条
但
壱
ヶ
年
ニ
致　

　

二
月
十
月
ニ
宿
可
仕
候
当
相
手
之
義

　

ハ
弐
人
宛
猶
村
内
ニ
而
不
時
之
義
有

　

之
候
節
ハ
相
手
方
ニ
世
話
可
仕
候
其

　

節
間
ニ
相
不
申
候
節
ハ
余
方
よ
り
手
伝
可
致
候

　

其
時
々
詮
議
之
次
第
ニ
よ
り
村
内
壱

　

同
心
寄
萬
事
相
つ
と
め
べ
く

　

候
也

　

明
治
八
年
十
月　
　
　
　
　
　

當
番

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
二
月
と
一
〇
月
に
宿
を
も
っ
て
集
ま
り
が
開
か
れ
、
そ
の
際
に

は
各
自
米
と
金
銭
を
持
ち
寄
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
手
伝
い
と
し
て

当
相
手
二
名
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
都
合
の
悪
い
場
合
は
代
わ
り
の
人
に
お
願
い
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
契
約
で
の
決
ま
り
ご
と
は
村
内
の
人
々
で
守
る

こ
と
と
結
ば
れ
て
い
る
。
年
に
二
回
開
か
れ
て
い
た
集
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
明
治

三
六
年
（
一
九
〇
三
）
旧
暦
一
〇
月
を
最
後
に
、
一
〇
月
の
集
ま
り
は
行
わ
れ
な
く

な
り
、
旧
暦
二
月
の
み
の
開
催
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
昭
和
四
七
年
ま
で

毎
年
集
ま
り
が
持
た
れ
て
い
た
。

　

解
散
に
つ
い
て
は
、
講
帳
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　

　
　

現
在
の
世
相
と
文
化
経
済
の
進
展
に
と
も
な
い
現
在
は
葬
儀
屋
で
一
切
責
任
を

　

以
っ
て
済
す
や
う
に
な
つ
た
の
で
契
約
講
の
必
要
性
が
余
り
み
と
め
な
く
な
つ
た

　

の
で
講
員
の
皆
様
は
解
散
の
希
望
の
声
が
大
き
い
の
で
百
年
に
近
い
歴
史
あ
る
講

　

で
あ
り
ま
す
が
多
数
の
意
見
を
以
つ
て
解
散
す
る
事
に
し
ま
し
た
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戦
後
の
火
葬
の
普
及
と
、
葬
儀
社
が
中
心
と
な
っ
て
の
葬
儀
の
一
般
化
に
よ
り
、

葬
儀
の
際
の
助
け
合
い
と
い
う
契
約
講
の
大
き
な
役
割
が
失
わ
れ
た
。
現
在
、
一
志

講
の
活
動
を
記
憶
し
て
い
る
人
は
少
な
く
、
講
員
の
家
で
集
ま
り
が
開
か
れ
て
い
た

こ
と
、
講
員
の
家
で
死
者
が
出
た
時
に
は
契
約
講
で
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
を
、
数
名

が
断
片
的
に
覚
え
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

（2）
旧
笠
神
か
ら
の
移
転
者
に
よ
る
契
約
講

　

旧
笠
神
か
ら
移
転
し
て
き
た
人
々
が
中
心
に
な
っ
て
組
織
し
て
い
た
契
約
講
で
あ

る
。
特
に
名
称
は
な
く
、ケ
イ
ヤ
ク
カ
イ
（
契
約
会
）
や
、ケ
イ
ヤ
ク
コ
ウ
（
契
約
講
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
当
時
、
主
に
旧
笠
神
か
ら
の
移
転
者
を
受
け
入
れ
る
場
所
と
し

て
一
画
が
斡
旋
さ
れ
、
そ
こ
に
住
む
一
五
戸
に
よ
っ
て
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）

頃
に
結
成
さ
れ
た
。
自
宅
で
葬
式
を
行
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
平
成

五
年
前
後
に
解
散
し
た
。

　

主
な
活
動
は
、
毎
年
一
月
に
行
わ
れ
る
集
ま
り
と
、
講
員
の
家
で
不
幸
が
あ
っ
た

時
の
葬
儀
の
手
伝
い
で
あ
る
。
集
ま
り
は
新
年
会
も
兼
ね
て
一
月
に
行
わ
れ
、
一
戸

か
ら
一
人
が
参
加
し
て
い
た
。
男
性
が
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
ま
り
は
な

く
、
女
性
の
参
加
者
の
方
が
多
か
っ
た
。
会
場
は
当
番
に
当
た
っ
て
い
る
家
で
行
わ

れ
、
こ
の
当
番
の
こ
と
を
ヤ
ド
（
宿
）
と
呼
ん
だ
。
ヤ
ド
は
、
基
本
的
に
一
年
ご
と

に
交
代
し
、
隣
の
家
、
隣
の
家
へ
と
回
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
解
散
の
何
年
か
前
か

ら
は
、
講
員
の
高
齢
化
や
体
調
不
良
な
ど
の
理
由
で
同
じ
家
が
ず
っ
と
ヤ
ド
を
務
め

て
い
た
。
ヤ
ド
に
当
た
っ
た
家
で
は
、
集
ま
り
の
際
の
食
事
の
準
備
、
葬
儀
の
際
の

役
割
の
振
り
当
て
、
講
帳
や
通
帳
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
。

　

葬
儀
に
関
し
て
は
、
死
者
が
出
た
家
の
親
戚
に
、
不
幸
を
知
ら
せ
に
行
く
シ
ラ
セ

（
知
ら
せ
）、
墓
石
を
動
か
す
ア
ナ
ホ
リ
（
穴
掘
り
）
と
い
っ
た
役
が
あ
っ
た
。
ニ
ッ

カ
ン
（
入
棺
）
の
手
伝
い
な
ど
も
あ
り
、当
初
、契
約
講
の
果
た
す
役
割
は
大
き
か
っ

た
。
ま
た
、
人
が
亡
く
な
っ
た
家
に
は
、
契
約
講
か
ら
米
一
〇
キ
ロ
が
支
給
さ
れ
て

い
た
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
金
銭
を
支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
に

入
っ
た
頃
か
ら
、
徐
々
に
葬
儀
社
を
利
用
し
た
会
館
で
の
葬
儀
が
増
え
、
契
約
講
の

出
番
は
減
っ
て
い
っ
た
。

一志講の講帳
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２　

信
仰
に
関
わ
る
講

（1）
山
の
神
講

　

子
授
け
や
安
産
の
御
利
益
で
知
ら
れ
る
、
美
里
町
（
旧
小
牛
田
町
）
の
山
神
社
を

信
仰
す
る
女
性
の
講
集
団
で
あ
る
。
下
馬
の
山
の
神
講
は
、
旧
沖
区
の
中
谷
地
か
ら

下
馬
に
移
転
し
て
き
た
家
を
中
心
に
、
五
〜
七
戸
の
女
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
姑
が
脱
退
す
る
と
そ
の
家
の
嫁
が
新
た
に
加
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
一

戸
か
ら
一
人
の
女
性
が
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
以
前
は
嫁
へ
と
代
替
わ
り
が
な

さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
姑
が
そ
の
ま
ま
活
動
を
続
け
る
状
態
が
続
い
て
お
り
、
講

員
の
年
齢
層
は
高
め
で
あ
る
。
現
在
は
、
中
谷
地
か
ら
移
転
し
た
家
の
女
性
た
ち
が

中
心
で
あ
る
が
、
以
前
は
下
馬
に
元
か
ら
住
む
家
の
女
性
た
ち
も
加
わ
っ
て
い
た
。

　

こ
の
山
の
神
講
で
拝
ん
で
い
る
掛
軸
は
、海
軍
工
廠
建
設
に
伴
う
移
転
の
前
か
ら
、

旧
沖
区
の
中
谷
地
で
拝
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
講
員
は
中
谷
地
を
去

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
転
先
へ
と
移
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
た
め
山
の
神
講
の
活
動
も
中

断
し
て
い
た
が
、
下
馬
へ
移
り
住
ん
だ
家
か
ら
掛
軸
が
見
つ
か
り
、
周
辺
の
中
谷
地

か
ら
移
転
し
て
き
た
家
の
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
活
動
が
再
開
さ
れ
た
。
一
方
、
八
幡

に
集
団
移
転
を
し
た
中
谷
地
の
女
性
た
ち
は
、
下
馬
の
講
と
は
別
に
新
た
な
山
の
神

講
を
組
織
し
、
平
成
一
五
年
ま
で
活
動
を
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
旧
中
谷
地
の
女

性
を
中
心
と
し
た
山
の
神
講
は
下
馬
と
八
幡
に
二
つ
あ
っ
た
が
、
旧
中
谷
地
時
代
か

ら
の
掛
軸
を
所
有
し
て
い
る
の
は
下
馬
の
講
で
あ
る
。

　

主
な
活
動
は
毎
年
三
月
一
二
日
前
後
に
行
わ
れ
る
集
ま
り
で
あ
る
。
以
前
は
一
月

と
三
月
に
二
回
集
ま
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）

頃
に
は
す
で
に
年
一
回
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
近
隣
の
店
に
集
ま
る
こ
と
が
多
い

が
、
一
〇
年
ほ
ど
前
ま
で
は
当
番
に
あ
た
っ
た
講
員
の
家
で
行
っ
て
い
た
。
当
番
の

家
は
ヤ
ド
（
宿
）
と
呼
ば
れ
、
一
年
交
替
で
掛
け
軸
を
管
理
し
て
い
る
。
当
日
は
ヤ

ド
の
女
性
が
自
宅
で
精
進
料
理
を
供
え
、
そ
の
後
、
近
隣
の
店
で
講
員
全
員
で
食
事

を
し
、
そ
こ
で
次
の
ヤ
ド
の
女
性
に
掛
軸
が
渡
さ
れ
る
。
現
在
は
小
牛
田
の
山
神
社

に
参
拝
に
行
く
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
が
、
以
前
は
三
月
一
二
日
に
行
っ
て
い
た
。
誰

か
が
代
表
し
て
参
拝
を
す
る
代
参
で
は
な
く
、全
員
で
参
拝
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

山の神講の話

　昔、中谷地にいた時には、ずっと（山の神講の活動を）やれてたんだけど、移転

になってみんなバラバラでしょ？そんでね、家のお姑さんがなんだか夢見が悪かっ

たんだって。そして、拝み屋さんに拝んでもらったら、「なんか名のある神だけど、

寝てる神様がある」と言われたんだと。「なんだやー？」と思って考えてみたら、

山の神様のヤド（宿）にあたってたのに、ほら、移転だなんだでしないでいた神様（掛

軸）が家にあったの。移転するので、山の神講どころじゃないさ。そんでそれを出

して、みんなに拝んでもらったんだって。で、これをまた拝んだらいいんでないかっ

てことで、昔みたいに。それから拝み始まったの。

（昭和３年生まれ　女性）

平成 28 年３月 26 日の山の神講 嘉永６年の掛軸
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三　

神
社

（1）
鎌
倉
神
社

　

鎌
倉
神
社
は
下
馬
西
・
東
・
北
・
南
区
の
四
区
を
中
心
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
神
社

で
あ
り
、
祭
神
は
鎌
倉
権
五
郎
景
政
で
あ
る
。
現
在
は
こ
の
四
区
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
た
役
員
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
お
り
、
下
馬
地
区
の
鎮
守
の
神
様
と
し
て

信
仰
さ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
四
〇
年
代
初
め
ま
で
は
、
芦
立
家
の
氏
神
と
し
て
「
下

馬
五
軒
」
と
そ
の
分
家
、
計
六
軒
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
て
い
た
。
ゴ
ン
ゲ
ン
サ
マ
（
権

現
様
）
と
呼
ば
れ
た
神
社
は
茅
葺
き
の
小
さ
な
社
（
第
三
章　

第
四
節　

参
照
）
で

あ
っ
た
と
さ
れ
、
屋
根
の
葺
き
替
え
も
こ
の
六
軒
が
協
力
し
て
行
っ
て
い
た
。
そ
の

後
、
昭
和
四
〇
年
代
の
区
画
整
理
に
伴
い
、
多
少
場
所
を
移
動
さ
せ
、
新
た
に
社
殿

を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
地
域
の
鎮
守
の

神
様
と
し
て
祀
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

神
社
に
関
す
る
組
織
に
は
、
神
社
社
主
・
永
代
総
代
・
総
代
顧
問
・
総
代
・
世
話

役
・
自
治
会
・
婦
人
部
・
商
店
会
・
子
ど
も
会
・
消
防
団
・
防
犯
員
・
交
通
指
導
が

あ
る
。
神
社
社
主
と
は
、
芦
立
家
の
当
主
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
で
も
祭
り
に
参
加

す
る
な
ど
し
て
、
鎌
倉
神
社
と
の
繋
が
り
を
保
っ
て
い
る
。
永
代
総
代
は
、
芦
立
家

の
氏
神
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
神
社
を
祀
っ
て
い
た
六
軒
が
務
め
て
い
る
。
総
代
顧

問
は
、
主
に
総
代
の
経
験
者
が
あ
た
り
、
助
言
な
ど
を
行
う
。
総
代
は
、
四
区
の
区

長
を
含
め
た
九
名
が
務
め
て
お
り
、
各
区
か
ら
最
大
三
名
ず
つ
選
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
中
で
も
、
神
社
が
あ
る
西
区
の
区
長
は
、
組
織
の
代
表
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
神
社
の
行
事
は
下
馬
地
区
を
挙
げ
て
行
わ
れ
る
た
め
、
地
域
の
各
団
体
が

関
わ
っ
て
く
る
。
神
社
社
主
と
永
代
総
代
は
固
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
役
に

は
任
期
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

祭
日
は
、
九
月
一
八
日
で
あ
る
。
毎
年
こ
の
日
に
は
例
祭
が
行
わ
れ
、
柏
木
神
社

の
神
職
に
よ
っ
て
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
三
年
に
一
度
大
祭
が
開
か
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
る
。
大
祭
の
年
は
人
を
集
め
る
た
め
、
九

月
一
八
日
が
平
日
の
場
合
に
は
、
そ
の
近
く
の
休
日
が
祭
日
と
な
る
。
祭
日
は
、
把

握
で
き
て
い
る
だ
け
で
二
回
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
前
ま
で

は
今
と
同
じ
九
月
一
八
日
で
あ
っ
た
が
、
戦
時
中
に
四
月
一
五
日
に
変
更
さ
れ
た
と

い
う
。
昭
和
四
五
年
に
地
域
の
神
様
に
な
っ
た
後
、
元
の
日
に
ち
に
戻
さ
れ
た
。
神

社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
幟
の
う
ち
、
昭
和
四
五
年
の
も
の
に
は
、
四
月
一
五

日
の
日
付
が
入
っ
て
い
る
が
、
昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
）
の
幟
に
は
九
月
一
八
日

の
日
付
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
祭
日
が
変
更
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

祭
日
の
様
子
は
、
地
域
の
神
社
に
な
っ
て
か
ら
と
そ
の
前
で
は
大
き
く
異
な
る
。

平
成
二
七
年
の
祭
り
は
、
三
年
に
一
度
の
大
祭
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
神
社
の
横
の
公
園

で
、
柏
木
神
社
の
神
職
に
よ
る
祈
祷
が
行
わ
れ
、
神
社
の
役
員
か
ら
子
ど
も
た
ち
ま

で
多
く
の
人
が
参
加
し
た
。
祈
祷
後
、
子
ど
も
神
輿
が
地
域
を
巡
り
、
そ
の
後
直
会

が
行
わ
れ
た
。
芦
立
家
の
氏
神
で
あ
っ
た
頃
の
祭
り
は
、
各
家
で
餅
を
搗
く
く
ら
い

で
あ
っ
た
と
す
る
話
も
あ
れ
ば
、
神
社
を
管
理
し
て
い
た
六
軒
の
家
が
集
ま
っ
て
い

た
と
い
う
話
も
あ
り
、
そ
の
時
期
に
よ
っ
て
様
子
が
異
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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鎌倉神社の話

　今あいなく立派になったけど、昔はほんとにクズ屋葺きの、「ここ神社かや？」って思うようなと

こだった。６軒で管理してる時は、屋根葺きもなにも６軒でやってたからね。ほって、私たち中学生

時代の時は、夏休みの時だのそこ掃除して、ゴザ敷いて、そこで勉強会だのしたんだ。神社の前さ行っ

て。（祭りは）私たち小さい頃は９月だったのかな。秋祭り。お祭りってなにもしねえ。明日お祭りっ

ていう前の晩。６軒の人たちなんかお茶菓子だのなんか持ってきて、神社で一杯飲んで、お参りして。

その程度だったな。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和２年生まれ　女性）

　（自分が嫁に来た頃は）４月 15日ね。４月 15日お祭り来るってよく言ったんだったよね。昔だか

らお祭り楽しみにして。草餅と赤飯、お膳だのちゃんと用意して御馳走したんだよ。自分の家の親戚

たちを呼ばって御馳走したの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和６年生まれ　女性）
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第
四
章　

地
誌
・
記
録
・
文
書

一　

封
内
風
土
記

１　

笠
神

笠
神
邑
。
戸
口
凡
廿
六
。
神
社
凡
四
。
神
明
宮
。
傳
云
。
東
山
帝
。
元
禄

中
勧
請
。
祇
園
社
。
不
レ
傳
二
何
時
勧
請
。
二
渡
権
現
社
。
同
レ
上
。
柏
木
明

神
社
。
不
レ
傳
三
何
時
勧
二
請
何
神
一
。
佛
宇
一
。
舟
塚
山
観
音
堂
。
不
レ
詳
二
何
時

創
建
一
。
寺
一
。
黄
龍
山
西
園
寺
。
臨
済
宗
。
本
郡
松
島
。
瑞
巖
寺
末
寺
。
傳

云
。
大
林
和
尚
開
山
。
不
レ
詳
二
共
年
月
一
。
橋
一
。
土
橋
長
六
間
。
濶
一
間
半
。

２　

下
馬

下
馬
邑
。
戸
口
凡
二
。
希
文
按
。

二　

風
土
記
御
用
書
出

１　

笠
神
村
風
土
記
御
用
書
出

　
　
　
　

笠
神
村

一　

高　

三
拾
五
貫
六
百
七
拾
六
文　
（
註
１
）　
　
　

　
　

田
代　

三
貫
四
百
九
拾
三
文

　
　

畑
代　

五
貫
百
八
拾
三
文

一　

神　

社　

三

　

一　

仁
波
多
里
権
現
社　

一　

小
名　

鶴
谷

　
　

一　

勧
請　

誰
勧
請
と
申
儀
并
年
月
共
ニ
相
知
不
申
候
事

　
　

一　

社
地　
（
欠
）　　
　
　

一　

社　

東
向
四
尺
作

　
　

一　

鳥
居　

北
東
向　
　
　

一　

祭
日　

九
月
十
九
日　
　
　
　
　

　

一　

祇
園
社　
　

一　

小
名　

牛
生　
（
註
２
・
３
）

　
　

一　

勧
請　

誰
勧
請
と
申
義
并
年
月
共
ニ
相
知
不
申
候
事

　
　

一　

社
地　
（
欠
）　　
　

一　

社　

辰
巳
向
弐
尺
作

　
　

一　

鳥
居　

辰
巳
向　
　

一　

祭
日　

六
月
十
五
日

　

一　

神
明
社　
　

一　

小
名　

日
向

　
　

一　

勧
請　

誰
勧
請
と
申
義
并
年
月
共
ニ
相
知
不
申
候
事　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　

社
地　
　
　
　
　

一　

社　

南
向
弐
尺
作　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　

地
主　

新
屋
敷
久
兵
衛　

一　

別
当　

右
久
兵
衛

　
　

一　

祭
日　

九
月
十
五
日

一　

仏
閣　

一

　

一　

観
音
堂　
　

一　

小
名
（
欠
）　
（
註
４
）

　
　

一　

勧
請　

誰
勧
請
と
申
義
并
年
月
共
ニ
相
知
不
申
候
事

　
　

一　

境
内　
　
　
　
　
　

一　

堂　

南
向
弐
尺
作

　
　

△
一　

本
尊　

一　

地
主　

沼
屋
敷
栄
吉

　
　

一　

別
当　

右
栄
吉　

一　

祭
日　

九
月
十
九
日

一　

寺　

壱
ケ
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
龍
山　

西
園
寺

　
　

一　

小
名　

鶴
谷　
　

一　

臨
済
宗　
　

一　

仏
殿　

南
向　
　
　
　
　
　

　
　

一　

本
尊　

釈
迦
如
来　

木
仏
坐
像　

御
長
八
寸

　
　
　

但
作
者
相
知
不
申
候
事

　
　

一　

門　

辰
巳
向

　
　

一　

額　

門
之
横
額
黄
龍
山
三
字　

松
嶋
瑞
岩
寺
御
先
住
曾
庵
和
尚
筆

　
　

一　

開
山
之
事　

当
寺
者
松
嶋
瑞
岩
寺
第
弐
拾
七
世
大
林
和
尚
開
山
ニ
御

　
　
　

座
候
処
右
年
号
相
知
不
申
候
仙
林
和
尚
享
保
十
六
年
二
月
中
興
ニ
付
当

竪
七
間
半

横
四
間
半

竪
五
間

横
五
間

竪
十
五
間

横
四
間



236

　
　
　

安
永
三
年
迄
四
拾
四
年
ニ
罷
成
申
候
事

　
　

一　

本
山
并
末
寺
之
事　

本
山
者
当
郡
松
嶋
村
青
龍
山
瑞
岩
寺
ニ
御
座

　
　
　

候　

但
末
寺
無
御
座
侯
事

一　

古
塚　

二

　

一　

船眉見　

塚　

廻
リ
七
拾
三
間　
　

一　

箱前畑　

塚　

廻
リ
九
拾
四
間

　
　

右
二
塚
共
ニ
何
塚
と
申
義
ハ
相
知
不
申
候
得
共
往
古
ヨ
リ
之
古
塚
ニ
御
座
候

　
　

事

一　

山　

三　

　

一　

大　

山　

高
サ
拾
六
間　
　

一　

与
五
山　

高
サ
拾
間

　

一　

助
ヶ
森　

高
サ
九
間

　
　

右
何
も
他
村
御
境
并
遠
見
之
品
無
御
座
候
事

一　

御
林　

一
ケ
銘　

当
村
御
拝
領
御
林
無
御
座
候
事

　

一　

平
野
山
御
林　

　
　

右
ハ
元
禄
元
年
御
植
立
ニ
御
座
候　

但
他
村
御
境
無
御
座
候
事

一　

川　

一
ッ　

一　

箱
塚
川

　
　

一　

水
上
ハ
当
郡
八
幡
川
ニ
而
当
村
境
龍
ケ
崎
と
申
所
江
流
来
申
候
事

　
　

一　

末
水
ハ
当
村
境
菊
ケ
岡
と
申
所
ヨ
リ
大
代
川
ニ
罷
成
候
事

　
　
　

但
当
郡
八
幡
村
片
瀬
片
川

一　

橋　

壱
ツ　

一　

菊
ケ
岡
橋

　
　

右
間
数
并
通
路
之
儀
ハ
当
郡
八
幡
村
ヨ
リ
御
書
上
仕
候
事       

一　

沼　

壱
ツ　
　

一　

西
助
ヶ
森　

沼　

廻
リ
百
六
拾
間

一　

堤　

壱
ッ

　

一
八
山
中

合
入
堤　

当
村
一
円
用
水　

右
溜
高
拾
九
貫
五
百
拾
弐
文

一
堰　

壱
ツ

　

一　

石西沢
崎
堰　

当
村
堰
本
ニ
而
当
村
并
下
馬
村
右
弐
ケ
村
用
水　

惣
溜
高
七

　
　

貫
六
百
八
拾
文　

但
当
村
分
溜
高
六
貫
三
百
六
拾
文

一　

坂　

壱
ッ　
　

一　

赤
坂　

長
弐
拾
間　

当
村
ヨ
リ
当
郡
大
代
村
江
之
通
路

一　

道　

二
筋

　

一　

当
村
ヨ
リ
当
郡
八
幡
村
塩
竈
村
江
之
道　

壱
筋

　

一　

当
村
ヨ
リ
当
郡
大
代
村
江
之
道　
　
　
　

壱
筋

一　

名
石　

壱
ツ

　

一　

笠西沢　

石　
　
　
　

右
ハ
名
石
と
申
ニ
ハ
無
御
座
候
得
共
往
古
ヨ
リ
笠
石

　
　

と
申
唱
来
リ
異
体
之
石
ニ
御
座
候
間
御
書
上
仕
候
、
但
土
中
ニ
相
入
居
候

　
　

ニ
付
委
細
ニ
間
数
申
上
兼
候
事

一　

小
名　

四　

一　

鶴つる
か
い谷　

一　

丸まる
や
ま山　

一　

牛ぎ
う生　

一　

小こさ
か坂　

　
　
　
　

一　

御
村
境　
　
　
　
　
　

　
　

一　

南
ハ
当
郡
八
幡
村
境
当
村
分
箱
崎
と
申
所
ヨ
リ

　

竪
一　

北
ハ
当
郡
下
馬
村
境
当
村
分
与
五
山
と
申
所
迄

　
　

一　

東
ハ
当
郡
湊
浜
境
当
村
分
高
原
と
申
所
ヨ
リ

　

横
一　

西
ハ
当
郡
留
谷
村
境
当
村
分
西
沢
と
申
所
迄

右
之
通
風
土
記
御
用
ニ
付
此
度
相
改
御
書
上
仕
候　

已
上

　
　

安
永
三
年
九
月

　
　

竪
三
拾
八
間

横
拾
九
間

竪
拾
三
丁

横
三
拾
丁

竪
弐
間

横
六
尺
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２　

下
馬
村
風
土
記
御
用
書
出

　　

風
土
記
御
用
書
出　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
郡
陸
方
下
馬
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肝
入　

榮　

吉

　
　
　
　

下
馬
村

〇
一　

村
名
ニ
付
由
来

一　

田
代　

九
貫
四
百
三
拾
四
文

一　

畑
代　

三
貫
六
拾
五
文　

但　

茶
畑
一
円
無
御
座
候
事

　

内
一　

三
百
四
拾
七
文　
　
　

御
蔵
入

　
　

一　

拾
弐
貫
百
五
拾
弐
文　

御
給
所

　

都
合　

拾
弐
貫
四
百
九
拾
九
文

一　

人
頭　

弐
人　

一　

家
数　

弐
軒

一　

男
女　

都
合
拾
壱
人　

内　

一　

男
七
人　

一　

女
四
人

一　

馬　

弐
疋

〇
一　

牛　

○
付
舟　

〇
一　

名
所　

〇
一　

旧
跡　

〇
一　

神
社　

〇
一

仏
閣

○
一　

寺　

〇
一　

修
験　

○
付
行
派
寺
并
虚
無
僧
寺　

○
一　

孝
子
孝
婦
忠

僕
良
民
并
百
歳
以
上
長
寿
之
者　

〇
一　

古
人　

○
一　

品
替
之
御
百
姓

○
付
御
百
姓
之
内
御
昼
御
寓
ニ
罷
成
御
目
見
仕
献
上
物
井
拝
領
物
仕
候
者

〇
一　

御
蔵
場　

〇
一　

御
塩
焼
場　

〇
一　

古
館　

〇
一　

古
塚

一　

山　

一

　

一　

前
前
林　

山　

高
七
間　

但
山
上
遠
見
之
品
并
他
村
御
境
無
御
座
候
事

〇
一　

御
林　

〇
一　

川　

〇
一　

滝　

〇
一　

橋　

○
一　

沼

一　

堤　

一

　

一　

待
居
淵
長
堤　

当
村
一
円
用
水　

右
為
高
四
貫
三
百
五
拾
八
文

〇
一　

堰　

〇
一　

坂

一　

道　

二
筋

　

一　

当
村
よ
り
当
郡
塩
竃
町
江
之
道　

一
筋

　

一　

当
村
よ
り
当
郡
笠
神
村
江
之
道　

一
筋

〇
一　

名
石　

〇
一　

名
水　

〇
付
温
泉　

〇
一　

名
木　

〇
一　

産
物

〇
一　

古
歌　

〇
一　

端
郷　

〇
一　

小
名

一　

屋
敷
名　

一　
　

一　

西
屋
敷　

弐
軒

一　

御
村
境　

　

竪
一　

南
ハ
当
郡
笠
神
村
境
当
村
分
持
暮
と
申
所
ヨ
リ

　
　

一　

北
ハ
当
郡
塩
竈
村
境
当
村
分
花
立
と
申
所
迄

　

横
一　

東
ハ
当
郡
笠
神
村
境
当
村
分
牛
生
と
申
所
ヨ
リ

　
　

一　

西
ハ
当
郡
留
ケ
谷
村
境
当
村
分
新
田
と
申
所
迄

　

以
上　

十
一
ケ
条

御
案
当
本
文
四
十
一
ケ
条
付
ケ
条
四
ケ
条
都
合
四
十
五
ケ
条
之
内
印
仕
候
分
三

十
四
ケ
条
之
品
無
御
座
候
事

右
之
通
風
土
記
御
用
ニ
付
此
度
相
改
御
書
上
仕
候　

以
上

　
　

安
永
三
年
九
月

竪
六
丁

横
六
丁
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三　

鹽
松
勝
譜

西
園
寺

　
　

笠
石
ノ
南
ニ
在
リ
。
地
ヲ
鶴
谷
ト
曰
フ
。
松
島
円
福
二
十
七
世
ノ
僧
大
林
ノ

　

創
建
ニ
テ
。
後
久
シ
ク
廃
セ
リ
。
享
保
辛
亥
ノ
年
。
僧
仙
林
ト
云
フ
者
再
建

　

ス
。
松
島
瑞
厳
寺
ニ
隷
ス
。
寺
南
ニ
阪
路
ア
リ
。
赤
阪
ト
曰
フ
。
大
代
巷
ニ

　

出
ル
路
ナ
リ
。
大
代
ハ
此
ヲ
距
ル
コ
ト
里
許
。
後
ニ
見
エ
タ
リ
。

仁
和
多
利
権
現
祠

　

西
園
寺
ノ
東
北
ニ
在
リ
。

神
明
祠

　

西
園
寺
ノ
西
南
ニ
在
リ
。
地
ヲ
向
陽
ト
曰
フ
。

船
塚

　

地
ヲ
眉
見
塚
ト
曰
フ
。
周
回
七
十
余
歩
。

箱
塚

　

地
ヲ
前
畑
ト
曰
フ
。
周
九
十
余
歩
。

箱
塚
川

　

箱
塚
ノ
東
南
ニ
在
リ
。
上
流
八
幡
川
ト
為
ス
。
東
南
菊
岡
ヲ
経
テ
大
代
川
ニ
入

　

ル
。

菊
岡
橋

　

八
幡
村
ニ
属
シ
、
箱
塚
ノ
東
南
ニ
ア
リ
。

西
沼

　

地
ヲ
助
ヶ
森
ト
曰
フ
。
沼
周
回
百
六
十
歩
。

註
１　

一　

貫　

仙
台
藩
で
は
、
土
地
生
産
高
と
同
時
に
年
貢
高
を
表
示
す
る
方

　
　
　
　
　
　
　

 

式
と
し
て
、
貫
文
制
を
と
っ
て
お
り
、
銭
の
単
位
で
表
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　

    

寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）、
一
貫
文
を
一
〇
石
と
定
め
た
。

註
２　

祇
園
社　

須
賀
神
社
の
こ
と
か
。

註
３　

牛　

生　

昭
和
二
四
年
一
二
月
に
塩
竃
町
に
編
入
さ
れ
た
。

註
４　

観
音
堂　

船
塚
観
音
の
こ
と
。
海
軍
工
廠
建
設
に
伴
い
、
西
園
寺
に
移
設　

　
　
　
　
　
　

    

さ
れ
た
。
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